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はじめに

平成 20年度筑波大学大学院図書館情報メディア研究科図書館情報メディア専攻博士前期

課程修了者の修士学位論文梗概集を刊行いたします。本梗概集には本研究科の多様で先端

的な研究の成果が集結しております。ここに学生の皆様の修士論文作成までの努力を讃え

るとともに、指導教員、副指導教員や査読者を始めとする論文作成に関わられた教員各位

および学生の研究活動を支えられた支援室の職員の方々に感謝申し上げます。また、皆様

とともに研究生活を送りながら、志なかばで逝かれた菊地尭君のご冥幅を心よりお祈り致

します。

図書館情報メディア研究科は、「情報メディアによる社会の知識共有とその仕組みに係る

研究を発展させ、新しい時代に向かって社会をリードする人材を養成すること」を使命と

してかかげ、「社会における知識・情報の共有や、その仕組みとしての図書館や情報ネット

ワーク」を対象にした、人文学、社会科学、理工学等の多様なアプローチからの総合的・

複合的な教育・研究を行っております。そのような多面性を実現するために、情報メディ

アマネージメント分野、情報メディア社会分野、情報メディアシステム分野、情報メディ

ア開発分野の四つの教育研究領域を設置し、また修士の学位も図書館情報学、情報学、学

術をそろえております。ちなみに本年度における本研究科の修士学位取得者 42名の内訳は、

教育研究領域別では情報メディアマネージメント分野が 15名、情報メディア社会分野が 8

名、情報メディアシステム分野が 10名、情報メディア開発分野が 9名、また学位の種類別

では図書館情報学が 18名、情報学が 21名、学術が 3名でした。

博士前期課程の修了者は、公的機関や企業等で図書館情報メディアに係る専門家として

実務に携わるもの、将来この領域の先駆的な研究者になるべく博士後期課程に進学するも

のなどさまざまです。どのような職につかれようとも、修了生各位が、本研究科で学んだ

事や修士論文を完成させるまでの研究生活の中で得た知見を活かし、知識情報社会のフロ

ンティアとして活躍されることを期待します。

この修士学位論文梗概集は一論文当り 2ページという分量を設定しております。研究領

域によっては不十分ではあるかも知れませんが、学会等の講演予稿集程度の分量であり、

研究内容の骨格を知るには十分と考えます。修了生や本研究科の教員・学生はもとより、

関連する研究に興味を持たれている多方面の方々にご利用いただき、図書館情報メディア

研究の発展に役立てていただければ幸いです。

2009年 3月

図書館情報メディア研究科長 中山伸一
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FRBRの実体モデルに基づくマンガのためのメタデータスキーマ＊

1 .. はじめに

マンガの配信メディアの多様化に伴い、マンガ

に関する情報要求の多様化が進んできている。

しかし、・マンガを利用する人の要求が多種多様

になってきたなかで、マンガ作品の物理的構造

や知的内容に関する情報や書誌データなど、

様々な側面を総合的にとらえたマンガメタデータ

が必要であると考えた。

本研究では、マンガのためのメタデータのモデ

ル開発に取り組んできた。以下の 3つのメタデー

タのモデルを基礎として、それらを統合し、マン

ガのためのメタデータモデルを作成した。

書誌事項を表すメタデータ： Fune廿onal

Requirements for Bibliographic Records 

(FRBR)の実体モデル

知的内容を表すメタデータ：Wikipediaの記

述フレームワーク(Wikipediaのマンガ作品

における記事で提供されている目次やテン

プレートから、マンガ作品の内容を表すた

めに必要な項目を整理したもの。）

マンガの物理的構造を表すメタデータ：

TV-Anytimeメタデータ（サーバ型放送シス

テムにおいて、ビデオコンテンツを効率よく

配信するために提供されたもの。）

2 関連研究

Comic Book Markup Language(CBML)[l]は、

アメリカンコミックをXMLで記述するために、マン

ガのページ画像と XMLを対応させることを意図

して作られたメタデータである。

* "Metadata Schema for Manga based on the Entities 
of Functional Requirements for Bibliographic Records 

(FRBR)" by Salomi NOMURA 

野村聡美（学籍番号 200621329) 

研究指導教員：杉本重雄

マンガのコマを基礎として構造を表現する点は

同様であるが、書誌情報や知的内容の表現を指

向したものではない。

Fiction Finder[2]は、 OCLCがWorldCatから抽

出した書誌レコードにおいて FRBRモデルに基

づいた検索・表示をさせることができる。小説を

対象としておりストーリーを持つ実体を扱う点で

は本研究と同様であるが、マンガを直接的に対

象とはしていない。

3 マンガメタデータのモデルとスキーマ

3.1マンガメタデータのモデルの提案

本研究では、 FRBRの実体モデルをベースに、

書誌情報、物理的構造、知的内容それぞれの視

点からマンガのためのメタデータモデルを作成し

た（図1)。

まず、 FRBRの実体モデルを参考にして、内容

を持った作品(Work)を、表現方法の異なる表現

形(Expression)に対応づけ、それらをメディアの

異なるもの体現形(Manifestation)に対応づけて

あらわした。そして、 Manifestationの下に構造記

述として、 1話、ページ、コマまでの構造に分けた。

ここでは、 TV-Anytimeにおけるビデオコンテンツ

を時間で区切った Segment(セグメント）を、マン

ガのコマに対応させた。話とページの間にシーン

を追加した。シーンは、論理的な構造であり知的

内容に基づきストーリー構造を表現するために

導入したものである。

メタデータとして扱う上では、 FRBRの第3グル

ープと Wikipediaの記述フレームワークを組み合

わせ利用した。

-1-
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図1マンガメタデータ全体図

以上、 3つの視点を組み合わせ、関連を持た

せることにより、すべての視点からリソースやマン

ガ作品の情報にアクセスすることができる。

3.2マンガメタデータの表現

提案したモデルに基づき、いくつかのマンガを

例として、 TopicMapsによるメタデータ記述を行

った。メタデータ記述およびメタデータの利用実

験には、 Ontopia社のOKSを用いた。この実験で

は、 Wikipediaからいくつかマンガ作品の記述要

素を、提案したモデルに基づきメタデータを表現

した。メタデータのクラスやエレメントどうしの関連

を示した図 2は、「SLAMDUNK」に関する記述

を行ったものの中から、トピック：SLAM DUNKを

中心として関連トヒ゜ックを表示したもので、多数の

関連を持っていることがわかる。

図2

4 まとめ

本研究は、マンガの統合的・形式的なメタデー

タモデルを作ることを目的として研究を進めた。メ

タデータの形式的モデルを定義するには、記述

対象実体のクラスを定義する必要がある。そこで、

本研究では、 FRBRの実体のグループをクラス分

けの基本と使用としたが、 FRBRの実体定義が役

割と実体の種類に基づく定義になっているため

に、そのままでは知的内容の視点からのクラス分

けとの整合性を欠くことが明らかになった。本研

究では、 FRBRの第 3グループ実体の定義を拡

張することでこの問題を解決した。このように、

FRBRの第 1~3グループの実体の種別をそのま

ま知的内容の表現と組み合わせると矛盾をきた

すことに気づいた点が、本研究から得られた基

礎的知見の一つである。

提案したモデルの有用性を確認するには実際

のマンガに対して数多く適用してみる必要がある

が、本研究で進めた TopicMapsによる試験的実

現により、本モデルの基礎的な検証ができたと考

えている。

文献

[1] "CBML: Comic Book Markup Language". 

2006. School of Library and Information 

Science, Indiana University. (online), 

available from 

< http://www.cbml.org/contact.html> 

[2] "OCLC-Fiction Finder". 2007. OCLC 

Online Computer Library Center, Inc. 

(online), available from 

< http://fictionfinder.oclc.org/> 
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ポローニャプロセスとポルトガルの大学図 における学習支援機能の発展拿

1 . はじめに

現在EUにおいては、高等教育の競争力を強化す

る目的で、ボローニャ・プロセス(BolognaProcess)と

いう計画が建てられ、その取組みが積極的に推進さ

れている。ボローニャ・プロセスにおいては、学習成

果（ラーニング・アウトカムズ）の設定を適切に行うこ

とが目指されている。このような学習成果を志向する

高等教育改革を実質化していくにあたっては、学生

の自主的な学習を支援する学習の場の確保・整備

が必須であり、大学図書館の学習支援機能にも大き

な影響を与えていると考えられる。

そこで本研究では、ボローニャ・プロセスの進展に

おける高等教育の実質化の実態を明らかにする。特

に大学図書館の学習支援機能に着目し、ボローニ

ャ・プロセスの進展がそれらに与える影響について

考察する。具体的な対象国はポルトガルとし、 EUの

高等教育政策が与えた影孵を、ポルトガルの大学図

書館において検証する。

2 文献調査

まず、文献調査により、 EUにおける高等教育政策

の概歴およびボローニャ・プロセスの概要を把握し、

ボローニャ・プロセスと大学図書館との関わりを検証

した。

ボローニャ・プロセスにおいて大学図書館への直

接の言及は見られないものの、学習成果や生涯学

習を重視するボローニャ・プロセスの実質化に際し

て、 EUの大学図書館では、学生が自立的に問題解

拿 "BolognaProcess and Development of Leaming 

Support Functions in Portuguese Academic 

Libraries" by Taku INOUE 

井上拓（学籍番号 200721517)

研究指導教員：溝上智恵子

副研究指導教員：平久江祐司

決を行うための学習活動を支援するサービス・設備

が必要であるとの認識が高まっている。

一方、アメリカの高等教育においても、学習成果へ

の関心が高まっており、現在多くの大学がそれぞれ

のミッションに基づく学習成果の開発と育成に乗り出

しているが、特に大学図書館によるアプローチの1

っとして、新しいタイプの学習支援スペースである

「インフォメーション・コモンズ」が挙げられる。

インフォメーション・コモンズとは、一般的に電子的

資料やコンピュータ資源、情報ネットワークなどの環

境を整備し、グループ学習などの学生の自主的な

学習、そしてそれを支援するための人的リソースに

特に重点が置かれている学習スペースのことをさす

言葉である。インフォメーション・コモンズの明確な定

義は未だに存在しないが、様々なリソースにアクセ

スできるデジタル環境・オンライン環境、グループ学

習室、そして、司書、もしくは司書とコンピュータ・サ

ービス職員の両方が配置されたレファレンス・デスク

が主な特徴であり、デジタル環境と学生の自立的学

習の支援を重視した学習スペースであると定義され

る場合が多い。

ボローニャ宣言をきっかけとして設立された欧州

高等教育質保証協会(EuropeanNetwork for Quality 

Assurance)が発表した『欧州高等教育圏における質

保証の基準とガイドライン』においては、学生は学習

を支援するための「図書館やコンピュータ等の物的

リソースから、チューターやカウンセラー、その他の

アドバイザーのような人的支援まで」多様なリソース

を利用するべきであると述べているが、インフォメー

ション・コモンズという概念には、これらがすべて内

包されている。このことから、ボローニャ・プロセスの

実質化に対する回答として、インフォメーション・コモ
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ンズの導入は十分に考えられることであろう

そこで、本研究では、先行研究の内容を検討し、イ

ンフォメーション・コモンズの定義を行ったうえで、そ

の概念を軸に、ポルトガルにおける大学図書館の実

態を検証することとした。

3. 質問紙調査

プレ調査として、ポルトガルの全大学図書館 139

館に対し、全体的な傾向を把握するための質問紙

を郵送した。この質問紙調査の結果から、「ポルトガ

ルの大学図書館においてはインフォメーション・コモ

ンズのようなモデルは普及してはいないものの、ボ

ローニャ・プロセスの進展に際してはグループ学習

室や電子的資料へのニーズの高まりがあり、図書館

はそれらに対する対応を行っている」という仮説を立

てた。この仮説を実証するため、現地での事例調査

を行った。

4. 事例調査

事例調査は、アルガーヴェ大学中央図書館、セト

ゥーバル・ポリテクニク教員養成スクール図書館（以

下 CRE)、リスボン新大学科学技術学部図書館、お

よびポルトガル・カトリック大学ジョン・パウロ 2世図

書館の 4館を対象に行い、本研究におけるインフォ

メーション・コモンズの定義に従って、 (1)電子的資

料及びそれらにアクセスが可能な設備、 (2)人的支

援その結果、 (3)自律的・主体的な学習を支援する

ための設備、 (4)大学内外の他部局との連携に着目

し、図書館員に対するインタビュー等を行った。そ

の結果グループ学習室や情報ネットワーク環境、

子的資料などの学習支援機能が整えられていると

いう動きは各々の図書館でみられたものの、ボロー

ニャ・プロセスの影審は、現段階では機関の教務部

門において見られるものであって、図書館への直接

的な影響はまだ先であり、現在の整備状況はボロー

ニャ・プロセスの影響ではない、と図書館員には考

えられているということが明らかとなった。

また、ポルトガルにおいてインフォメーション・コモ

ンズはまだそれほど普及していないことがわかった

が、今後ボローニャ・プロセスが進展するにつれて、

名称は異なれどもインフォメーション・コモンズヘと

昇華していきそうな芽を、特にCREにおいて見つけ

ることができた。 CREのコンセプトにはインフォメー

ション・コモンズとの共通点が多く見受けられ、また、

図書資料以外にも、多様なリソースや設備をCRE内

の異なる部局がそれぞれ管理している。これらのリ

ソースや設備は授業や課題等で使用されているた

め、大学の教員や他部局との連携を行いやすい環

境にあるといえる。これらの設備を図書館が管理し

ていることは、今後、インフォメーション・コモンズの

重要な要件である大学内の他部局との連携に広が

っていく可能性を感じさせる。

5 まとめ

本研究では、ボローニャ・プロセスにおける質保

証の観点、とりわけ学習成果への重要視が、ボロー

ニャ・プロセスと大学図書館とを繋ぐキーワードであ

ることを明らかにした。また、ボローニャ・プロセスが

大学図書館の学習支援機能に与える影響の実態を、

アメリカの大学図書館における新しい動きであるイ

ンフォメーション・コモンズを軸としてポルトガルにお

いて検証し、図書館員にその自覚はないものの、電

子的資料や設備、利用者教育、そしてグループ学

習室にその影響が見られることが明らかとなった。さ

らに、インフォメーション・コモンズはポルトガルにお

いてはまだそれほど普及していないものの、今後イ

ンフォメーション・コモンズヘと発展していきそうな萌

芽を指摘することができた。

文献

[l] Beagle, D. The JnformatJ・on Commons Handbook. 

Neal-Schuman Publishers. 2006. 

[2] Ferreira, M. and Abrantes, J. 0 Centro de 

Recursos numa Escola Superfor de Educar;. 且o

-Contributo para a defim⑫ o da sua .ilosofia, da sua 

organiza⑫ o e da forma⑫ o dos seus responsave1s. 

Gabinete Coordenador das Actividades do Ensmo 

Superior de Curta Duracao. 1979. 
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小島為善献上の料理書について＊

1. はじめに

江戸時代末期、小島為善は「料理人並」として加

賀藩前田家に仕え、料理人として修業を重ねる過

程で、『御料理調進方』『真砂子集』『真砂子集聞

書』（いずれも、金沢市立玉川図書館近世史料館

所蔵）の三点の料理書を書き残した。これらの資料

は、幕末期の前田家で食された料理の調理方法

について書かれた貴重な資料であるが、これまで

に翻刻や研究はなされていない。本研究では、こ

れら三点の料理書の翻刻を行い、内容を明らかに

する。また、江戸時代中期に前田家に料理人とし

て仕えた舟木伝内の料理書ともあわせて、食材や

料理ごとに分析を行い、料理の時代的変遷や嗜好

の特徴等についても考察する。

2 小島為善について

小島為善は、「料理人並」としては注目されてこな

かったが、俳人としては早くから注目されていた。

俳号を「文器」という。

為善の経歴は、明治三年(1870)に士族長に提

出された、為善の手による「祖由緒井一類附帳」

（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵。半紙本、

写本、一冊、仮綴）によって知ることができる。為善

は文化十三年 (1816)に生まれ、明治二十六年

(1893)四月十九日に没した。享年七十七歳であ

る。為善が「料理人並」になったのは、慶応元年

(1865)十二月であるが、「料理人並」は明治二年

(1869)に廃止されたため、在任期間は僅かであ

る。

3. 『御料理調進方』について

*"A study of cooking books by Kojima 

Tameyoshi" by Yoshimi KASAHARA 

笠原好美（学籍番号 200721524) 

研究指導教員：綿抜豊昭

『御料理調進方』には、魚介類と鳥類について、

食材ごとに特徴や調理方法が記されている。全部

で 468項目あり、魚類が 347項目、鳥類が 73項

目、貝類が 48項目である。海産物が大半を占めて

いる。魚類で特に記述の多いのは、鯛、鮭、鰹、鯉、

鮎である。食材の特徴や調理方法の他に、加賀と

江戸での名称の違いが記されている項目も見られ

る。鳥類では、鴨、小鳥、雉子等が多く見られる。

雉子の羽盛や山陰汁など、鳥料理には故実や供

する際の決まり事が存在する場合があり、それらに

関する記述も見られた。貝類は 1項目を除き、全て

飽に関する記述である。飽を用いた料理の他に喫

斗に関する記述もある。

4. 『真砂子集』について

『真砂子集』は上下巻から成り、上巻と下巻では

内容が大きく異なる。

上巻には、加工食品の調理方法がまとめられて

いる。項目数は全部で 321項目ある。加工食品の

種類としては、項目数の多い物に、豆腐、摺り身、

魅、塩辛、たまご等がある。摺り身の加工食品とは、

蒲鉾やはんぺんの類である。

下巻には、約一年分の公的な場合での料理の献

立が月ごとに示され、巻末には配膳の作法に関す

る事柄も併せて記されている。献立部分は、その月

の汁数菜数とともに、料理名と材料のみが記されて

いる。配膳の作法では、何をどのタイミングでどの

位置に出し、それと同時に引き替えに何を下げる

か等が詳しく書かれている。

5. 『真砂子集聞書』について

『真砂子集聞書』は、『真砂子集』下巻の献立に

対する聞き書きで、献立の調理方法について、材

-5-



料の切り方や下処理の仕方、味付け等が、具体的

に記述されている。「聞書」とは、師匠に聞いて教え

られたことを書き留めたという意味である。

ただし、聞き書きは『真砂子集』下巻にある献

の全てに対応しているわけではなく、『真砂子集』

下巻の末尾ニヶ月分の献立に対しては聞き書きが

なされておらず、九月から十一月の記述に関して

は、『真砂子集』の下巻の献立内容と異同が見られ

る部分もある。

6 食材、料理別の分析

食材や料理別の分析は、鯉、鯛、魅鶴、じぶ煮の

五点について行った。

6.1鯉

鯉は饗応の膳には欠かせない食材とされていた。

加賀藩では、なます・さしみ料理の一つである「小

川たたき」には、事典類に解説される一般的なもの

と加賀藩独自のものの二通りの調理法が存在した。

これは、饗応の膳に鯉を続けて出す場合に配慮し

て考案されたものであった。鯉の身に関しては、脂

気の少ないものが好まれていた。

6.2鯛

鯛については、江戸時代を代表する料理書であ

る『料理物語』よりも多くの鯛料理が存在していた。

また、鰭のない鯛は毒があると認識されていたよう

で、鯛の吸物には無毒の証明として鰭を一緒に供

する習慣が見られる。

6.3魅

魅は加賀藩と縁の深い食材である。今日の加賀

料理の代表であるじぶ煮に欠かせない「すだれ魅」

は舟木伝内が考案したものである。舟木家の料理

書にも、為善の料理書にも「すだれ魅」の作り方は

示されていなかったが、中世から改善されることの

なかった魅の欠点を克服する方法が記される等、

魅の発展史においては注目すべき記述が多く見ら

れる。

6.4鶴

鶴、特に丹頂鶴は長寿の象徴として貴ばれてき

たが、食用にされたのは黒鶴や真鶴であった。鶴

の種類に関しては、加賀藩では成長段階でも名称

が分けられており、本草書類や図鑑類よりも多くの

種類が存在した。鶴の料理では、『料理物語』には、

汁物や酒浸があげられているが、加賀藩では汁物

にされる事が主だったようで、煎鳥の他に酒浸等の

記述は見られなかった。

6.5じぶ煮

前述の通り、じぶ煮は今日の加賀料理の代表で

ある。じぶ煮は、それとよく似た料理である麦鳥と内

容が混乱して今に至る。

江戸中期に成立した『ちから草』の頃、両者は混

乱されることなく存在していたが、麦鳥の方が現在

のじぶ煮に近いものであった。『料理の栞』の頃に

なると混乱が見られ、両者は別物であるという注記

がなされている。両者の混乱は訂正されることなく、

幕末に成立した『御料理調進方』では、『ちから草』

にあったじぶ煮と麦鳥の内容が入れ替わっていた。

また、今日ではすだれ魅や野菜が取り合わされて

いるが、当時はわさび以外の取り合わせは見られ

なかった。

7. おわりに

以上、述べてきたように、為善の料理書は、幕末

の加賀藩前田家の食について詳しく知ることがで

きる資料であるだけでなく、舟木家の料理書とあわ

せることによって、食材に対する加賀藩独特の考え

方を知ることや、料理内容の変遷をたどることもで

き、加賀料理を研究するうえで貴重な資料であると

いえる。

参考文献

[1]大友信子ほか：加賀藩料理人舟木伝内編著

集桂書房， 2006, 296p 

[2〕川上行蔵，小出昌洋：日本料理事物起源．

岩波書店， 2006, 805p. 
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中国の祠廟についてのデータベース作成＊

1, rまじめに

祠廟とは、中国の神仏を祀る施設の事で、日

本の神仕と同様に地域の人々によって運営され、

日本と違い、儒教の神々、仏教の仏・菩薩、道

教の神々、そして、その地方独特の神々が共に

祀られている。その祠廟について記載した史料

のひとつとして、地方志というものがあり、本

研究では、地方志を用いて、祠廟の情報を収集・

整理し、実際に研究者にとって役立つデータベ

ースを作成することを目的とした。

この研究は、私が卒業研究で行なっていたもの

を継続させたものであるが、卒業研究では最終

的に大きな課趙を 2つ残してしまうことになっ

た。まず 1つ目の課題は、実際に研究者にとっ

て役立つデータベースを作成するために、研究

者の要求をどのようにデータベースに反映させ

ていくか検討するということである。 2つ目の

課題は言葉の統制を施すことである。これは地

方志の記述を比べていくと、祠廟名などが異な

っているものがあったためである。例えば、ニ

国志の英雄である関羽の祠廟名は、関帝廟、関

王廟などのように名称が変わってしまっていた。

これらに何も対策を講じないでおくと、検索し

た際に検索もれが多くなってしまう。そのため、

言葉の統制を施すこととした。

本研究では、これら 2つの課題に取り組み、

中国の祠廟のデータベース作成を試みた。

2 祠廟についての史料

地方志の「祠廟」などの項目に見える記録は、

* "Making of data base about shrines in 

China" by Tomomi SAGAE 

寒河江朋芙（学籍番号 200721532)

研究指導教員：松本浩一

副研究指導教員：緑川信之

ある一つの地域に存在する祠廟の名称、祀られ

ている神、創建の経緯、重修・再建・損壊の沿

革、霊験、著名人が記した廟記などの内容がお

さめられている。そして、その中におさめられ

ている「廟記」とは、祠廟の創建や再建の顛末、

祭祀儀礼、霊験などを書き記したもので、内容、

書き方のスタイルは多種多様となっている。

本研究では浙江省の嘉興府を対象とし、嘉奥

府の地方志のひとつである『光緒嘉興府志』巻

10壇廟を見ていくこととした。しかし、『光緒

嘉興府志』は、それ以前の地方志を参照して編

纂していることが考えられることから、記事を

比較し、テキストの校訂作業を行なった。

次に、その記事がどのようなものか見ていき、

地方志における祠廟のデータ構成を明らかにし

た。そこから、一度目のデータ項目の設定を行

うこととし、まず、データベースに入力するデ

ータ項目を「祠廟名」「場所」「主神名」「祀られ

ている人物の名前」「創建年」「創建者」「由来」

「霊験」「賜額」「賜号」「壇制」「敷地の規模」

「重修」「再建」「損壊」「廟記のタイトル」「廟

記の著者」「廟記の記事」「備考」とし、検索項

目を「祠廟名」「主神名」「祀られている人物の

名前」と設定した。

3 研究者の視点とその視点による地方志の使

われ方

本研究の 1つ目の課題に対し、まず人類学か

らの祠廟の研究を見ていくこととした。そこか

ら、人類学者が祠廟についての調査を行う際の

見方・とらえ方をまとめ、祠廟についての質問

文とキーワードを作成した。
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次に、歴史学からの祠廟の研究を見ていき、

どのようなことを述べるためにその地方志を引

いているのかを見ていく作業を行なった。その

作業から人類学者による見方・とらえ方が、歴

史学者が過去の祠廟の状況を調べていく際の見

方・とらえ方にも反映されていることが確認で

きた。

史料としてしばしば引用されているのが廟記

であるが、廟記は地方志における祠廟の記事を

構成しているもののひとつであり、その構造に

そって電子化を行うと、廟記というひとつのま

とまった形で電子化されることになる。しかし、

研究者は祠廟をとらえる際、自分の視点にそっ

たデータが史料中にあるかどうかを見ていく。

もし自分の欲しいデータが見つかれば、その該

当箇所を取り出していく。そのため、地方志に

おける祠廟の記事の構造のまま電子化すると、

研究者の祠廟をとらえる視点の構造と一致しな

くなる。そこで、本研究で作成するデータベー

スでは、研究者の祠廟をとらえる視点の構造と

地方志における祠廟の記事の構造をつなぐため、

廟記の記事の内容を示すようなキーワードを付

与することとした。

4. データベースに入力するデータ

研究者が祠廟のどのような側面に注目してい

るのか見てきた結果、データベースに入力する

データ項目を修正することとした。

まず、データベースに入力するデータ項目に

ついては、「廟記のキーワード」をデータ項目と

して追加することとし、入力するデータについ

ては、人類学の研究者の視点をふまえて作成し

たキーワードを入力することとした。

次に、検索項目についてであるが、ここでは

新たに「賜額」「賜号」という項目を追加するこ

ととした。これは、祠廟をめぐる研究を見てき

たところ、研究者は祠廟の賜額・賜号というも

のにも注目していたからである。

入力するデータについては、祠廟名などを統

制することが課題となっており、本研究では、

祠廟名、主神名、祀られている人物の名前を対

象とし、各々の代表する表記の形を一つに決め、

それを「代表の表記」とし、別称を「その他の

表記」として対応表を作成し、データベースに

組み込んだ。本研究ではデータベース化するた

めのソフトとして、マイクロソフト社の

Microsoft Access 2003を用い、新たにデータベ

ースシステムを構築し、祠廟名などについては

代表の表記としたものからでも、その他の表記

としたものからでも検索を行えるようにした。

また、廟記の記事を画像データとして取り入れ、

データベースを作成した。

5 考察

本研究の 1つ目の課題である、実際に研究者

にとって役立つデータベースを作成するために、

研究者の要求をどのようにデータベースに反映

させていくかということに対しては、祠廟につ

いての研究を見ていき、研究者の祠廟をとらえ

る視点の構造と地方志における祠廟の記事の構

造をつなぐため、廟記の記事の内容を示すキー

ワードを付与することとした。 2つ目の課題は

言葉の統制を施すことであり、本研究では祠廟

名、主神名、祀られている人物の名前について

統制を行い、代表の表記としたものからでも、

その他の表記としたものからでも検索を行える

ようにした。それにより検索漏れを減らすこと

ができた。また、廟記や碑文を画像データとし

て取り入れたことにより、研究者の要求を反映

させたデータベースが作成できたと考えられる。

文献

[1 J松本浩一．宋代の道教と民間信仰．汲古書

院， 2006, 425 p. 

[ 2 ]小島毅．城陸廟制度の確立．思想， 1990,

vol. 792, p. 197-212. 
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日本の公共固書館における雑誌資料—都道府県立・政令指定都市立図書館の場合—*

1. はじめに

雑誌は，出版界，図書館のいずれにおいても

重要な資料であり，特に図書館において雑誌は

有用性が高い。しかし，公共図書館における雑

誌を取り巻く状況は厳しく，・全体的に軽視され

ているため，今後は一層の充実が求められる。

都道府県立図書館では，十分な雑誌資料の提

供を行うことによって市区町村立図書館を支

援する役割を担う一方で，政令指定都市立図書

館との関係を検討する必要がある。また，近年

の国立国会図書館の雑誌記事索引のウェブ上

での無料公開や，雑誌記事の遠隔複写サービス

の開始，無料公開電子雑誌の増加を受け，図書

館でもこれらのサービスや電子資料の利用の

あり方を検討する必要がある。しかし，公共図

書館における雑誌に関する文献は少なく，研究

文献はほとんどない。

本研究では，文献調査，統計調査，質問紙調

査，聞き取り調査によって，全国の都道府県立

図書館，政令指定都市立図書館における雑誌資

料の提供の現状を明らかにし，効率的な雑誌資

料の提供に必要な要件について考察した。

2. 文献調査

2.1調査方法

図書館関係の法律，政策に関する報告書，図

書館情報学テキスト・解説書を用いて，雑誌資

料の位置づけを整理した。また，主に雑誌記事

を用いて，年代ごと，項目ごとの議論を調査し

た。米国の公共図書館や国内の大学図書館，専

門図書館との比較も行った。

•"The Magazine in Public Libraries in 

Japan: the Case of the Prefectures and the 

Ordinance-designated Cities" by Yoko 

SATO 

佐藤容子（学籍番号 200721535) 

研究指導教員：薬袋秀樹

2.2調査結果

全体として， 日本の公共図書館における雑誌

が図書に比べて重要視されていないというこ

とが分かった。図書館情報学テキストや報告書

等からは，年代を下るほど雑誌が重要視される

ようになり，様々な視点から論じられるように

なるが，他の種類の資料と比較したときの位置

づけは変わらないことが明らかになった。

また，雑誌をめぐる識論の変遷については，

一時期盛り上がりを見せたものの，最近ではあ

まり盛んに議論されていないことや，問題とす

るところが変わらず，議論の積み重ねがないこ

とが分かった。

さらに，各項目の議論に関してはその時点

での自館ないし地域内での取り組みを報告し

ているものが多く，図書館における雑誌の全体

像が明らかになっていないこと，特に近年では

実証的な研究がほとんどないこと，一つ一つの

議論が浅く表面的であること，課題とされてい

る問題は相互に連関していることも明らかに

なった。

3. 統計調査

3.1調査方法

『日本の図書館 統計と名薄』掲載の 1963

年度から 2007年度までのデータのうち，県立

図書館，政令指定都市立図書館中央館・全館に

おける購入種数と，新聞雑誌費決算額，資料費

決算額に占める新聞雑誌費決算額の比率にお

ける全体の経年変化のデータと 2006年度の各

図書館の個々のデータを調査した。

3.2調査結果

経年変化のデータからは，県立図書館と政令

指定都市立図書館中央館の購入種数の，平均の

差はほとんどなく，県立図書館が少ない年もあ

り，さらに，両者とも近年では減少傾向にある
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ことが明らかになった。一方で，資料費全体に

占める新聞雑誌費の比率は，年々増加傾向にあ

るものの，比率がきわめて低い状態は変わって

いないことが分かった。

2006年度の各図書館のデータからは，購入種

数や新聞雑誌費の充実度に，全国的な格差が見

られたほか，充実している図書館のほとんどが

都市部にあり，県立図書館の場合は政令指定都

市を有する県が多いことが分かった。

4 質問紙調査

4.1 調査方法

都道府県立図書館と政令指定都市立図書館の

計 74館を対象に質問紙を郵送して，雑誌資料

の収集，保存，提供状況等について調査した。

4.2調査結果

全体としては，どちらかというと図書を重視

する傾向にある。また，永年保存の傾向が強い

が雑誌の保存スペースが少ない館，予算が不足

していると考えている館が多い。他館との協力

に関しては，分担協力は多くの館で行われてい

るわけではなく，政令指定都市立図書館と県立

図書館との協力は行っていない地域も多い。一

方で，国立国会図書館のサービスを利用する館

は多く，特に雑誌記事索引がウェブ上で公開さ

れたことによって雑誌に対する意識の変化が起

きている館が多い。また， 自館独自の雑誌記事

の遠隔複写サービスは利用が少なく不便な場合

が多く，無料公開電子雑誌の活用は，全体的に

まだ不十分である。

5 聞き取り調査

5.1調査方法

質問紙調査対象館のうち 3館と国立国会図書

館に聞き取り調査を行い，各館の取り組みのく

わしい現状を調査した。

5.2調査結果

公共図書館の聞き取り調査からは，どの館も

保存スペース，予算が少ないことに苦慮してい

る現状が明らかになった。一方で，国立国会図

書館への期待が強く，雑誌記事索引の遡及入力

や採録誌拡大への要望が多かった。他館との協

力に関しては，積極的意見と消極的意見に分か

れたが，県立図書館と政令指定都市立図書館と

の協力に関しては，両者の役割の違いがある等

の理由から，両者の消極的な姿勢が明らかにな

った。

国立国会図書館の聞き取り調査からは，遠隔

複写サービスは個人申込が多く，今後も増える

と思われること，申込数が公共図書館に比べ圧

倒的に多く，支払方法も便利であること，雑誌

記事索引は，冊子体分の遡及入力は今年度で終

了する一方で，財政難により，採録誌の拡大は

難しいこと等が明らかになった。

6. 考察

考察では，これまでの調査に基づき， 日本の

図書館における雑誌資料の全体的な傾向を分

析し，それぞれの問題について詳細に検討した。

その上で，具体的に取り組むべき課題を提示し

た。

結論として， 日本の公共図書館における雑誌

資料には，①位置づけが低い，②収集タイトル

数が少ない，③保存年限を長く設定する意向は

あるが，保存スペースの制約がある，④予算が

少ない，⑤資源や取り組みの充実度が全体で二

極化している，の 5つの問題点があることが分

かった。

これらの問題の解決策として，財政が困難な

状況の下では各図書館における資源の充実に

は限界があること，分担収集や分担保存の実現

は困難であることから，第一に，国立国会図書

館の雑誌記事索引と遠隔複写サービスを積極

的に利用すること，第二に，地域館同士で雑誌

資料の閲覧をスムーズに行えるように協力す

ること，第三に無料公開電子雑誌を積極的に案

内することの 3点を提案した。

文献

[l] これからの図書館の在り方検討協力者会議．

これからの図書館像：地域を支える情報拠点をめ

ざして：報告〔東京〕，〔文部科学省〕， 2006,94p. 

[2] 日本図書館協会図書館調査事業委員会編．日

本の図書館：統計と名簿．東京，日本図書館協

会， 1964-2008.44冊．
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博物館資料情報の電子化について～民具資料を中心として～＊

鈴木小百合（学籍番号 200721538)

研究指導教員：松本浩一

副研究指導教員：宇陀則彦

1. はじめに (B)のメリットを実現するためには(3)の条件を満た

近年，技術の発達とともにインターネットが普及 しておく必要があることがわかる．

し，人々の情報取得の手段にも変化が起こりつ このような条件を満たすために間題となってくる

つある．博物館が持つ資料情報の提供方法にも 点として，人材・予算の不足，著作権の間題とい

変化が求められてきており，資料清報のデジタ）レ った経営面での問題，データ標準の間題などの

化が進められてきている．しかし，いまだテジタ 技術面の問題が挙げられている.[3] 

ル化を行っていない博物館も多くある．そこで，

本研究では，多様な分野の博物館資料の民具 3. 標準化の動向

資料を対象とし，デジタル化を行っていない博物 博物館資料情報に対する標準として，表］に示

館において何が問題となってくるのか，実際の博 すものが考案されている．

物館の業務をふまえて考察することを目的とする． 表］：標準と提唱団体

まず，デジタル化の現状と標準化の動向を探り，

次に、デジタル化を行っていない博物館に対し

て調査を行った

2. デジタル化の現状

文化庁では，資料情報をデジタル化するメリット

として，資料整理の処理が早くなること，迅速・柔

軟な検索ができること，蓄積が容易であること，流

通が容易であることを挙げている.[l]これらのメリ

ットは， (A)原資料のハックアップとして活用でき

ること， (B)資料提供の場が広がること，の二つに

分けることができる．この二つのメリットを実現す

るためには，いくつかの条件を満たすことが必要

だと考えられる．

例えば，田良島哲は，ミュージアムにおけるデ

ジタルアーカイプの条件として， (1)真正性が保

証できること， (2)長期保存が可能であること， (3)

利用・共有が容易であること， (4)適正なコストで

作成できること，の四つを挙げている [2]前述の

二つのメリットとこの条件を照らし合わせると， (A)

のメリットを実現するためには(1)(2)の条件を，

* " Digitization of the museum object 

information : mainly focusing on folk 

implements" by Sayuri SUZUKI 

提唱団体 博物館ドキュメンテ

ーション標準

ICOM・CIDOC MICMO 

IGMOI 

CIDOC CRM 

Collection Trust SPECTRUM 

博物館情報処理に ミュージアム資料情

関する調査研究プ 報構造化モデル

ロジェクトチーム

DCMI Dublin Core 

このような標準を利用する取り組みや評価が行

われ，データ標準に関する問題の解決が図られ

てきている．しかし，このような取り組みを行って

いる博物館はごく一部であり，いまだデジタル化

を行っていない博物館が多数存在している．で

は，デジタル化を行っていない博物館では，どの

ような業務の流れで資料情報の取り扱いが行わ

れているのか，次章にて見ていくこととする．

4. 博物館における資料情報管理

新潟県立歴史博物館と士浦市立博物館の民

俗担当の学芸員に対して調査を行い，業務の流

れと，問題意識について調査を行った．ここでは，

土浦市立博物館の結果を見ていくこととする．

土浦市立博物館の資料情報を管理する業務

は，受入，資粋整理，展示の三つに分けられる．

これらの業務を行っていく過程で，申請書，起案，
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民俗台帳，ラベル，受領書，借用書，予算案，参

考資料，の八つの書類が作成されていた．

これら作成された書類の項目のほとんどは，民

俗資料台帳に記載されている項目であり，土浦

市立博物館においては集中した情報管理がなさ

れていることが伺える．

5. 考察

5.1. 標準とのマッピング

土浦市立博物館で作成されている民俗台帳の

項目と標準とのマッピングを行った．マッピングを

行った標準は， IGMOI,ミュージアム資料情報構

造化モデルの二つである．

IGMOIとのマッピングで対応付けることができ

なかった項目は，「提供者住所」，「提供者電話

番号」，「数量」，「種類」，「出展歴（場所）」，「出

展歴（期間）」，「出展歴（展覧会名）」，「保存処理

番号」，「資料方法」，「備考」の 10項目である．

また， ミュージアム資料情報構造化モデルとの

マッピングで対応付けできなかった項目は，「提

供者住所」，「提供者電話番号」，「種類」，「保存

処理番号」，「使用方法」，の 5項目である．

この結果，後者のミュージアム資料情報構造化

モデルのほうが、日本の博物館においては利用

に適しているといえる．しかし，どちらの標準にお

いても対応付けができなかった項目は重要な項

目であり，土浦市立博物館において標準を利用

することは難しいと考えられる．

5.2. 博物館における問題意識

調査において博物館における五つの問題点が

明らかになったまず，最初にあげられるのは， 2

章でも挙げた，経営面での問題である．デジタル

化を行うためには，現在行っている業務に加えて，

新たにデータを入力する作業などを行う必要が

でてくる．しかし，人材・予算が不足していて新た

な業務を行う余裕はない，という現状があった

二つ目に挙げられるのは，標準の必要性が認

識されていないことである．標準の存在を知って

はいるが，それに対して対応をする予定はないと

いった回答もあり，標準化の必要性が認識され

ていないことが伺える．今後，博物館に標準化の

必要性をどうやって認識してもらうかが重要な課

題となってくると考えられる．

また，この二つのような，デジタル化に際して出

てくる問題とは別に、元々，博物館において資料

情報の記述において問題となっていた点もある．

三つ目の問題は，民俗資料名の記述方法が統

制されていないことである．民具資料は使用目的

や形状が同じであっても地域によって違う名称が

ついている場合がある．地域で使われている名

称を記述するのか，一般名を記述するのかは各

博物館によって判断されている．この問題は，検

索システムを利用する際に検索結果に影響を与

えるため，きちんと統制しておく必要性がある．

四つ目の問題は，複数の分野をまたがる資料

をどう取り扱うのかである．二つの博物館ではい

ずれも分野ごとに資料情報を記述する台帳を分

けていた．そのため，資料をどちらの分野で扱う

かによって，もう一方の分野で必要な情報が記

述できないなどという問題があった．

五つ目の問題は，他の博物館から引き継いだ

資料の取り扱いが挙げられる．土浦市立博物館

では前身の郷土資料館時代館の資料を引き継

いでいたが，館の成り立ちや収集方針が違って

いたために，資料情報の構造が違い，必要な情

報が記述できないということが問題とされていた．

6. まとめ

デジタル化の現状と標準化の動向を探り，博物

館における資料情報管理の流れと問題意識を明

らかにした．今後デジタル化を進めていく際には，

すでに明らかになっているデジタル化の問題点

に加えて，元々，博物館が持っていた問題に関

しても，考慮していく必要があると考えられる．

文献

[l]デジタルアーカイブ推進協議会編．デジタ

ルアーカイブ白書 2001.デジタルアーカイ

ブ推進協議会， 2001,223p 

[2]田良島哲：ミュージアムの未来とデジタルア

ーカイブ， 21世紀 COE"次世代ユビキタス

情報社会基盤の形成”第 14回シンポジウ

ム.2008-01-15. 

[3]デジタルアーカイブ推進協議会編．デジタ

ルアーカイブ白書 2004.デジタルアーカイ

ブ推進協議会， 2004,207p 
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日野市立図書館における図書館サービスの形成＊

1' 研究の背景

日野市は東京都多摩地区に位置する人口十余

万人の郊外都市で、日野市立図因館は、現在、中

央図書館と 7分館(1館は市政図書室）、 1自動車

図臀館から構成されている。 1965年に 1台の自動

車図書館で開館し、その後貸出活動を活発に行い、

1973年に中央館が開館した。

日野市立図書館は、 1980年代前半までは、その

時伏を代表する先進的図書館として高く評価され、

雑註等で頻繁に取り上げられてきたが、近年はほ

とんど取り上げられていない。

なぜ、日野市立図書館は、初期には図書館サ

ービスにおいて成果を上げたにもかかわらず、そ

の後取り上げられなくなったのだろうか。そのため

には、日野市立図害館の図書館サービスの変遷を

たどる必要があるが、これまで日野市立図書館の

サービスの歴史についてほとんど研究が行われて

しヽなし‘。

2. 研究の目的

本論文の目的は、 日野市立図書館における図

書館サービスの変遷をたどることによって、初期に

は成果を上げた同図書館が、その後取り上げられ

なくなった経過とその背景を明らかにすることであ

る。そのため、次の2つの研究課題を設定した。同

図書館は、①開館直後どのようなサービスを行って

いたのか、②その後は新しいニーズに対応してき

たのか。

*"Formation of the Library Service in the 

Hino City Library " by Yoko TAKASE 

高瀬洋子（学籍番号 200721539) 

研究指導教員：薬袋秀樹

3. 研究方法

研究方法としては、日野市立図書館に関する文

献を網羅的に収集し、図書館サービスとその運営

方法の考え方の変化、住民ニーズとの閲係につい

て分析するとともに、 1985年以後の図書館内の

事情について、同図暑館に内部資料に関して間

い合わせを行い、

査を行った。

同図告館の職員に聞き取り調

4. 先行研究

日野市立図書館のサービスについては、これま

で、 日野市立図書館の歴史や図書館サービスに

ついて網羅的にまとめた研究文献はない。しかし、

日野市立図書館の歴史については、前川恒雄[I]

や関千枝子[2]らの文献がある。また、当時の日野

市立図書館の状況を記録したものに『業務報告』閲

がある。

5. 日野市立図書館の歴史

日野市立図書館は、館長である前川がイギリ

ス視察で学んだ地方目治と民主主義を基礎とす

る市民図書館の理念と、合理的な図書館技術の

影響を受けており、「いつでも、だれでも、どこでも、

なんでも」をモットーとし、貸出サービス、児童サー

ビス、全域サービスの3つのサービスに重点を置い

ていた。

1990年代以後、大きな変化はないが 1999年に

は、日野市の厳しい財政状況を踏まえた運営の見

直しとして、人員 3名の削減、移動図書館車の廃

止等が打ち出されるなど、図書館サービスの大幅

な変更を求められ、 2005年には貸出カウンターの

委託を求める意見が出されている。また、近年では

2008年には日野市立図書館の基本計画が発表さ
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れている。

6 日野市立図書館のサービスに関する議

論

6. 1 開館時から 1984年まで

開館当初は、主に移動図書館、貸出し、児童サ

ービス、リクエストサービス、全域サービス、学習室

についての議論があり、開館後は主に読書案内、

レファレンス、市政図書室についての議論がある。

開館当初は、移動図書館の貸出サービスにお

ける駐車場主任の配置や配本所の設置、児童サ

ービスの重視等に関して、図書館の方針が住民の

ニーズと異なり、議論が行われたが、同館では、そ

の都度、利用者のニーズに応える運営方針を決定

し、利用者の支持を得ることができた。同館では、

開館当初からこのような図書館サービスの考え方

をすべて理解していたわけではなく、利用者の声

や実績を基準とする柔軟な対応を行うことによって、

住民のニーズに対応したサービスを作り上げてき

t-~o 

6. 2 1985年から現在まで

1985年には、住民の改革の期待を担って、『日

野市立図書館の発展計画のための調査・研究

1985』[4)が行われた。ここでは、新しいニーズヘの

対応やサービス方法の改善などの必要性が指摘

された。しかし、図書館内ではほとんど議論が

起こらず、問題は解決されなかった。

また、 1990年代後半には、『市民の図書館』

をもとに読書案内サービスが提起され、提案の

際に、日野市立図書館についても読書案内サー

ビスが必要であることが指摘され、一部職員が

賛同したにも関わらず、日野市立図書館では、

このサービスについて取り組まなかった。

最近の貸出カウンター委託問題では、理事者に

貸出サービスの意義が理解されず、図書館のサー

ビス方針と社会の評価に大きなズレが生じているこ

とが明らかになった。また、職員の中には社会の二

ーズの変化にうとかったことを反省する意見もある。

2008年 8月には、日野市立図書館の基本計画

『くらしの中に図書館を一市民に役立ち、共に歩む

図書館ー図書館基本計画』[5]が発表された。この

計画では、住民の意見を調査し、それを基に今後

の方針や改善策を挙げ、市民のニーズに合わせた

サービスを行おうとしているが、これは、従来と異な

り、行政部局主導で行われている。

7. まとめ

日野市立図書館の図書館サービスのスローガン

は「いつでも、なんでも、どこでも、誰でも」で、これ

を実現するために、貸出サービス、全域サービス、

児童サービスの3つの方針が打ち出された。これら

の方針は開館から現在まで変わっていない。

日野市立図書館は、図書館サービスに関して、

初期には、住民のニーズに柔軟に対応することに

よって発展し、その後もそのサービスは維持されて

きた。しかし、 1980年代半ば以後は、自館の改革

に関する議論もほとんど起きない状態となり、近年、

行政部局主導で改革が行われるに至ったことが明

らかになった。

文献

[l]前川恒雄．移動図書館ひまわり号筑摩書

房 1988,218p. 

[2]関千枝子．図書館の誕生一ドキュメント日野市

立図書館の 20年．日本図書館協会， 1986,

193p. 

[3] 日野市立図書館．業務報告：昭和 40・41年度

復刻版．日野市立図書館， 1983,104p. 

[4] 日本図書館協会．日野市立図書館の発展計

画のための調査・研究 1985.日本図書館協会，

1986, 116p. 

[5] 日野市教育委員会編．くらしの中に図書館を：

市民に役立ち、共に歩む図書館：図書館

基本計画．日野市立図書館， 2008,45p. 
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電子番組案内を指向したビデオコンテンツのためのメタデータモデル＊

1 研究の背景と目的

近年、電子番組案内(ElectronicProgram Guide, 

EPG)の利用が進んでいる。既存の EPGは時間軸

とチャネル軸の二次元の表で記述され、従来のテ

レビ欄から大きく発展したものではない。その一方、

ネットワーク上で配信されるビデオコンテンツや、ビ

デオコンテンツの内容の説明や関連情報へのリン

ク付けといった、ネットワーク環境に即したサービス

の提供は十分であるとはいえない。時間とチャンネ

ルの2軸以外に、ストーリーや登場人物、背景など

のさまざまな視点からビデオコンテンツを組織化し、

それに基づいて柔軟に番組案内を作り上げる必要

がある。

以上のような視点に基づき、本研究では、柔軟

なEPGを実現するために必要な情報を記述するた

めのメタデータモデルに関する研究を進めた。本

研究では、ビデオコンテンツを構造、知的内容、書

誌情報の3つの視点から捉え、それらを統合するた

めの基本的枠組みを提案した。ビデオコンテンツを

構成する実体とそれらの間の関連を記述するため

のメタデータモデルをFunctionalRequirements for 

Bibliographic Records (FRBR)、TV-Anytimeのコン

テンツメタデータ、 Wikipediaの記述フレームワーク

を組み合わせて定義した。この組み合わせを実現

するにあたって、記述対象となる実体のクラスの定

義と属性の定義を行った。

2. 関連研究

山口らの「放送と通信の連携に向けたメタデータ

利用番組ナビゲーション方式」[l]では、 EPGの番

組属性情報である ServiceInformation (SI)を自動

*''Metadata Schema Model for Video Contents oriented 
to Electronic Program Guide" by Keiko TA紐 SHI

武子恵子（学籍番号 200721541) 

研究指導教員：杉本重雄

的にXML形式の番組メタデータに変換し、ビデオ

オンデマンドサービスと共通化する方式を提案した。

SIの文字列をメタデータ変換サーバからHTivfi.,に

出力し、視聴者が EPGを見て興味のある番組を絞

りこむ。本研究と比較すると、ビデオコンテンツ配信

の国際標準である TV-Anytimeコンテンツ記述メタ

データを採用した点が同じであり、ビデオコンテン

ツの知的内容にまで注目した点が異なる。

また本研究室の野村[2]は、マンガの知的内容を

表すために、キャラクター・グループ・主題・場所に

ついてクラスを定義した。メタデータモデルは

FRBRの第三グループの実体と Wikipediaの記述

フレームワークを参考にして定義した。本研究では、

マンガのキャラクターとドラマの登場人物という実体

は創作物として共通の概念であると考え、キャラク

タークラスやグループクラスを利用した。

3. 統合メタデータモデル

3.1メタデータのモデルの提案

本研究では、ビデオコンテンツを捉えるために、

図1に示すように FRBRに基づいた書誌事項の視

点と、 TV-Anytimeに基づいた構造の視点と、

Wikipedia記述フレームワークから抽出した知的内

容の視点から検討した。

● 書誌事項（タイトル、制作者、放送日時や配

信日時、チャネルやサーバの場所等）

● 構造（ビデオコンテンツ全体、一話の実体等）

● 知的内容（登場人物、関連作品、ジャンル

等）

3.2 FRBRとTV-AnytimeとWikipedia記述フレー

ムワークの関連づけ

ビデオコンテンツにかかわる情報を扱うために、
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二

ロ
図 1 3つの基本モデルの統合

クラスを定義し、 FRBR、TV-Anytime、Wikipedia

記述フレームワークを関連づけた（表 l)aFRBRを

拡張し出演者と登場人物のグループ分けをして、

出演者が登場人物を演じたという対応づけをした。

表 1 FRBR、TV-Anytime、Wik.ipediaマッピング（一部）

クラス FRBR TV-Anytime Wikipedia 

知的内容
Group] 

Synopsis 世界観，概要
Event 

ジャンル
Group3 Genre 

ジャンル
Concept 

エージェ Group2 Credits List 
出演者

ント Person 

Group3 Credits List 
登場人物（名前）

キャラク Person 

ター Group3 Credits List 
登場人物（役割）

Person 

3.3メタデータモデルの実現

提案したメタデータモデルに関してFRBR、

TV-Anytime、Wikipedia記述フレームワークからの

エレメントを元にした属性を組み合わせることによっ

て統合的に扱った（図 2)。メタデータのクラス定義と

記述項目について、これら3つの基礎モデル属性

を組み合わせることで表現する。

4. まとめ

本研究では、以上に示したように、ビデオコンテ

ンツをひとまとまりに実体として捉え書誌事項を記

述するために FRBRを利用し、ビデオコンテンツの

内容の構造表現のためにTV-Anytimeの階層構造

を利用した。さらに知的内容を表現するためのメタ

データモデルとして辞書記述を利用することが適

切であると考え、 Wikipediaの記述フレームワークを

参考にしてデータモデルを定義した。さらにこれら

の3視点からのデータモデルを統合するために、

データモデルに含まれる実体のクラス定義とクラス

ごとの記述項目に関する検討を加えた。

本研究では EPGに時間軸とチャネル軸以外の

視点を持ち、ビデオコンテンツを3つの視点から表

現し組織化することを目的とした。たとえば、“俳

優”と"放送年月))という視点から、「ある俳優が出演

する」「何年何月に放送された」という条件に相当

する情報を取り出し、表示することが可能になる。メ

タデータモデルとしての詳しい検証と実際的な記

述によるEPG作成への応用は今後の課題である。

文献

(1]山口徹也他，放送と通信の連携に向けたメタ

データ利用番組ナビゲーション方式，東京，電

子情報通信学会技術研究報告， 105巻， 689号，

p.45-50, 2004. 

[2]野村聡美,FRBRの実体モデルに基づくマン

ガのためのメタデータスキーマ（筑波大学図書

館情報メディア研究科修士論文），茨城， 2008.
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大学図書館の機関リポジトリにおける Articlesコンテンツの検証＊

1. 研究目的

オープンアクセス運動を背景に機関リポジトリ

（函虹四岡江虹y:IR)は、世界乃学廂幾関で導入が進

んでいるoOOAR(直 edrlyofQrel.Ac碑岡立虹函の

疇では 1,.300機麹ポジトリ数（細年2月10日現が

に増腹ている。日本こおいても国立情報率杷吃吊こよ

る痴阻芍菊コ万ンツ謹（西泣匹証函ヰm以

下CSI)の委託事業を中心iこIRの構築導入は進興皐趨貸

公開中を含め知機関('ME年2月10日現柏に拡丸えて

いる。祖醗ま IRについて、コ況ンツ中等限搬論

文Artice;を取）且ず、引用から見だ菊騎調祖.,,,IR評価

の摺燕を考察することを目的とすゑ

2 先

21 襴聾Jポジトリの背景

機麹ポジトリの背厨ま、 1激）年符枯員こ始まった「学術

コミュニゲ咋巧諷2)と称れる汝油臼邸砂端を

発したと言われている。現在ではオープンアクセスの一

翼を担うものとなっている。

22 機関Jポジトリの概念定義

IRの理鱗周短ざせる喘笈なった対即2002年こク

ロウ(Quw,Raym)が干賄した声明書は遥切四xi戸と、翌

卸ンチ(I.¥ヰロ血心洞堺猿した論炉そある。両者比、

IRは哨村癖餞中心とする「常粕脱加）代替ではなく学

術コミュニケーションの構築であると述べ、大挙りゞ 生産す

る知窃椋菌勿、IR糾渕告図のは大学乃責務であると明

哀ている。クロウとリンチに対ス~IR を限志杓公定義で

唱えたハーナッド（西nm,Srevan)は学棚配廷→役況廿

版物と図柑することを前抱こ、研究荀ま研究成果針睾登乃

ないアクセスを目指すべきであると提曾仄ている。

23 機関Jポジトリのメリット

機関）ポジトリのメリットは 4点裕考えられる。①研究者

の視勅も、G屯klScoolarなどのサーチエンジンむ直：

て世界勁も検索が可能となり大学乃研究教育成果乃視

認性が高まる、②大報膨沼諒から、社苺こ苅互：成果

を凶贈ずることで諒荊野径果たす、③ 図割暉即沼諒

*''Veriflcaticn ofArticles in Coolml:Type of加涵虹虹戟e

ro,itaies in加 l.Jnivasilyは 'byHisako 10MIM⑮ 

冨本壽子（学籍番号 200721544)

研究指導教員：逸村裕

副研究指導教員：宇陀則彦

年、大判躙郎ヵ濤凍持つ知在揺蔀介の長期保存乃

確立ができる、④ システムの視勅も、図割庇／ステム、

大ンステムとの連携G涸（論文階殴ナビゲ

ータ）と汐データら竪廃(OAI..PMHに準効が可能となる

点である。

3. 機関Jポジトリの現伏

3.1欄剛ポジトリと09§忠渾業

眠情孵郷朗ま CSI輯節成果目標として領域 l

(IRの勝紀圃祠嘩誠2(殖吟ょ硫猜醗）の2つの支

援を委託大学～行っている。

32 機関Jポジトリをめぐる問騒劉肖〖

多の雑志船Gま掲糊茜こ著都も出版社へ著僭薔襄

渡れる。従っ可論筵IRに搭載するには基本内こ

暉勘靡が必要で統。知細加ポリシーについ

てはSHERPAiRoMFDサイトから諾藁擁認巧ぎる5)0

4. 調査

4.1 調査方法

方法は、 Webof Science (WoS)の citedrefer-

ence searchによる引用調査を行った。調査対象

は朝日新聞社出版の『大学ランキング』から被引

用数の上位 10までの大学をヒ゜ックアップした。手

順は以下の 3段階である。

ステップ I: IRに収録されている Articlesの数と、

被引用数の調査から指数を算出し、現状を把握

した。

ステップ 2: ESI(Essential Science Indicators, 

ESI)のデータベースを使い全 Articles数と IRの

Articles数とを比較した。 IRの数は 1ステップで

得られた Articles数を流用した。

ステップ3: 更に 1998~2007(10年間）に限定し

た詳細調査を行った。 WoSに収録の全 Articles

数の指数と IRの指数との対比から Articlesの収

集方針、活動等の偏りなどを検証した。

4.2 Articlesの定鶴

本研究における Articlesとは、〇査読済み学術

雑誌論文（著者最終稿）、〇査読済み学術雑誌

論文（出版社版）、 OWoSに Articleとあるものと
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した。

5調査結果

5.1 ステップ 1の結果

IRに搭載された指数（平均被引用数、中央値、

標準偏差）の調査結果から、 IR登録数が一番多

かったのは北海道大学、次に京都大学であった。

平均被引用数が一番高かったのは東北大学で

あった。その結果を表1に示す。

表1.各大学の IRに搭載されたArticlesの調査結果

5.2 ステップ 2の結果

ESIを用いた調査の結果、全 Articles数だけを

見ると一番多い大学は東京大学、次に京都大学

であった。しかし、 IRとの Articles数を比較した割

合を見ると、一番高い比率は広島大学の 8.15%

であり、次に 8.13%の北海道大学であった。一番

低かったのは東京大学の 0.15%であった。この割

合は IRの収載率、即ち貢献度を意味すると思わ

れる。

5.3 ステップ 3の結果

WoSに収録された全 Articles数と IRとの指数

を比較し、近似差を検証した。結果は表 2に示す。

年代を 10年間に絞った調査でも、前回同様に広

島大学は 9.26%と搭載率が一番高く、次は北海

道大学の 9.04%と続いている。また広島大学は

WoS全体指数と比較しても中央値"5"、標準偏差

も20台でほぼ同じ指数である。コンテンツ収集が

充実していると考えられる。また、変化あった点は、

筑波大学の平均被引用数が 19.50回から 11.83

回に減少した。 40%のデータが 1997年以前のデ

ータであったためと推測される。

63 
"' 

7928 

表 2 10年間(1998-2007)に限定した IRと

WoSとの Articles対比

! 

被引用数（回〗
疇
平均被引用
中央値

中央値

標準偏差

標準偏差

50 
22777 --0.22 

一9●ー・
246 

268492 
一""'"""'"4.92 
11.79 --
゜5 

.... ,. 一
14.37 
22.07 

470I 2231 72 

13358i 30027i 59446 
3.521 0.741 0.12 
~560: _ 11669) --311 

1717821 4064251 989231 
11.83 52.33 5.19 
12.86 13.54 16.64 

3 6 3 

5 6 7 

34.55 180.31 7 .24 
30.36 47.69 44.40 

13回 6. 考察

今回の調査で IRのコンテンツが増加している

にもかかわらず、現段階Articles数が非常に少な

いことが分かった。その要因が何かは今後の研

究課題である。少なくとも IRが設置大学の学術

研究の姿を十全に反映させうるようなコンテンツ

の充実と安定した持続性が求められる。
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中小事業者の情報行動からみた公共図書館のビジネス支援サービス＊

1研究の背景と問題の所在

日本では、全国の公共図書館のうち、 192館がビ

ジネス支援に取組んでいる。その実態を明らかにす

るため、図書館員と、その利用者に対して調査を行

い、実態を明らかにしようとする試みが始まっている。

しかし、図書館のビジネス支援が、一般的な事業者

の要求に合致しているかどうかを検証するには、中

小事業者や新規創業者、特に固書館未利者がどの

ような情報行動をとっているかを調査する必要があ

る。

2 先行研究

バンデューラは、社会的認知理論を提唱し、人間

の日常行動の目的を、未来の望ましいできごとであ

る「遠隔ゴール」と、現在進行中の行為の目的である

「直近ゴール」とに区別し、前者が後者を生成し、後

者が現実の行為を決定するという多重ゴール・モデ

ルを示した[l]。また、人間の思考、感情、行動は、そ

の人の持つ自己の能力への確信の程度：「自己効力

感(Self-Efficacy)」によって左右されるという、自己効

力理論を提唱している。

さらに、三輪は、この自己効力理論を応用し、自己

効力感の形成要因、それが行動を引き起こすプロセ

スを提示している[2]。

3. 研究方法

3. 1調査対象者

新宿区立図書館では、中小企業診断士を中央図

書館と角筈図書館の2館への派遣という形で2006年

10月からビジネス情報支援相談会（以下「ビジネス

相談会」とする）を運営している。各館月 1回ずつ開

催し、 1回につき4時間、利用者1組につき1時間の

相談を利用者に提供している。この相談会は、図書

館職員と中小企業診断士が連携して開催を続けて

*!'Public Library Services to Small Businesses 

''by Takashi NAMEKAWA 

滑川貴之（学籍番号 200721548) 

研究指導教員：植松貞夫

副研究指導教員：岩澤まり子

いる。

これまでの参加者のうち 2006年、 2007年度のビジ

ネス相談会の利用者を本研究の対象とした。相談会

の利用者には、新規創業者及び既存の中小事業者

が含まれた。また広く調査をおこなうために、図書館

サービスの「未利用者」も調査対象に含めた。調査

対象者は表1に示すとおりである。

表1.調査対象

相談記録 質問紙 インタビュ

分析 調査

相談者・創業者 47 43 3 

相談者・事業者 14 14 1 

未利用・創業者 2 

未利用・事業者 3 

3, 2 調査内容

図書館が実施したビジネス相談会の際、各参加者

がいかなる目的で相談会に参加し、いかなる内容の

相談をしたか、相談会の記録の分析を行った。

さらに、その後の動向について把握するため、質

問紙調査を行った。質問紙を相談会の参加者61名

のうち居所のわかる57名に郵送し、無記名で回答を

返送してもらうことにより、質問紙調査を実施した。以

上の回答から、図書館が行ったビジネス支援の有効

性およびビジネス支援として期待されている内容を

把握することができた。

4 調査結果

4. 1 相談内容分析と質問紙調査

新宿区立図書館におけるビジネス相談会の相談記

録の分析、参加者に対する質問紙調査の結果、相

談会参加者は4つの類型に分けることができた。 4累

計の中では、「知識が少ない暗中模索状態」「不安

や疑問の山積状態」が大多数を占め、他に「事業計

画に問題保有状態」「事業計画が順調に進行中」の
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相談者がみられた。しかし、相談1村容及びその組み

合わせは多岐に渡り、新規創業者、既存の事業者と

も相談内容に一定の傾向はみられなかった。また実

際の相談記録からは、個々の相談内容を関連づけ

て相談し、問題解決に向かう例がいくつも認められ

た‘一0

4. 2 インタビュー調査

個々の相談内容における「関連づけ」が相談後ど

のように発展するかを確認するため、インタビュー調

査を実施した。インタビュー調査の結果、新規創業

者、既存の事業者とも、 2つのタイプの情報行動が認

められた。あるきっかけによって、バンデューラのい

うところの「自己効力感」が形成され、それがその後

の行動を促進するタイプである。もう1つは、ビジネ

ス相談会の相談項日から引き継がれている「直近ゴ

ール」が、それぞれ別々に事業者の目標となってい

るのではなく、相互に関連しあうタイプである。事業

者は、それぞれの直近ゴール間を巡回しながら、試

行錯訳を繰り返し、最終的に「遠隔ゴール」を生成す

るごとが確認できたツ

4. 3 モデル化

2つの情報行動のうち、自己効力感が形成され、そ

れがその後の行動の動機付となるタイプについては、

インタビュー者全員に認められた。

また、事業者の当面の目標である、複数の直近ゴ

ール間の相互作用については、インタピュー者間に

異なる特徴が見られたものの、全員に対しその存在

が確認できた。

この2つの情報行動タイプを組み合わせることによ

り、「事業者の情報行動モデル」が作成できた。

遠隔ゴール

事案計画完成

白己効力感が

行動を引起す

自己効力感が

形成される

図1.事業者の情報行動モデル

円錐形のモデルの中心を上昇していくのが、自已

効力感が動機付となる部分である。これに対し、円

錐の表面上収縮しながら上昇していくのが、複数の

直近ゴール間の祖互作用である。この2つは、

付近で、「遠隔ゴール」として交わる。

5 考察

事業者の情報行動モデルを利用してインタビュー

調査回答者を類別化したところ、回答者の経験や業

種ではなく、経営方針やその業界の置かれている状

況によっで情報行動が変わっていくのが判明した。

＇情報行動の初期部分である起業や事業計画作成

についての基本的事項を提供することにおし、て、ピ

ジネス相談会が有効であることが確認できた。さらに、

比重の高い直近ゴールに近い情報をを提供すること

により、有効な情報支援サービスが可能となると思わ

れる。

一方、多様な選訳枝から効率的に意思決定を行う

には、生データを含む多数の情報が必要である。こ

の部分においては、正に図書館の情報支援サービ

スが可能であると思われる。さらに、事業者ごとによ

り良いサービスを行うため追跡調査し、その後の情

報を把握してサービス自体に継続性を持たせる工夫

が必要となる。

また、事業者の情報行動には2種類ある。一定の

知識を得るための情報行動に対しては従来型のレフ

ァレンスサービスが有効だが、事業内容を決定する

ための情報行動に対しては、多くの選択肢を与える

ことが必要である。後者には、各レファレンス担当者、

相談担当者がそれぞれの立場から、事業者にヒント

になる情報源を刷共すべきであると考えられる。
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日本の国語科教育における大村はまの読書生活指導＊

1研究の背景と目的

大村はま (1906-2005)は， 1928年から 1980年

まで，戦前は高等女学校，戦後は中学校の国語科教

師として活動し，退職後も講演活動を続けた。大村

の長年の教育実践や研究活動は現代の国語科教育

に通じるものとして高く評価されている。大村は，

読書指導を「読書生活指導」と称して，昭和40年代

を中心に，生徒の生活と読書とが密接に関わるよう

な指導を実践してきた。そして，この読書生活指導

を含む国語教育の場として学校図書館を活用した授

業実践を長年積み重ねていた。 しかし，大村の読書

生活指導および大村の読書生活指導と学校図書館

とを関連づけた研究は，十分に行われてこなかった。

そこで，本研究では，大村はまが中学校で実施し

た読書生活指導の全体像を把握した上で，読書生活

指導における学校図書館の役割を明らかにし，大村

はまの読書生活指導の成果と課題現代的意義につ

いて分析・考察した。

2 研究方法

本研究では，研究方法として，文献調査学習指

導要領の内容調査大村はま文庫学習記録の内容調

査，聞き取り調査を実施した。

3. 読書指導の定義

3.1国語科教育における読書指導

滑川道夫は，読書指導の目標を「読書による人間

形成」と広くとらえた上で，学校教育における読書

指導は，国語科などの各教科，学校図書館など，学

校全体で取り組むべき指導であると指摘している。

このような国語科教育における読書指導は，従来

から読解指導と読書指導という対立構造によって議

論されることが多かった。

* "Ms. Hama Ohmura's Reading Life Guidance in 

Japanese Language Education in Japan" by Yuka 

NISHIMURA 

西村有香（学籍番号 200721549) 

研究指導教員：平久江祐司

副研究指導教員：大庭一郎

倉澤栄吉は，従来の国語科教育では，これらの明

確な位置づけがなされていなかったと指摘している。

その上で，今後の国語科教育においては，読書指導

が読解指導を内包するという同心円の関係にあるこ

とを意識した指導が必要であると指摘している。

3.2学校図書館における読書指導

塩見昇によると，学校教育における学校図書館の

機能は， 6つに分類することができる。その中でも、

「(3)読書活動の推進」と「(4)児童生徒の探求能力の

向上」が，学校図書館における読書指導に該当する。

4 研究結果

4.1 平成20年改訂小・中学校学習指導要領における

読書指導と学校図書館との関連性

最近改訂された平成20年改訂小・中学校学習指導

要領では， PISA調査の結果を踏まえての， PISA型

読解力向上のための対策が講じられている。なお，

PISA型読解力では，読解指導だけでなく，従来の読

書指導で取り上げられていた能力も含まれている。

この PISA型読解力向上のための対策として，平成

20年改訂小・中学校学習指導要領では，全教科を貫

いての「言語力」の重視が取り上げられた。また，

この言語力に関連して，読書活動と学校図書館の利

用が重視されることになった。

42大村はまの教育観とそれに対する評価

読書生活指導をはじめとする，大村の国語教育に

関する活動を支えているのは，「優劣のかなたに」と

いう大村の教育観である。大村はこの教育観に従い，

日々の授業実践において，学習活動が実生活にも応

用することが可能となるような授業案を構想し，そ

こで個別指導を徹底した学習指導を展開している。

この大村の教育観と，それに基づいて展開された

授業実践に対する国語科の研究者や教師の評価は，

全体として非常に裔いものとなっている。しかし，

高く評価する一方で，「大村の授業実践は大村だから

こそ実現し得た」と，完結させている傾向もある。

今後は大村の授業実践への批判的な視点を交えた分
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析や，授業実践への応用等大村を評価した上での，

その授業実践に対する客観的な視点が必要となる。

4.3大村はまの読書生活指導の概要と指導範囲

大村は最後の赴1壬先である石川台中学校において，

読書生活指導の本格的な実践を開始する。読督生活

指導とは，読書案内や読書感想文の指導に終始しが

ちであった従来の読書指導を乗り越えるという視点

に立ち，読前の指導から読後の指導まで，読書に関

わる一連の活動全てを対象とした，読書の技術の育

成に関する指導であり，その目的は，生活のさまざ

まな場面で読書活動を効果的に活用することができ

る読書人の育成である。その指導の範囲は，国語科

の領域に限定されており，かつ，従来の読書指導と

読解指導の双方の指導領域を含めた，広い意味での

読書の技術の指導としている。これは，滑川や倉澤

の読書指導論と共通している。本論文では，この大

村の読書生活指導の指導内容を， 12項目に分類した。

大村はこの読書生活指導を含めた国語科の授業

だけでなく，授業以外の時間における生徒への指導

を全て学校図書館において実施していた。このよ

うな活動は，塩見による学校図書館の機能の 1つで

ある児童生徒の読書活動の推進に該当する。

4.4読書生活指導の現代的意義

大村の読書生活指導の最大の目標は，読書人の育

成である。この読書人について，大村は生活の中の

さまざまな場面において読書を効果的に活用するこ

とのできる人， ととらえている。このような考え方

は， PISA型読解力の考え方と一致するものである。

また，大村の読書生活指導の指導内容を，平成20

年改訂中学校学習指導要領における「読むこと」の

指導事項と比較すると，共通する点が多いことが分

かった。特に，読書生活指導は，情報リテラシーま

たは PISA型読解力の育成に関連する項目を多く含

んでいた。ここから，大村の読書生活指導は，現在

の国語科の読書指導において求められている能力の

育成のための指導にも繋げることができる。

4.5学校図書館の活用方法から見た読書生活指導の

課題と限界

大村の学校図書館の活用方法を，塩見による学校

図書館の機能から検討すると，その課題と限界とし

て，「 1.教師の教材研究・授業展開に必要な資料の

収集管理提供の不足」と，「2.その他の教職員

との連携・協力による全校的な学校図書館を活用し

た教育の展開という視点の不足」を指摘できる。

特に課題2によって，大村の読書生活指導の実践

か大村の退職後の石川台中や他の教職員に引き継が

れることはなかった。朝鳴第一小の実践との比較か

ら，大村の読書生活指導を現在の国語科教育におい

て実践する際に，特に学校図書館などの活用に関し

て教職員の理解を得た上で，協力し合うことのでき

る体制を作り上げることが，継続的な読書指導の実

践へと繋げるためには重要であると考えられる。

しかし，読書生活指導は，学校図書館の機能全て

において不足していたわけではない。塩見の分類に

おける， 「(3)読書活動の推進」と「(4)児童生徒の探

求能力の向上」に関して，大村の読書生活指導は，

国語科としては十分に実施していたと考えられる。

5 今後の課題

国語科教育における読書指導の中で学校図書館の

効果的な活用を実現するための課題として，「現在求

められている読書に関する能力とその指導内容を明

確化し，国語科における読書舟弓導として統一させる」，

「大村の読書生活指導における指導内容を，現在の

社会状況に合わせて再構成し，その実践による再評

価を行う」， 「学校図書館を活用した読書指導を実施

するための体系を示す」の 3点を指摘できる。

6 疇

今後の学オ文教育における読書指導の充実のために，

大村の読書生活指導の実践やその教育観には学ぶべ

きところが少なくない。今後は，読書生活指導が実

践された当時の社会状況と現在の社会状況との差異

を認めた上で，その指導事項を改良する研究に力を

入れることが必要である。そして，学校全体の共通

囀犀と協力を得た上で，学校図書館を活用した読書

指導の体系の構築へと繋げることが求められる。

文献
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[2]塩見昇．教育としての学オ交図書館：学ぶことの

喜びと読む自由の保障のために．東京，青木書

店， 1983.l, xi,243,ivp. 

[3]滑川道夫読書指導東京，牧書店， I959.1, 

434p. 
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大学生の情報リテラシーにおける批判的思考＊

1. 研究の目的と方法

1.1 研究の背景と目的

この研究では、学生の桔報リテラシーに関わ

るタクスのプロセスにおいて、枇判的思考がど

のように用いられているのかを1月らかにし、情

報リテラシーと批判的思考の1閃係を把握するこ

とを目的とする Q 情報リテラシーと掛｀判的息考

については、それぞれ個別に多くの研究がなさ

れているが、両者の関係性について言及してい

るものはいまだない。そこでこの研究によって、

両者の関係性を示すケースをいくつか採集し、

それを提示することに意義を見出す。

1.2研究の方法

まず枇判的思考力を測定するテストのひとつ

Cornell Critical Thinking Test (CCTT) を実

施することによって、実際に学生がどの程度批

判的恩考をもっているのか概要を把握する。こ

の結果をふまえ、情報リテラシーにおける批判

的忍考の関与についての仮説を考える。この仮

諒を参限に、学生に情報を探索させる実験を行

い、プロトコル分析を行うことによって、仮説

の実証を試みる。

2. Cornell Critical Thinking Test 

CCTTは、批判的思考の認知的側価を測定す

る多肢選択式のペーパーテストである。この

CCTTを学生に実施した結呆、全体的な傾向と

しては極端に正答率の高い項廿と低い項目とが

セクションごとにばらけており、学生別に見て

も正答する問題に偏りは特に見られなかった。

また洵外で実施された結呆の平均点と比較する

と、今回テストを受けた学生は批判的思考能力

の水準が高いとはいえなかった。

しかし今回は回答者が少ないことや (23名）、

全体的に正当率が低いことから、この結果から

明確な結論を出すことを避けた。正答率の低さ

は、批判的思考というより、単純に間題文の

*"Critical Thinking of Students in Information 

Literacy" by Asami NOGUCHI 

野口麻美（学籍番り・ 200721550) 

研究指導教員：永川治樹

読解力に原因があるという可能性もこの結果か

らは否定できない。また多肢選択式のペーパー

テストでは、学生ひとりひとりが実際にその

時々でどのように思考しているのか具体的に把

脚するのに限界があると感じられた。

3. 仮説の設定

情報探索プロセスにおける批判的思芍のm1与

を把握するために、実際に情報を探索する場由i

を設定して情報探索課踪を学生に与え、批刊的

思考力を観察する実験を行った。米~]大学図書

館協会の『情報リテラシー能力の）土準、パフォ

ーマンス指標、および成果』の払準 3「情報と

情報諒を批判的に評価し、選択した情報を学生

の知識ベーヌおよび価値体系に組み込む」指椋

と、批判的思考の定義や構成要素などを参］（｛し

て仮説を設定した。実験において、①忙報源の

信頼性や妥当性の判断、②情報の論封1的な組み

立て③梢報を創造的・柔軟にとらえることの 3

つの批判的思考が学生の情報探索過程にあらわ

れるかどうか、あらわれていれば情報リテラシ

ーも高くなるというものである。

4. 調査

4.1 調査の概要

被験者は筑波大学図書館情報専門学群の 4年

生 10名、 1年生 4名である。調査手順について

は、まず被験者に著作権に1関する間題について

Webを利用して調べてもらい、解答を作成して

もら〗その際の発話を録音するために被験者

には検索中、心に浮かんだこと、思い出したこ

と、考えたこと、感じたことなどを実況中継の

ょうにすべて声に出すよう求めた。問題は①［小

室哲哉容疑者は佃の罪で起訴されたのですか」、

② 「コピーレフトとクリエイテイプ・コモンズ

はどのような関係にあるのですか」、③ 「機関リ

ポジトリでは、なぜ電子資料の無料公開が可能

なのですか」の 3題で、調査時間は 3題合わせ

て 1時間程度とした。
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4.2 調査結果

4.2.1 情報リテラシーと批判的思考の関係

情報リテラシーに閑わるタスクのプロセスに

おいて、批判的息考がどのように用いられてい

るのかについて仮説をもとに検証を行った。結

果、調査設計の仮説で示した、情報と情報源を

批判的に評価し、選択した情報を学生の知識ベ

ースおよび価値体系に糾み込むために必要な批

判的思考にあたると思われる発話をいくつか採

集できた。

情報の質を考慮せず、複数の情報源にあたら

ずに情報をそのままうのみに取り入れてしまう

学生は、情報を誤ってあるいは偏って理解して

いる場合があった。疑いを持たず情報をただ受

け入れるだけの姿勢で、自分のアイデアを持た

ず、膨大な情報鼠に翻弄されているように見受

けられた。また専門的に閲かれたものや、←ー読

しただけでは理解しがたいような情報について

は、自分のことばに置き換えたり、とらえ直し

たりするという手順を踏むと、より情報を正し

＜坪解できているようであった。収集した情報

と元々自身が持っている知識とを比較し考察す

ることによって、より知識の論理的な組み立て

が可能となっている。さらに情報のさまざまな

可能性を検討したり、いろいろな側面から情報

にアプローチしたりできなければ、探索から得

られた新しい知識を自身の知識ベースや価値体

系には組み込めず、その新しい知識を、別の場

面で活かすことができていないことが確認でき

た。

4.2.2情報探索における認知過程

情報探索過程を視覚的に見るために、得られ

た発話を命題単位で区切り、 Frauenglassらの

分類カテゴリーに基づき内容分析し、カテゴリ

一分類した。さらにカテゴリーの項目ごとに推

移確率を算出し、Graphvizを用いてグラフ化し

た。これを、情報リテラシーと批判的思考の関

係を見たときに、比較的批判的思考を行ってい

た被験者と、それほど行っていなかった被験者

に分け、それぞれの認知過程を課穎ごとに比較

した。

次に、グラフの中でどのような認知が核とな

っているのかを明らかにするために、グラフの

中心性を算出し、上位に上がる項目を比較した。

結果、批判的思考が見られた被験者ば情報探索

において、推論や情報の不適合判断、目標設定

などの行動が中心であり、批判的思考が見られ

なかった被験者は Web情報の読み上げ、検索と

いう行動が中心となった。また前者の方が、中

心的な認知のほかに情報の適合判断や知識の反

梱などといったさまざまな行動をとっている一

方、後者は一定の狭い範囲内で同じ行動を繰り

返し行い、迷いや妥協といった感情をあらわす

割合も高くなっているのが特徴的であった。

このような探索における認知過程や、また作

成した解答からも批判的に思考している被験者

の方が、していない被験者よりも情報リテラシ

ーが高いことがうかがえた。つまり枇判的息考

ば情報リテラシーに関わるタスクのプロセスに

おいて、重要な役割を果たすと思われる。

5. まとめ

調査の結果、情報リテラシーに関わるタスク

のプロセスにおいて批判的思考を行っているケ

ースが、部分的にではあるが確認できた。また

批判的に思考を行っている被験者とそれほど行

っていない被験者とを比較すると、情報探索に

おける認知過程でも明らかな差が見られた。批

判的思考を行っている被験者ほど、情報リテラ

シーも高まるといえるかもしれない。

しかし今回把握できたのは、部分的な批判的

思考であり、加えて認知的側面からしかとらえ

られてはいない。また被験者はすべての思考を

発話しているわけではなく、語られなかった部

分における批判的思考については、今回の調査

では確認できなかった。これらの点を踏まえ、

今回の実験に加えて CCTTのようなテストも合

わせて被験者に実施し、その関係などを調べれ

ば、批判的思考の実現状況がより明確にあらわ

されたかもしれない。今後の課題としたい。

文献
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大学図書館における業務アーキテクチャの研究＊

1 はじめに

図書館という組織が果たすべき中心的な機能は、

「ユーザの情報ニーズを満たす」ことであり、ユーザ

の情報ニーズを把握し円滑な情報フローを提供す

るために、資料を収集し組織化して、保存、提供す

る、という一連の活動を行ってきた。しかし近年、図

書館をとりまく状況の変化の影響を受け、図書館の

組織デザインや業務プロセスが変化しつつある。

そこで本研究では、このような状況下でも、図書

館が「ユーザの情報要求を満たす」ための大学図

書館の業務のあり方について考えてみようとする。

2. 研究の目的と方法

本研究の目的は、大学図書館が、「ユーザの情

報ニーズを満たす」という中心的役割を損なうこと

なく、外部の環境変化に適応しながらも組織内部と

しては合理的にサービスを提供できるような業務プ

ロセスのあり方を、アーキテクチャの視点から探るこ

とである。

まず、本研究の理論的枠組みとなる各概念を整

理し、大学図書館の業務における問題の所在を確

認したうえで、現在の大学図書館における業務を

混乱させている源泉となっている、電子資源の取り

扱いに関する業務について、実態を調査し、どのよ

うな内部的不整合が生じているかを明らかにする。

この調査結果から得られた内容をもとに、内部的

不整合を解消できるような業務アーキテクチャの設

計を試みる。

3. 理論的枠組み

3.1. コンティンジェンシー理論

組織はオープンシステムとして、環境の変化によ

り、すなわち不確定的でかつ不確実な状況に常時

直面するが、それ自体を維持するためには確定的

で確実な対応を確保せねばならない。すなわち、

テクニカルな、あるいは環境的な不確定性に対抗

* "A study on service process architecture of 

academic library" by Shoko MORI 

森祥子（学籍番号 200721562)

研究指導教員：永田治樹

して合理的に行動しようと努力する。その結果、不

確実性の主要な発生源であるテクノロジーと環境

の次元での相違が組織のあり方に相違をもたらし

ているといえる判

3.2. アーキテクチャ

組織をシステムとしてとらえるならば、組織を理

解することは、組織のアーキテクチャを考えることに

なる。アーキテクチャとは、ある人工物システムをう

まく機能させるために、どんな構成要素に切り分け、

それぞれの構成要素にどんな機能を振り分け、構

成要素間の相互依存関係が生じるインタフェース

部分をどう設計するか、ということに関する基本的

な構想である。アーキテクチャは組織自身が戦略

的に規定する余地があり、アーキテクチャの見直し

は、システムの定義、範囲そのものの見直しにとも

なうものである。

システムを構成する要素の数と各要素間の相互

関係の強さによってシステムの複雑性が決定され

る。この、複雑性を削減する戦略が「モジュラー化」

であり、ある複雑なシステムまたはプロセスを一定

の連結ルールに基づいて、独立に設計されうる半

自律的なサブシステム（モジュール）に分解するこ

とを指す(210

4 大学図書館をとりまく環境

これらの理論的枠組みをふまえて大学図書館の

おかれた状況をみると、以下のような問題点が存

在すると考えられる。 (1)電子的な資料をも提供す

る必要があるが、物理的形態を持つ資料を前提と

した現在の組織構造のまま処理を行うのではプロ

セスの非効率という複雑性を招いている。・(2)アウ

トソーシングなどの業務外部化の動きが高まってい

るが、対象業務が適切にモジュラー化されていな

いので、複雑性の増大を招いている。 (3)発展す

る情報サービス産業との競争を優位に進めるため

には、業務を効率化することに加え、新しいサービ

スを生み出す余裕のある組織構造が必要とされて

いる。
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5 業務実態調査

大学図闊館における富子資諒関連業務の実態

を把握し、 1/:11題の所在を明らかにするために、電子

賢源関連業務を担当している人学図書館職員に

対し、インタビュー調査を行った。予備調査として

麻布大学附属学術情報センターの職員 1名、本調

査として鏑波大学附属図書館の職員 5名に対し、

担当業務、業務の流れ、担当者数、業務を行う時

期、各業務に要する時間数を質間した。この調杏

により、現在は手続き的作業が業務の大平を占め

ていること、担'-~者による業務量の偏りや同内容の

作業が複数の係に分散するなどの状況があること、

作業において電子資源に関する条件を確認する

必変がある場合が多く、多くの業務がユーザの二

ーズに何らかの影糊を受けていること、などの知見

が得られた。

6 業務アーキテクチャ設計

アーキテクチャを考えるにあたっては、現在の業

務を構成要素に切り分け、ある機能の単位で再グ

ループ化し、構成炭素間のインタフェースを設計

する必変がある。このとき、業務や事業について必

疫な構成要素や属性を取捨選択するという、ビジ

ネスプロセスモデリングの手法が有用である。

今回のモデリングでは、まず、ユーザのニーズの

流れに沿って業務を組み替えることが重要であると

考えた。というのも、ニーズは大部分の業務に少な

からず影薯を与えるものであるためである。このこと

から、次の基準でモデリングを行った。 (1)グループ

化の際、ユーザとの関係の近さやニーズとの関連

性を重要な基準とした。 (2)ニーズと関連する各機

能単位について、担当者がその処理を行う際必要

となる知識や技術によってグループ化を試みた。

(3)それぞれのグループについて、ユーザのニーズ

を満たすという側面が強いもの、およびユーザの二

ーズが実体化したものとしての電子資源を整備す

るという側面が強いもの、という基準で 2 つのグル

ープに大別した。

モデリングの結果、次のように業務をグループ化

できた。 (l)第 1レベルとして、ユーザに接すること

により行われる機能単位を、マーケティングおよび

サービスというグループに分けた。さらに第 2 レベ

ルとして、質間や要望、利用実績といったものから

ユーザのニーズを把握し、サポートの改善が必要

なものであるか、あるいは新しい電子資諒を導入す

るべきかといった分析を行う機能を呆たすグループ

と、この分析結果を受けて人的サポートを充実させ

る機能を果たすグループとに分割した。 (2)第 1レ

ベルとして、ユーザと直接やり取りをすることはあま

りない機能単位を、取得およびテクニカルサポート

として位置付けた。さらに第 2レベルとして、ほぼ二

ーズと切り隣した形で作業が可能なビジネス上、技

術上の手続きを行う機能を果たすグループと、ニ

ーズの分析結果を受けて技術的サポートを充実さ

せる機能を果たすグループとに分けた。

ここで、ユーザのニーズを把握し分析することに

閲迎する機能単位からなるグループについて、他

のグループとのインタフェースが標準化され、内部

では自律的に活動できるようなルーティンが形成さ

れれば、ユーザのニーズの多様性から発生する複

雑性を他の業務グループから遠ざけながら、ニー

ズを汲み取ったサービスを提供するモジュールとし

て］舌動することが可能になるのではないかと考えら

れる。

7. 考察

本研究においては、環境適応的かつ内部合理

的な糾織デザインの方法の整理とその適用を、電

子資源に関する業務に対して試みたことで、大学

図書館業務の糾み替えについて、ひとつの視点を

示すことができたのではないかと考える。

しかし、課題も存在する。今回着目した業務の性

質以外のモジュラー化要囚に着日した検討が必要

である。また、理論的に切り分けられたモジュール

が実効性をもつものであるかは、モジュール化によ

るコストとメリットを比較するなど、さらなる検証が必

要である。

文献

[l]Thompson, James D. オーガニゼーション・イン・

アクション：管理理論の社会科学的基礎．鎌田伸

ー；新田義則；二宮豊志訳．東京，同文館，
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[2]藤本隆宏，武石彰，青島矢一編． ビジネス・ア

ーキテクチャ：製品・組織・プロセスの戦略的設計．

東京，有斐閣， 2001.4,xvii, 316p. 
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命題間の連接関係に基づくマクロ構造の分析＊

マニュアルテキストを対象として一

1はじめに

言語テキストがどのような談話構造を持っているのか

を明らかにすることは，テキストの作成支援や自動要約，

テキストからの知識清報抽出の質的向上につながる．

談話というのはテキストひとつひとつの持つ内容の一

貫性であるが，これはテキストジャンルごとに特徴的な

構造があるとされている[1].談話構造の分析手法には，

文間の局所的な関係に着目するミクロ分析とテキストの

構成要素（談話セグメント）がテキスト全体で担う機能を

捉えるマクロ分析がある．ミクロ分析とマクロ分析を相互

補完的に働かせることでテキスト全体の談話構造の把

握が可能となるこのうちミクロ分析については，文間

の接続関係や照応関係・修辞関係などを分析する手法

が確立しているが，マクロ分析に関しては理論的な研

究はあるものの，幅広く応用可能な分析手法が確立さ

れているとはいい難いその理由として，テキストが多

種多様であることに加え，それらの特徴把握には複数

の視点があり，幅広く利用できる分析手礼去の考案が困

難であることがあげられる．

そこで本研究では特定のテキストジャンルを対象とし

て複数のテキストについて分析を行い，談話のマクロ

構造抽用を試みる．

2. 談話構造のマクロ分析 ． 

談話のマクロ構造抽出への手がかりとして，まず談話

構造のマクロ分析とはどのようなものを指すのかにつ

いて既存の研究をもとに具体化する[2].テキストは談

話セグメントと呼ばれる意味内容上のまとまりを持った

文の集合から構成される例えば，新聞等の解説記事

であると，「主記」「解説」「背景」「意見」「見通し」の5つ

の談話セグメントから成り，主記を中心として背景と解

説によって主題が構成され，意見と見通しがコメントとし

＊ヽ'AnalysingText M四 ustructurebased on Proposition 

Cohesion: the case of instruction manuals" by Noriko 

LEBOWITZ 

レボウィッツ紀子（学籍番号 200721565)

研究指導教員：宇陀則彦

副研究指漠教員：石井啓豊

て主題に働きかけるという特徴的な構造があるこのよ

うに，テキストジャンルにおいて共通する談話セグメン

トを抽出することとそれらの関係を捉えることがマクロ分

析には必要であるとされるしかし，いかにして談話セ

グメントを抽出し，それらの関係を把握するのかといっ

た点は一般化されていない

そこで本研究では，表現上の構造がある程度定まっ

ている家庭電化製品の取扱マニュアルを対象とし，見

出しなどによりグループ化されている文の集合を利用

することで談話セグメントの抽出を行うこととする．その

際に，マニュアルによって伝えられるべき製品の操作

に関する知識に着目するそのうえで，各談話セグメン

トの表す知識間の関係づけを行い，マクロ構造を得る

3. 分析手法

本研究では，家庭電化製品のマニュアルテキスト4

種全1860文を対象として，談話構造抽出のための分

析を行う．はじめにミクロ分析である．テキストから2つ

の単文を抽出し，その文の核となる命題がどのような意

味を持つのかを「ユーザの動作」と「状態の変化」という

観勘も分類する．次に単文問の連接関係を人手で抽

出し，連接タイプを用いて分類する連接タイプは市川

[3]による連接関係の8分類にマニュアルにとって重要

となる「順序」を加え，計9タイプを設定したそのうえで，

どのようなタイプの文がどのような連接タイプを持つの

かといった連接のパターンを分析する．

次に，談話セグメントの抽出を行う．マニュアルテキ

ストは内容を端的に表す見出しが存在するので，それ

を利用する．見出しごとのミクロ分析結果から出現頻度

の高い連接パターンによって表されている宰柄の共通

性に着目し，談話セグメントを抽出する．そのうえで，

抽出された談話セグメント間の関係を捉える本研究で

は，特に製品使用の場面という視点から関係づけを行

い，その結果得られた構造をマクロ構造とみなす．
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図1:マニュアルテキストのマクロ構造

4. 結果

4つのマニュアルテキストを分析した結果得られたマ

クロ構造を図1に示す.4つのマニュアルに共通する談

話セグメントは「製品の操作に必要な予備知識」「製品

の操作手順に関する知識」「製品異常時の対処に関す

る知識」「製品の保証やアフターサービスに関する知

識」の4つであったまた各談話セグメントにおいて，出

現頻度の高かっだ連接パターンによって述べられてい

る主要な李柄は図1に示すとおりであった例として，

「製品の操作に必要な予備知識」において出現頻度の

高かった連接パターンとその出現割合を表1に示す．

表lJ車接パターンの分析結果（予備知識）

饗 ,a_ffi愕 音雲逼虹泊祐岱豊誤 重員唸 :,....,.,, ・l濱袂苔 c::~ 
ユーサの動作・ば ユーザ・製品のサ息．巽冗

補足 18.3 16.7 30.6 32.8 
（要ネ十否定表現l ｛濱述）

ユーザの動作正 ユーザ・製品の状態 貨宮
鳩足 7.3 71 1.6 4.5 

（要求） （演述）

ユーザの動作―該 ユーザ・製品の状＄ 民宮
順接 3.7 3.6 8.1 9.0 

（濱述十条件表現j （荼述）

{%) 

1つめから順に例文をあげると「製品の改造はいねい→

感電する」「トレーを必ずセットする→火災の原因にな

る」「他の機器と併用すると→火災の原因になる」となる．

これらはいずれも前文でユーザの動作について何ら

かの命令を行い，後文でその根拠となる理由を提示し

ているものである前文で命令している内容は製品を

安全に使用するために守るべきことであり，後文では

その理由としてユーザ・製品の状態が異常になるため

だと述べている．つまり，表現に基づく連接パターンは

異なるが，これら3パターンによって表現されている事

柄は共通しているということになる．

最後に，これら4つのセグメントをユーザによる製品

操作の場面（使用前，使用時，異常時）という視点から

関係づけた使用時に必要となる「製品の操作手順に

関する知識」を中心とし，「製品の操作に必要な予備知

識」と「製品の保証やアフターサービスに関する知識」

を前提知識として位笹づけたそれに加えて，製品の

呉常時に「製品異常時の対処に関する知識」をまた修

理時に「製品の保証やアフターサービスに関する知

識」を参照するという関係づけができ，最終的に図1に

示すようなマクロ構造が得られた

5. 考察

従来，マクロ構造とはテキストの要約やテキストジャン

ルごとに典型的な構成要素の把握であると考えられて

きた．しかし，実際には得られる構造自体が問題なの

ではなく，テキスト分析の際に必要な視点を明らかに

することが重要であると考える．つまり，マクロ構造を得

るための具体的な操作内容を定義することが必要であ

る．

本研究では連接パターンの多様性を抽象化すると

いう視点をもってマクロ構造の抽出を行ったしかし，

連接パターンの多様性は，単に表現の多様「生に基づく

ものではなく，文や連接関係を分類する際の視点の置

きかたや1つの談話セグメント内に複数の要素が存在

する際にセグメントをどう扱うのかといったことも含んで

いる．これらの問題は，表現構造の特徴が見えにくい

ジャンルにおいてはより顕著となる．したがって，ミクロ

分析結果を抽象化する際の具体的な操作内容につい

ては今後より詳細な検討が必要であると考える．

6. まとめ

本研究では，マニュアルテキストを対象として，その

大局的な談話構造であるマクロ構造の抽出を行った

今後の課題は，談話セグメント抽出の精度向上とジャン

ルの枠を超えて幅広く利用可能なマクロ分析手法の提

案である．

文献

[lJ岸学編著．文書表現技術ガイドブック．東京，共立出版
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日本の新聞に取り上げられる科学論文の傾向について＊

1. 研究の目的

本研究の目的は，マスメディアが科学技術の進

展や成果について，どのような情報を選択し，広く

一般に伝えているか，新聞を調査媒体としてそ

の傾向を明らかにすることである。なお新聞で報

道される科学技術の情報には科学論文に発表さ

れた業績を伝えるものと特定のテーマについて

の解説があるが本研究では前者を対象とする。

2 調査事項

本研究では，新聞で報道される科学論文の主

題分野掲載誌，著者所属国，著者所属機関の分

析を行う。また学術論文の本来の土俵である学術

面での評価との相関について，引用データを用い

て調査を行う。これらの調査を進めるにあたり，下

記の作業仮説を立てた。

作業仮説1

新聞で報道される科学論文の主題分野には偏

りがある。

作業仮説2

新聞で報道される科学論文のうち，著者の所属

国が日本の論文とそれ以外の論文では，主題の

傾向に違いがある。

作業仮説3

新聞で報道される科学論文ば学術的重要性も

考慮されるので新聞への掲載と学術的な評価は

相関がある。

作業仮説4

新聞で報道される科学論文は，社会的な話題

性が高いものが選択される。これらの論文は学術

的にも発表後短い期間に集中して注目される傾

向がある。

* " Tendencies of scientific articles reported by 

Japanese newspapers" by Yutaka OOTANI 

大谷裕（学籍番号 200621310)

研究指導教員：小野寺夏生

3 調査対象の抽出と予備調査

3. 1調査対象論文の抽出

朝日新聞記事データベース「聞蔵 IIビジュア

ル」及び読売新聞記事データベース「ヨミダス文書

館」を用い 2003年1月 1日から 2007年12月

31 日分までの 5年間の朝刊夕刊の全国版で報

道された科学論文を調査対象とした。その結果，

朝日新聞は 1,037本，読売新聞は 919本，合計

1,956本の科学論文が報道されていた（ただし両紙

の重複を含む）。

3. 2 主題の傾向調査

全体の傾向をみるため，抽出した論文を主題別

に分類した。主題の項目は「医学・生物学」，「化

学」，「古生物学・考古学」，「工学」，「数学」，「地

球・宇宙科学」，「農学・動植物学」，「物理学」の 8

項目とした。 5年間の累計でみると朝日新聞読

売新聞ともに「医学・生物学」が全体の 50%以上を

占め，「化学」，「数学」，「物理学」が 3%未満であっ

た。

3. 3掲載雑誌の調査

雑誌名は論文主題を反映する重要な要素であ

ると考え．掲載誌の集計を行った。 5年間累計で，

朝日新聞読売新聞ともに 20論文以上報道され

た雑誌は 4誌あり，そのなかでも Nature誌が朝

日新聞で285論文(27.5%).読売新聞で 238論文

(25.9 %) . Science誌が朝日新聞で 269論文

(25.9%). 204論文(22.0%)と大きな割合を占めた

（表 1)。

表 1掲載雑誌名 (5年間累計各 20論文以上）

雑誌名 朝日 読売 計 （比率）

Nature 285 238 523 26.7% 

Science 269 204 473 24.2% 

Nature Med 30 39 69 3.5% 

Nature Genet 20 22 42 2.1% 

全体論文数 1,956 
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4 方法

本研究では，予備調査の結果から作業仮説の

調査対象を Nature誌および Science誌に限定し

朝日新聞と読売新聞で報道された論文と，新聞で

報道されなかった論文の比較を行うこととした。

なお作業仮説の検討には，独立行政法人科学

技術振興機構 (JST)の科学技術文献データベー

ス JSTplusを用いた。また被引用数の調査はトム

ソン・ロイター社の学術文献データベース Webof 

Science を用い， 2008年 10月下旬から 2009年 1

月上旬にかけて行った。

4.1 作業仮説1

JSTplus収録の 2003年から 2007年の Nature

誌とScience誌の全 10,407論文を新聞に報道さ

れた 656論文と報道されなかった 9,751論文の2

群に分け，それぞれの論文群に付与されている分

類コードを集計し，各分類における新聞に報道さ

れやすい程度を示すためオッズ比を計算した。

4.2作業仮説 2

上記の全論文のうち，著者所属国に日本が含

まれる論文について， 4.1と同様の方法で分類ごと

のオッズ比を求めた。また，所属機関別論文数を

算出し，機関ごとにオッズ比を求めた。さらにサン

プル調査として上位機関のプレスリリースを調査

しプレスリリースされた論文と新聞に報道された

論文について検討を行った。

4.3 作業仮説 3

本仮説では，科学論文の学術的な評価を被引

用数によって測ることとした。 2003年から 2004年

の Nature誌と Science誌の全論文を分類ごとに

新聞に報道された論文と報道されなかった論文の

2群に分け，両群間の被引用数の差を見るため， t

検定および U検定を行った。

4.4作業仮説4

本仮説では，科学論文への短期的な注目度を

その論文を引用した文献の発行年によって測るこ

ととした。そして 2003年から 2004年の Nature誌と

Science誌の全論文を分類ごとに新聞で報道さ

れた論文と同数の報道されなかった論文の2群

に分け，両群の引用文献の発行年分布の違いを

見るため，二標本のコルモゴロフ・スミルノフ検定

を行った。

5 結果と考察

5.1 作業仮説 1

オッズ比が高かったものは，「天体の科学」，

「農林水産」，「地球の科学」であった。低かった

ものは，「物理学」と「基礎化学」であった。

宇宙や地球などイメージしやすい主題や，生活

に身近なものを主題とした論文が報道されやすく，

物理学や基礎化学など実生活との関わりが薄い

主題の論文は報道されにくい傾向がみられた。

5.2作業仮説 2

オッズ比が高かったものば「医学」「工学・エ

業」であった。また所属機関別にみると多数の論

文を生産する大規模な機関ばよく新聞に報道さ

れるが新聞に報道されない論文も多く，特定の

機関の研究が偏重して報道される傾向はみられな

かった。プレスリリースの調査では，プレスリリース

された論文は新聞に掲載されやすい一方プレス

リリースをせずとも新聞に報道される論文もみら

れ，新聞社が複数の情報源から惰報を取捨選択

している様子がうかがえた。

5.3 作業仮説 3

科学論文の，新聞への掲載と学術的な評価の

間には特定の分類を除き有意な相関が認めら

れなかった。また有意な結果となった分類も，弱い

有意差であり，仮説を裏付けることはできなかっ

た。

5.4作業仮説 4

新聞に掲載された科学論文に対する短期的な

注目度については，検定を行った12分類のうち，

7分類において有意差が認められた。

作業仮説 3と作業仮説 4の結果だけをみるなら

ば新聞では，新事実の発見や研究成果が実用

化するなど一つの節目になった論文が報道され

やすく，その後研究がすすみ，一般化していくに

つれ，引用が少なくなっていくと考えることができる。

しかし，新聞に報道された論文数と，報道されなか

った論文数の差が大きく，信頼性の高い結果を得

ることはむずかしかった。

文献

[1] 日本科学技術ジャーナリスト会議編．科学ジ

ャーナリズムの世界化学同人.2004. 
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開発途上国研究者の情報生産と利用

—医学分野における HINARI イニシアチブが与える影響—*

1 研究背景と目的

自然科学分野における主要な学術情報である

学術論文は， 1990年代後半からの鼈子ジャーナ

ルの普及により，そのメリットや購読体系などが，利

用者や図書館に大きな影響を与えている。学術論

文の生産数は国による偏りがあり，国別の論文数

は上位 10か国の累積で 67.0%,上位 40か国では

95.3%を占めている。このように一部の国で多くの論

文が生産されている一方で，少ないながらも多くの

開発途上国から学術論文が生産されている。

開発途上国の学術情報環境は，先進諸国とは

大きく異なる。 1999-2000年の世界保健機関

(WHO)の調査では，低所得国の研究機関で有料

の学術雑誌を 1誌も購読していない機関は 56%に

及んだ。またアフリカ 5か国における医師の主要な

Internetへのアクセスポイントは， InternetCafeが

47%で最も多かった。このような学術情報格差の解

消を目的とした取組みは，資料寄贈による支援な

どが行われてきたが，電子ジャーナルアクセス権の

提供という方法が考え出された。 WHOは 2002年

に開発途上国の研究者に医学系の電子ジャー

ナルアクセス権を提供する HINARIを開始した。

HINARI導入以前には学術情報入手の機会が

限られていた開発途上国の研究者にとって，

HINARIが与えた影響は大きいと考えられる。そこ

でHINARlによる一定の効果があがっているとすれ

ば，学術情報に乏しかった研究者の情報利用や

情報発信（具体的には投稿誌・引用誌・国際共著

研究など）に変化が生じていることが予想される。

本研究ではそれらを計量書誌学的に分析して，

HINARIが開発途上国の研究者に与えている影響

や効果について検証することを目的としている。

*"A ccess to Information and its Utilization by 

Researchers in Developing Countries -Impact 

of the HINARI initiative in medical sciences-" 

by Yasuhiko KIYAMA 

2 研究方法

城山泰彦 （学籍番号 200621316)

研究指導教員：小野寺夏生

はじめに開発途上国における学術清報環境と，

HINARIの概要を明らかにした。次にマクロ的な視

点から全世界の学術文献数を分析したうえで，調

査対象を HINARI対象国に絞りミクロ的な視点から

分析を行った。使用しだ情報源は， Webof Science, 

SCOPUS, PubMed, Ulrich's Periodicals Directory 

などである。

3. 結果

3.1 HINARIについて

108か国が参加対象で， 2,860機関が参加登録

をしている。 HINARIで提供される雑誌は，当初の

約 1,500誌から2008年末で 6,245誌に増加し，論

文ダウンロード件数は2004年の 170万件から2007

年の 400万件に増加した。収載誌のうち， Science

Citation Index, SCOPUS, MEDLIN£ 共に収載され

る雑誌は 36.9%である。また医学系の雑誌が 66.3%

を占める。発行地域は大手商業出版社を擁する西

欧と北米の合計で 89.0%にのぼるが， SCOPUS収

載誌数に占める HINARI収載誌数の割合は，中南

米で高い半面，アジアや東欧では低かった。

3.2学術文献数の計量的な分析

データベース文献数により，全世界と HINARI対

象国を比較した。全世界はゆるやかに増加する一

方， HINARI対象国は2002年を境に急激に増加し

ていた。また2002年に対する2005年の文献数は，

全文献は全世界 118.3%に対して HINARI対象国

127.7%, 医学文献に限ると全世界 109.8%に対して

HINARI対象国 148.1%であった。また医学文献の

占有率は全世界で減少している一方， HINARI対

象国では増加していた。これらから HINARI対象国

の文献数，特に医学文献の増加が確認できた。

3.3開発途上国文献数の計量的な分析

調査対象を HINARI対象国の VietNamに絞り，

開発途上国における HINARIの影響を分析した。
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Health Sciences分野の HIN.ARI前(1996.--...--2002

年：7年）と HlNARI後(2003"-'2008年：6年）の文献

数の比は，全世界 96.1%に対して VietNam179.6% 

であった。医学の SubjectCategories別文献数の

上位カテゴリーは，全世界では医学一般，公衆衛

生学，外科学，循環器病学，癌腫瘍学，神経学で

ある。 VietNamは医学一般と公衆衛生学は共通す

るが，他は細苗学，感染症学，小児科学，免疫学

で，全世界とは違うカテゴリーが上位に挙がったc

VietNamの論文を HIN.ARI提供誌と非提供誌に

分け，執筆者における VietNamの機関に所属する

著者の割合を求めた。その結果， HIN.ARI提供誌

のみで，国際共著論文の増加を確認できた。

日IN.ARI提供誌に掲載された HIN.ARI利用機関

の著者が発表した論文と，それ以外の VietNam論

文の間で， HlN.ARI開始前後の論文数を比較した。

カイニ乗検定の結果， HIN.ARI開始後に HINAR[

参加機関から HIN.ARI提供誌への論文が，それ以

外の論文より増加していることが確認できた。

特定した文献(HIN.ARI利用機関を含む，筆頭

著者と過半数の著者が VietNamの機関に所属）

2008年の HIN.ARI提供誌，医学分野の雑誌）の引

用文献について， HIN.ARI開始前後を比較した。

引用文献に占める HIN.AR[提供誌の割合は，

12.3%から 23.1%に増加していた。 HIN.ARI前後の

HIN.ARI提供誌の割合をカイニ乗検定により比較し

た結果有意な結果を得られ， HIN.ARI提供誌を引

用した文献の増加を確認できた。 HIN.ARI提供誌

の内訳は，商業出版誌が 8.6%から 15.8%,学協会

出版誌が 3.6%から 6.5%へと共に増加していた。

4 考察

調査結果から，以下の点が明らかとなった。

4.1 HINARIについて

最新の情報革新技術を利用して，国による学術

情報の格差を解消する試みが，学術雑誌の電子

ジャーナル化などの時代の要請をうまく利用して展

開している。提供雑誌数や論文ダウンロード数は

増加し，出版社や各種団体からの支援も手厚く

なってきている。これらから， HINARIは順調な展開

をしているといえる。現状の HINARIイニシアチブ

は，少なくとも 2015年までは継続を予定している。

4.2 HINARI参加国の研究者への影響

研究成果としての学術論文は， HINARI対象国

や参加機関からの文献数が HINARI開始後に増

加しており，全分野より医学分野の増加が顕著で

あった。 HINARI提供誌では，外国機関との国際共

著論文が増加していた。情報を利用する過程であ

る引用文献では， HINARI提供誌を引用する割合

が増加しており，商業出版誌の論文の増加が顕著

であった。これらから， HINAfIが関発途上国の研

究者に与えている影響を確認することができた。

4.3まとめ

HINARIの登場で学術情報を得る機会が創出さ

れたことにより，開発途上国研究者の研究活動に

影響を与えていることが確認できた。 HINARIでは

単に学術情報を提供するだけではなく，図書館の

ように情報の使い方も伝えている。本研究のように

HINARIが与える影響を様々な観点から調査する

ことにより，イニシアチプを各方面から評価し，開発

途上国研究者の情報ニーズを掴むことが望まれる。

HINARIのような取り組みを継続的に展開していく

ことが，最終的には開発途上国の国民の健康増進

につながるのではないかと考える。
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横浜市図書館におけるサービス・運営の改革について＊

1. はじめに

1.1 研究の背景

近年、生涯学習の重要性が叫ばれ、公共図書館には

社会教育の中核施設として注目が集まっている。しか

し、各自治体では、緊縮財政に伴う図書資料費の削減

が続くなか、低成長時代における効率的かつ効果的な

図書館運営が求められている。

そして、社会のニーズの変化に対応し、住民の切実

なニーズに対応するものとして、行政支援、学校教育

支援、了育て支援、ビジネス支援などのサービスが各

地の図書館で取り組まれ、課題解決の支援として位置

づけられている。

本研究では、その中でも、一連の改革の契機となり、

図書館の現場から生まれてきた行政支援サービスに注

目した。このサービスは、図書館が、当該自治体の政

策立案・決定や行政事務に必要な情報・資料を収集し、

それを自治体の組織やそこで働く人々や住民に提供

するものである。

行政支援サービスの取り組みについては、日野市立

図書館市政図書室等の先例があるが、横浜市図書館

は1990年代前半から図書館改革に取り組み、 1999(平

成11)年度から、「庁内情報拠点化事業」という名称で、

市役所内部への資料提供、レファレンス受付、各種事

業への協力を事業化して評価を高めている。

1.2研究の目的

本研究では、行政支援サービスの取り組みのうち、サ

ービス内容の広がりと組織的な取り組みにおいて我が

国初の試みとなった横浜市図書館を取り上げ、主に次

の観点について検討しt::,,

(1)この事業はどのような現状認識のもとで、どのよう

な図書館観に基づいて、誰によって考え出され、

推進されたのか。

(2)事業に必要な人員（労働力）、資料費、事業費をど

のように調達したのか。

*" Refonnation of Service and Management 

in Yokohama City Library'' 

by Hajime ASHIKAWA 

芦川肇（学籍番号 200323978)

研究指導教員：薬袋秀樹

(3)図書館職員や市役所の管理職・一般職員、研究団

体、そして住民はこの改革をどう受け止めたのか。

(4)これらの人々 にどのように評価されたのか。

(5)この事業は関係雑誌等でどのように取り上げられ、

他の自治体の図害館や図書館職員にどのように

知られたのか。また、この事例を参考にした自治

体はあるのか。

1.3先行研究

横浜市図書館の行政支援サービスについては、当

事者による報告記事はあるが、学術論文はない。

1.4研究の方法

本研究は文献調査と聞き取り調査を中心に行った。

文献は当事者の報告記事や民間シンクタンクによる調

査報告書、『これからの図書館像』等を用いた。また、

聞き取り調査は、この事業の推進役であった当時の企

画運営課長からは発案の意味を、元サービス課長から

は図書館管理職としてどう見ていたか、当事者の司書

からは他の部局との連携等の観点から行った。また、

図害館友の会会員からは、この事業を市民の立場から

どう考えるかについて尋ねた。

1.5本研究の構成

本研究は6章から成る。第1章では研究の背景、研究

の目的、研究の方法、先行研究と行政支援サービスの

先行事例について整理した。第2章では、横浜市図書

館の沿革と図書館整備計画の変遷について概観した。

第3章では、事業の目的を聞き取り調査から明らかにし

た。また、事業の2本柱である「図書館協カプログラム」

と「各部署に対するレファレンスサービスと協力貸出」

について論じた。第4章では、事業に対する反応を考

察した。第5章では事業の及ぼした影響として、各自治

体の取り組み等について論じた。第6章では、前章ま

での研究結果のまとめをするとともに、今後の課題を述

べた。

2. 研究内容および結果

2.1企画運営課長の図書館観

この事業の発案者である当時の企画運営課長に対
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する間き敗りは、その図書館観が、その後の横浜市区I

書館の在るべき姿を示していると思われるので重視し

た。このなかで元課長は次の点を弛調した。

①横浜市の図書館は、「公共=Public」図書館ではなく、

あくまでも「公立=City」図書館であるという認識を持つ

ことが大切である。これにはふたつの意味があると考え

られる。ひとつは、図書館も行政の一機関であるのだ

から、一般和」用者にサービスするのと同様に身内であ

る市役所l芍部へのサービスも当然のことであるというこ

とである。もうひとつは、図書館員である前に、市の職

員であるという自覚が必要という点である。

②司書の再教育システムの構築である。横浜市のよう

に司書職制度を採川している自治体でも、十分な取り

組みはなされていない。市役所内部への多種多様な

レファレンスに対｝ぷするには、研修体制の整備が不可

欠である。

2.2 事業の内容

これには、各部局と連携してブックリストを作成する等

する「図書館協カプログラム」ど各部署に対するレファ

レンスサービスと協力貸出」がある。前者については、

新任係長に印けたリストのように数年続けて刊行される

ものもあり、また後者については、市役所の約3分の 1

の部局が何らかの利用をするなど毎年安定した実績を

残すようになった。

2.3 行政側の評価

文部科学省が設置した「これからの図書館の在り方検

討協力者会議」が2005年1月に行ったヒアリングで、都

市経腐局（当時）の職員が、この事業について、「図書

館に行かずに文献リストが入手できること、司書とのコミ

ュニケーションにより課題解決が早まることは非常に満

足が得られるもので、一般市民に対するサービス拡大

への期待も出てくるのではないか」と発言し、市職員を

代表する形で一定の評価をしている。

3. 考察

この事業が、図書館界において比較的短期間に一定

の評価を得た要因としては、①各部局からの多種多様

なレファレンスに対応できる専門職の存在と、その潜在

的な能力の開花、②公立図書館の存在意義を明確に

示し、誰に対してどのようなサービスをすることが必要

かということを専門職に理解させた推進役（発案者）の

強力なリーダーシップ、③図書館のサービスについて、

庁内報を利用したり、管理職会議で説明したりして、市

役所内で理解を得ようとした広報活動の巧みさ、が挙

げられる。 この事業は、新任図書館長研修や、日本

図書館協会の研究集会で何回か事例発表されたため、

他の自治体の図書館からも「目的に向けた戦略的な取

り組み」と「潜在的なニーズの掘り起こし」を実行した例

として評価されている。しかしながら、市民には知られ

ていない。また、事業化にあたっては、ある程度の人員

は必要であり、業務の見直しもされたと思われる。

この影響を受けて、その後、東京都立中央図書館、

大阪市立中央図書館、福岡県立図書館など、主に大規

模図書館で行政支援サービスが開始された。また、『こ

れからの図書館像』では、「これからの図書館サービス

に求められる新たな視点」のひとつとして取り上げられ、

事例として鳥取県・県庁内図書室が紹介された。

行政支援サービスは、いわゆる諜題解決型サービス

のひとつに挙げられるが、他部局と連携することによっ

て、了育て支援やビジネス支援をも含んだサービスを

していることになる。つまり、これらのサービスを統合し

たものと位置づけられ、公共図書館再生の鍵となるサ

ービスと言える。

4. 課題

本研究は、この事業の推進役であった当時の企画運

貨課長の図書館観を中心に検討したため、横浜市の

図書館の方向性が転換したことに偏った嫌いがある。

この事例が歴史的な視点でどう位置づけられるのかを

検討し、また、同時期に始まった、立川市中央図書館

の「庁内レファレンス」を詳しく紹介することで、これを

拉列する存在としてとらえ、多様性の視点から比較評

価し、異なる点があるかどうかも明らかにする必要があ

った。これらの点については今後の課趙としたい。
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業」における事業の経過と資料提供・レファレンスの

現状について、現代の図書館、 39巻、 4号、

p.198-204、2001.
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浦安市立図書館の運営に関する考察＊

—主として 1985-2000 年を対象に―

1 研究の背景

公立図書館に対する一般市民のニーズは高いが、

図書館現場から正規職員の司書が減り、予算が削減

され、「図書館の冬の時代」と呼ばれる状況が起きて

いる。その中で少数ではあるが司書を配置し、予算、

施設を確保して、市民へのサービスに関して実績を

挙げている図書館も存在する。これらの図書館にお

いて、サービスの実績を高めている要件を明らかに

することが必要である。

浦安市立図書館は、 25年間にわたり、概ね貸出点

数を増加させ、多様なサービスを提供し、それらの

サービスの実績に関しても比較的高い水準を保って

いる。図書館サービスの展開を支える要件を総合的

に分析する対象として、浦安市立図書館の運営の軌

跡をたどることは有効であると考える。

2 研究目的

本研究の目的は、浦安市立図書館においてサービ

スの質、量を向上させた要件を明らかにすることで

ある。

3. 先行研究

浦安市立図書館については、サービスの質や量を

支える要件を研究対象とした文献は見られない。同

図書館については、学術的な文献ではないが、同図

書館の初代館長の著作『図書館の街浦安』『浦安の

図書館と共に』『図書館のある暮らし』や関係者から

の聞き取りをもとに同図書館の状況を紹介した『浦

安図書館を支える人々』などがある。

"A Consideration about Management of 

Urayasu Public Library : 1985,...._,200(1'by Ryo 

TOKOYODA 

常世田良（学籍番号200323985)

研究指導教員：薬袋秀樹

4. 研究方法

主として図書、専門雑誌、一般雑誌等を対象に文

献調査を行い、補完的に当時の教育長から聞き取り

を行うとともに、同氏作成の業務日誌を調査した。

調査項目に関しては、図書館経営論において、一

般的に図書運営の主要な要素とされる項目を調査対

象とし、以下の観点で要件を抽出した。

・理事者の図書館に対する理解や方針・政策

・館長や司書の状況と組織、研修、施設、機械化な

どの状況

・市民、行政の状況、連携のあり方

5. 浦安市立図書館運営の状況

5. 1理事者の状況

浦安市の場合、専門職館長の就任以前に、その後

に浦安市立図書館の高い実績を生む要因となってい

る大規模中央図書館の設置、専門職図書館長の招聘、

経験のある専門職採用、複数の分館を設置、電算シ

ステムの導入などを既に市長、教育長の判断で政策

として決定していた。その後も一般的な自面本では

疇困難な手法を市長自らの指示で実現している。

また理事者が行政内部の人心を掌握しなければ具

体的な政策は実現できないが、この点でも当時の浦

安市長、同教育長は必要な人心掌握を実~している。

5. 2 専門職館長の招聘

専門職館長のあり方については、専門職としての

資質は当然のことながら、図書館内部に対するリー

ダーシップの発揮、理事者をはじめとする市長部局

への説得力、マスコミ等の外部ヘアヒ゜ールする能力

などの重要性が指摘される。浦安市立図書館の場合

は、県立図書館から招聘された歴代の館長が上記の

資質を備えていたことにより、規模の大きな図書館

システムを短期間に立ち上げるとともに、その後の

高いサービス実績の維持が可能となった。
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5. 3 専門職員の採用

通常自治体の図書館における職員配置の状況は、

首長部局からの異動か、あるいは新卒の専門職を採

用して配置することが一般的である。稀に館長とし

て、経験のある専門職員が他の自治体から招聘され

ることはあるが、その他の専門職員が同時期に、他

の自治体、機関から招聘されることは極めて稀であ

る。

浦安市においては、多数の専門職が他の自治体、

大学、機関から採用され、 しかも中央図書館開館後

数年を経た後においても同様の職員採用が行われて

いることが特異な点である。そのように採用された

専門職員がその後の浦安市立図書館のサービスの展

間に少なからず貢献していることは、サービス実績

や文献による評価から明らかである。

5. 4 財政状況と図書館予算

油安市の財政状況は、過去 30年間の日本経済の浮

沈からは余り影響‘よ受けていない。住宅地中心の街

づくりのため、地元企業の経営状態に影響されない

ことが要因のひとつである。また大型リゾートの存

在なども含め、大規模開発により統一感のある町並

みの知戎による高級感のある街づくりに成功し、路

線価格の高値安定などによる市税の確保に成功して

いる。これらの施策は、当時の市長が構想したもの

で、いわば「高く売れる街」生成の政策が成功した

結果といえる。

図書館予算は、中央図書館開館前年から一般会計

の Ll------1.5%で推移し、資料費は 1億円以上を維持

してしヽる。

5. 5 疇と 暉

資料の選書、移管、廃菓、書架管理を分野別に行

なう「蔵書構成グ／いープ」、サービス別業務別の「業

務グループ」などが図書館の運営を担うとともに研

修の単位となっている。

5. 6 機械化

中央図書館開館前後の膨大な事務量を処理するた

めに、我国ではじめてオンラインリアルタイム処理

システムを導入してカウンターでの貸出作業や資料

の受入、目録作成作業が軽減された意味は大きい。

5. 7 地域と住民の状況

従来、浦安市立図書館は、新しく転入した都市型

の高学歴高収入の住民に支持され、従来の町民は図

書館設置には関与していない、という言説が存在し

ているが、浦安の1胆或は、江戸時代から明治時代ま

で水運の要衝であり、そのため文化的にも決して低

い地域ではなかった。戦前、戦後も住民の中間層、

富裕層は大半が東京の学校へ進学し勤務先を東京に

求めていた。その階層が埋立ても含めた｛甫安市の急

激な変化に対応して地域と行政を支えた。図書館設

置に関しても、これらの階層を含む旧来の住民と転

入者が支持した。

6 浦安市立図書館における要件

6. 1 理事者における図書館理解

本調査を通じて、図書館運営に最も重要な要件と

思われるものは、理事者の図書館への理解と行政内

部の人心掌握にある。

6. 2 専門職館長、専門職員の配置

館長が専門職としての資質、リ ーターシップ、市

長部局への説得力等の資質を備えていること、現場

経験のある即戦力となる専門職が継続的に多数採用

され配置されたことなどが重要な要件である。

6. 3 財政状況

当該自治体の財政状況は、図書館サービスの屎開

に関して重要な要件ではあるが、決定的な条件では

なし＼

6. 4 地域と住民の状況

図書館設置に関しては、旧来の住民や転入者など、

地域の多様な住民の支持が重要な要件である。

6. 5 要件の相互作用

図書館サービスの質を向上させ、サービス実績を

挙げる要件の存在について浦安の事例を分析した結

果、要件が相互に影響し合うことにより、図書館運

営にとって、さらに良好な状況がつくられるプロセ

スの存打王が推測できた。

参考文献

竹内紀吉『図書館の街』未来社 1985,227p.

竹内紀吉『］甫安の図書館と共に』未来仕1989,231p.

鈴木康之他『浦安図書館を支える人々』日本図書館

協会，2004,30lp.
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研究者の論文生産性と特許生産性の相互関係＊

1. はじめに

本研究は研究者の知識産出における行動傾向を

計量的に把握することを目的として、研究者の論

文生産性と特許生産性の相関関係を経歴・所属別

に調査したものである。

2 調査対象・分析方法

調査対象は日本のナノ材料・ナノバイオサイエ

ンス分野の公的研究機関研究者と大学等機関研究

者とした。

標本研究者は研究開発支援総合ディレクトリ

(ReaD) の「ナノ材料・ナノバイオサイエン

ス」から抽出した175人（大学等研究者92人、公

的研究機関研究者83人）である。

標本研究者が発明者となっている公開公報特許

の書誌情報を科学技術振興機構 (JST)のデータ

ベースJSTPatMから、論文の書誌情報を

Chemical Abstracts Serviceが提供する情報検索

サービスSciFinderから収集し、分析を行った。

（特許の出願期間と論文の発表期間は共に1993・

2007年）

3 特許出願者と論文生産者のセクター別傾向

標本研究者全体の特許出願率は54.3%だった。

セクター別に見た場合、大学等研究者の特許出願

率は52.2%、公的機関研究者は56.6%と若干公的

研究機関の方が特許出願率が高かった。しかし特

許出願数の平均について、 t検定を行ったところ、

セクターごとの有意な差は見られなかった。

標本研究者全体の論文生産率は95.4%で、ほと

んどの研究者が論文を発表していた。大学等研究

者の平均論文数は42.7、公的機関研究者の平均論

文数は28.3だった。

*'、Correlationbetween patent and paper productivities 

by researchers" by Ikuko ASAHARA 

麻原生子（学籍番号 200721514) 

研究指導教員：小野寺夏生

セクターごとの平均を t検定にかけた結果、大

学等研究者と公的機関研究者のグループの間に論

文生産数の平均には有意な差が見られた。

特許の生産性は大学等研究者と公的機関研究者

の間に有意な差はなかったが、論文生産性は大学

等研究者の方が公的研究機関研究者よりも高かっ

た。

表l 特許出願者のセクター別割合

人数
特許者出穏

特許数 平均値l中央値
者数（％）

大学等 92 48(52.2) 541 5.9/1 

公的機関 83 47(56.6) 592 7.111 

計 175 95(54.3) 1133 6.5/1 

表2 論文生産者のセクター別割合

人数
論文生産者

論文数 平均値／中央値
数（％）

大学等 92 90(97.8) 3936 42.7/28 

公的機関 83 77 (92.8) 2319 28.'J/17 

計 175 167(95.4) 6255 35.9/22 

4. 特許生産性と論文生産性の相関

標本研究者の1年あたりの特許数と論文数を算出

し、それらの相関係数を算出した。その際、外れ

値（特許や論文の生産性が非常に高い研究者）は

除外した。標本研究者全体の論文生産性と特許生

産性の相関係数は0.0041。大学等研究者では

0.0058、公的機関研究者では0.034だった。いずれ

も研究者の論文生産性と特許生産性の間には有意

な相関は見られなかった，

つまり、研究者には①論文も特許も生産性が高

い儡文。特許／多多）、②論文の生産性が高く特許の

生産性が低い偉i文-特許／多4少）、③特許の生産性が

高く論文の生産性が低い僅改：—特許／少—多）、④論文

も特許も生産性が低い儡改特許／少4少）の四つのタ

イプがそれぞれ存在していた。
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5 論文•特許の生産性による 4 グループ

論文•特許それぞれの年あたりの生産数の平均

値（論文2.87、特許0.49) を基準として、 4の①

～④の4グループに分類した。

5.1 4グループのセクター別内訳と企業経験者

論文•特許ともに生産性の裔いグループ①、と

もに生産性の低いグループ④はセクターごとの大

きな差異は見られなかった。しかし論文生産性が

高く特許生産性の低いグループ②は大学等研究者

が68.3%と多く、公的機関研究者が31.7%と少な

かった。逆に論文生産性が低く特許生産性が高い

表5 大学研究者の4グループと異動暦

大学
グル 異動 異動 不明

等研
ープ なしA あり B C 

疇

① 11 2 8 1 

② 28 8 16 4 

③ 7 1 5 1 

④ 46 18 21 7 

計 92 29 50 13 

異動あり

の％

(B/(A+ B) 

X 100) 

80 

66. 7 

83.3 

53.8 

63.3 

グループ③は大学等研究者が29.2%と少なく、公 表6 公的機関研究者の4グループと異動暦

的機関研究者が70.8%と多かった。また、特許の

多い2つのグループ①、③に着目すると、グループ

内の企業経験者がそれぞれ45%、37.5%と、少な

い二つのグループの7.3%、12.2%に比べて高かっ

た。このことから、企業経験のある研究者は特許

出願が多いことがわかった。

表4 4グループのセクターと企業経験者

グル
全体 Aの企業 Aの大学 Aの公的

ープ
人数 経験者数 等研究者 機関研究

A(%) （％） 数（％） 者数（％）

① 20 9(45.0) 11 (55. 0) 9 (45. 0) 

② 41 3 (7. 3) 28(68. 3) 13 (31. 7) 

③ 24 9(37. 5) 7 (29. 2) 17(70. 8) 

④ 90 11 (12. 2) 46(51. 1) 44 (48. 9) 

計 175 32 (18. 3) 92(52. 6) 8(47.4) 

5.2 4グループのセクター別異動歴

異動歴の有無をセクター別に分けて4グループを

対比した（表5,6)。分類は現所属にいたるまで、一

度でも異動があれば「異動あり」、なければ「異

動なし」とした。

大学等研究者において、特許の多い二つのグル

ープ①③では、異動歴のある研究者が綿1J強をしめ

ていた。他機関研究所、他大学、他企業を経て大

学へやってきた研究者は特許生産性が高い傾向に

あるといえるだろう。公的研究機関研究者におい

ても、大学ほどではないが異動歴のある研究者は

特許生産性が高かった。

公的 異動あり

グル 機関 異動 異動 不明 の％

ープ 研究 なしA あり B C. (B/(A+ 

者 B) X 100) 

① ， 2 5 2 71. 4 

② 13 6 6 1 50 

③ 17 5 ， 3 64.3 

④ 44 16 24 4 60 

計 83 29 44 10 60.3 

6 結論

•特許生産性は公的機関研究者と大学等研究者の

間に有意な差はなかったが、論文の生産性は大学

の研究者の方が公的機関研究者よりも高かった。

・論文生産性と特許生産性の間には相関が見られ

ない。しかし、特許の生産性には経歴は影響して

いると言え、そのキャリアに企業経験のある研究

者は特許を多く生産していた。

・異動歴がある研究者もまた、特許を多く生産し

ていた。だが、企業経験や異動経歴は論文生産性

にはあまり関係していない。

参考文献

(I] James S;Dietz,Bany Bo左 man.Aaidemic 

careers,patents,and productivity:industry experience as 

scientific and technical human aipital. University-based 

Technogy Initiatives. 2006,Vol.34, p.349-367. 
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イメージ操作における色と形の統合に関する心理学的研究＊

1 . はじめに

我々が何か物体を見るときには、はじめ物

体の色と形などの特徴を、別々に処理し、そ

の後注意を向けることによって、それらを統

合 す る という過程を経ると主張した

(Treisman,1988)。

我々はこのように処理された視覚情報を、

刺激を取り去ってからも、一時的に保持して

おくことができる。この際に用いられる記憶

は視覚作業記憶と呼ばれている。 Luck(l997) 

らは、この視覚作業記憶において、対象は個々

の特徴というより、特徴が統合された物体と

して保持されると主張した。

さらに我々は、頭の中に保持した視覚対象

を、頭の中に思い浮かべた状態で操作するこ

とができる。では、このようなイメージ操作

に関して、色と形を別々に操作するのだろう

か、それとも、各特徴を統合して操作するの

だろうか。このことを調べることが本研究の

目的である。

イメージ操作に関しては、メンタルローテ

ーション実験を通して、多くの研究がなされ

てきた。メンタルローテーション実験の多く

は、同時に呈示された 2つの図形が同じ（正像）

か、違う（鏡像）かを判断するもので、殆どの先

行研究が こ れ に あ た る (Shepard & 

Metzler, 1971 など）。そして、結果として、 2

つ図形の角度差（傾き具合の差）が大きくなる

につれて、反応時間が直線的に増加するとい

う結果が殆ど常に報告されている。この角度

差に対する反応時間の増加率は、一方の図形

を回転してもう一方の図形と合わせるのに要

する時間を表しているという解釈が与えられ

ている。

*"Psychological research on integration of 

color and shape in operating image" by Ryuta 

OIKE 

尾池竜太（学籍番号 200721521) 

研究指導教員：小高和己

副研究指導教員：森田ひろみ

本研究でも、メンタルローテーション実験

を行い、イメージ操作の際の色と形の特徴の

扱いについて検討する。

2. 実験 1

2. 1 実験方法

イメージを操作する際、色と形の特徴を独

立に操作することが可能かを明らかにするこ

とを目的として、実験 lを行った。

刺激として、 6個の正方形からなる 4種類

の図形を作成した。これらはいずれも左右非

対称な図形とし、それぞれについて、 1個の

正方形を赤で、もう 1個を緑で着色した（図 l

参照）。これらをサンプル図形として、画面

の左側に 00 、90° 、180° 、270° のいずれ

かの向きに呈示した。画面の右側には、サン

プル図形を回転したもの(normal条件）、鏡像

にした上で回転したもの(mirror条件）、赤と緑

を逆にした上で回転したもの(exchange条件）、

赤と緑を逆にし、鏡像にした上で回転したも

の(mirror-exchange条件）のいずれかをテスト

図形として呈示した。サンプル図形とテスト

図形の角度差を rotationangleとし、 0゚ から

90゚ 刻みで 4種類を設定した。

色と形の特徴をそれぞれ独立に操作させる

課題を設け、それぞれの課題において、課題

とは関係ない特徴の影響を受けるかを調べた。

色の配置は無視し、 2つの図形が、正像の関

係か鏡像の関係かのみを判断する課題を

shape課題、正像か鏡像かということは無視し、

2つの図形の着色箇所の配置が同じか逆かの

みを判断する課題を color課題とした。画面が

呈示されてから実験協力者がキー押しの反応

をするまでの時間を測定し、反応時間とした。

,:~ ~-J 
図 1 実験 1の刺激
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2. 2 結果と考察

結果は、 rotationangleが 0゚ から 180゚ まで

の反応時間の傾きを算出し、比較した。それ

ぞれの課題で、無視すべき特徴がサンプル図

形とテスト図形の間で一致している条件、一

致していない条件での反応時間の傾きを比較

したところ、有意な差はなかった。

このことは、負荷なく特定の特徴を無視で

きることを示しており、イメージ操作におい

て、色と形の特徴は独立に操作することが可

能であることを示唆していると考えられる。

5

0

5

0

 

1

1

 

(
O
¥
S
E
)
伽
墜

e臣
紫
位
凶

normal mirror exchange mirror-
exchanee 

図 2 shape課題の反応時間の傾きのグラフ

3. 実験 2

3. l 実験方法

実験 2は、イメージ操作において、色と形

の特徴を統合して操作することは可能かを明

らかにすることを目的として行った。

実験協力者には、サンプル図形とテスト図

形が正像の関係(normal条件）か、鏡像の関係

(mirror条件）かの判断を求めた。

刺激として 6個から 7個の正方形からなる

左右対称な図形を 4種類作成した。そのうち

1つの正方形を赤に、別の 1つの正方形を緑

に着色した。着色によりはじめて左右非対称

となり、鏡像が決定する。このような刺激は、

形の特徴のみでは、正像か鏡像かの判断はで

きず、色と形の特徴を統合して操作しなけれ

ばならない。これらを exp条件とした。また、

着色を施す代わりに、変形させることで、左

右非対称な形とし、形の特徴のみで正像か鏡

像かを判断できる刺激を作成し、 ctr!条件とし

た（図 3参照）。 rotationangleは、 0゚ から 45°

刻みで 8種類用意した。

lt:11 1 L』
HtTu 図 3 実敦 2の刺激（上段exp条件下段：ctrl条件）

3. 2 結果と考察

実験 lと同様に、 rotationangleに対する反

応時間の傾きについて分析した。 nonnal条件、

mirror条件のそれぞれについて、 exp条件と

ctr! 条件の反応時間の傾きを比較したところ、

ともに有意な差がなかった。このことから、

イメージ操作において、色と形の特徴を統合

して操作することは可能であることが示唆さ

れた。
~10 

5

0

 

。¥
S
E
)

如堂

e臣
歯

2
以

己 戸

. exp条件 ctrl条件 'exp条件 ctrl条：件

I normal条件 mirror条件

図 4 実験 2の反応時間の傾きのグラフ

4 結論

本研究によって、イメージを操作する際の

色と形の特徴は、独立な操作も、統合しての

操作も可能であり、統合して操作しても大き

な負荷がかかることはないことが明らかにな

った。人間は、刺激によって、最も効率的な

方略を選択し処理していることが示唆された。
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強相関ペロブスカイト型酸化物 CaV03の電子状態＊

1. はじめに

次世代のデバイスを担う材料として注目さ

れているものの一つに、ペロプスカイト型化

合物があり、これまでに高温超伝導や超巨大

磁気抵抗、モット転移などの豊かな物性が確

認されている。このようなペロブスカイト型

化合物の中で、モット転移近傍での電子の振

る舞いを調べる目的で、常磁性金属である

CaVO叶こ対する研究が行われている。

2.LDAとLDA+U

物性の理論計算における基本的なポテンシ

ャル近似手法の一つに LDA(LocalDensity 

Approximation)がある。 LDAを用いた計算

では、金属に対しては非常に精度の良い計算

結果が得られ、多くの実験事実を説明してき

た。しかし半導体のバンドギャップを過小評

価したり、遷移金属酸化物などのモット絶縁

体を金属と評価してしまうなどの問題があっ

た。これに対して、局在軌道間の短距離相互

作用を LDAポテンシャルに取り込むために、

LDA+Uという手法が開発された[l]。この+U

法にもいくつか種類があるが、 AMF法[2]は

強相関の中でも比較的相関の弱い金属に適し

ていると考えられている。

LDA+U(AMF)は以下の式で表される。

心A+AMF(r) = VLDA (r) +Lu mm'Cnm'-u―心）
m' 

+ L (U mm'-J mm')(n咋―叱）
,n';,,m 

ここで nは占有数、 mは磁気量子数、バまス

ピンを表している。また UとJは有効クーロ

ン相互作用と有効交換相互作用パラメータで、

物質に適した値を用いなければならない。

* "Electronic structure of strong correlated 
perovskyte type oxide Ca VQ3" 
by Shin-ichi OHUCHI 

大内真一（学籍番号 200721522)

研究指導教員：松本紳

3先行研究と目的

CaVOsは僅かに酸化させただけで相関が

強まり絶縁体へ転移する事から、金属側のモ

ット転移近傍の電子状態を調べるための良い

対象と考えられている。これに対して、 Inoue

らは、 dHvA(deHass・van Alphen)実験と FL

APW+LDAによる理論計算を行い、その結果

を比較し、 CaV03のフェルミ面に関して報告

している[3]。彼らによれば、 CaVOsの本来の

結晶構造である斜方晶での理論計算は実験と

一致せず、立方晶と仮定して行った計算結果

が実験と一致すると報告している。しかし、

これは本来ならば斜方晶での計算結果が実験

と一致しなければならない。一方でNekrasov

らは LMTOによるバンド計算に LDA+U法

を用い、斜方晶 CaVO叶こ対する PES(Photo

Emission Spectra)の理論計算を行い、実験の

結果との良い一致を得ている[4}。

+U法は、一般的にはパラメータ的に LDA

のポテンシャルを補正する方法で、必ずしも

全ての相関が取り込まれているわけではない。

よって様々な物質や物理量に対して、その効

果を検証する事が求められている。そこで本

研究では、モット転移近傍における+Uの効

果を詳しく検証する事を最終的な目的として

いる。その第一段階として、金属側のモット

転移近傍にある CaVOaのdHvA振動数を+U

を用いて計算し、 Inoueらの実験結果と比較

する事で、 CaVO孔こ対する+Uの効果を検証

した。

4. 計算法

今回立方晶と斜方晶の CaV03の d軌道に

対して UとJの値を変えて、状態密度、バン

ド構造、フェルミ面、 dHvA振動数の計算を
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行いその変化を調べた。計算は、第一原理計

算システム WIEN2kを用いてFLAPW+LDA

+U(AMF)法により行った。計算に必要な各結

晶パラメータを表 1に示す。

表 l結晶構造パラメータ

斜
格子定数 [a.u.la= 10.048、b=14.255、C= 10.095 [3] 

方 格子角 I"l 
晶 RMT[a.u.l 

立 格子定数 [a.u.l

方 格子角1°l
晶 RMT[a.u.l 

5結果・考察

5.1立方晶

o:=/3=y=90 

Ca= 2.5、V=2.0、0= 1.4 

a=b=c=7.1053 

a=B=y=90 

Ca= 1.8、V= 1.8、O=1.5 

+U法を用いて計算したフェルミ面を図 l

に示す。図の左側の#1,......,#3は、 U=Oすなわ

ち LDA近似の場合と同じポテンシャルによ

るフェルミ面である。番号は、フェルミエネ

ルギーをよぎるバンドを識別するために付け

てある。また、図の右側は、 U=2.26Ryの場

合のフェルミ面である。立方晶 CaV03では

+Uによって、 0・2pとV-eg軌道に変化が見

られたが、恥上のV・t2g軌道には変化が無く、

結果としてフェルミ面と dHvA振動数にもほ

とんど変化は見られなかった。

#1~ #2 -
#1 #2_. __  

、、

#3 • #3' 
・トヽ

‘’ ． 
図 1 LDA+Uによる立方晶 CaVOaのフェ
ルミ面（左）U=O,J=O (右）U=2.26,J=O[Ry] 

5.2斜方晶

+U法を用いて計算したフェルミ面を図 2

に、 b・a方向の dHvA振動数を図 3に示す。

図 2の#1と#2のフェルミ面に示した点線部

の変化によって、斜方晶で計算した dHvA振

動数の結果が実験に近づく事が分かった。し

かし、その他の部分では、 +Uによって逆に

実験との差が大きくなった。

#3 
#3 #4 

a 

図 2 LDA+Uによる斜方晶 CaV03のフェ
ルミ面（左）U=O,J=O (右）U=0.4,J=O[Ry] 

図3 LDA+Uによる斜方晶CaVOaのdHvA
振動数（左）U=O,J=O (右）U=0.4,J=O[Ry] 

6結論

+Uによって理論結果の一部は実験と一致

する傾向が見られたが、今回の+Uによる変

化では実験結果全体を再現する事は出来なか

った。今後の課題として、 Vや 0のp軌道に

も細かく UとJを設定して計算を行う事や、

他の+U法についても検討する事が挙げられ

る。また、フェルミ面観測の他の方法として

コンプトンプロファイル実験があるが、この

コンプトンプロファイルなどの物理量に対し

ても+Uによる計算が求められる。
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個体差を考慮した楽器の音源同定に関する研究＊

1. はじめに

人間の音馨情報認識能力を計算機上で実

現する聴覚情景解析の応用として音楽情景解

析の研究がおこなわれている楽器の音源同

定（以下，楽器音同定）はその要素技術で音楽

音響信号から楽器に関する情報を抽出し楽器

を識別する処理である．本研究では，単楽器

の孤立発音を研究の対象とした

これまで，この研究分野[1][2]では楽器の個

体差は問題視されてこなかった．個体差とは，

同じ楽器における原材料，製作者，製作時期，

製作場所，演奏者などその楽器を構成する要

素の違いを指す．個体差により音色は変化し，

同じ楽器でも識別が困難になる．そこで，本

研究では楽器音同定の個体差による識別精度

の劣化を改善する処理を提案し，評価実験を

通じて有効性や課題，また，楽器音同定にお

ける個体差の問題について考察する．

2. 楽器音の個体差について

楽器は音楽の性質上以下の特徴がある．

・所望の音程，音色を得るために種類によっ

て異なった構造大きさを持っている

・同じ楽器種であっても各部の細かな構造，

構成材料が異なる場合がある

・材料として木材や皮のような均一性の確保

が難しい素材が使われる

以上の理由から，同じ楽器種でも個体差が生

じ，その影響で音色も変化する．また，影響

は楽器種によって異なることが予想される．

そのため，従来と同様，識別処理を一括して

行った場合，ある楽器には有効であるが他の

楽器には有効でない特徴量が含まれる可能性

がある．

*''StudiesonMusi.calins血 mentldentifirntion
Focusing on fudi辺uali切ciInstruments"切
MitsuguKAWAHARA 

3. 提案手法

川原三嗣（学籍番号 200721525)

研究指導教員：田中和世

副研究指導教員：三河正彦

そこで，本研究では識別処理を分割し，各

処理部で適切な特徴量を選択することを考え

る．そのための特徴量として，サプバンド出

力特徴を，識別処理として階層的識別手法と

各階層での特徴量選択処理を提案する．

3. 1サブバンド出力特微

サプバンド出力特徴は音響信号のパワース

ペクトルをサブバンドに分割し，それぞれの

バンドのパワーの時間変化を抽出したもので

ある[3].ケプストラムに似た特徴量であるが，

特徴ベクトルの要素と周波数との対応が明瞭

で選択処理に有効である．なお，本稿で述べ

るサプバンドは，ガウス型のフィルタ群を利

用して最大バンドの中心周波数が 8[kHz]で

バンド数が 128,すなわち中心周波数間隔が

66[Hz]となるサプバンドを使用した． 時間

変化についてはおよそ 250[ms]分を用いた

3. 2階層的識別手法と特微量選択処理

階層的識別手法はまず，楽器の発音機構・

形状などから階層を設定し，その上位から下

位へ順次識別を行い，最終的に到達した楽器

を識別結果とする[4].なお，各階層で用いる

識別器はk-NN法とした

各階層で有効なバンドを自動選択する手法

として重み付きサプバンド出力特徴を用いた

主成分分析(PCA)を採用する[5]. PCAを

行うデータはサプバンド出力特徴の各バンド

の時間平均である． 累積寄与率がo.9以上

となる主成分までを使用し，それらの主成分

係数を用いてサプバンド圧縮を行うことで近

似的にバンド選択を実現する. PCAでは分

散が大きい次元を重要な次元と仮定する．そ

のため低音域の分散が極端に大きい楽器音デ
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ータでは，分散が低いが重要度は高いバンド

が小さい重みになる可能性がある．そこで本

研究では PCAの前処理としてサブバンド出

力特徴に重み付けを行う．重み関数について

は予備実験で最もよい結果を得たものを採用

した

4. 評価実験

4. 1実験概要

楽器音データベース[6]の 18の楽器種を用

いた評価実験を行った本稿では以下の 4つ

の実験の結果を示す．

A)個体差を考慮しないデータセットに対し

て非線形 SVM(SupportVector Machine) 

で一括識別を行った場合

B)個体差を考慮したデータセットに対して

非線形 SVMで一括識別を行った場合

Cl)Bと同じデータセットに対して 3-2で説

明した階層的識別手法を用いた場合

C2)B,CI と異なる個体差を考慮したデータ

セットを用いて Clと同手法を用いた場合

なお，特徴量はすべて 3-1で述べたサプバン

ド出力特徴である．

4. 2結果と考察

結果を Table1に示す．総合はすべてのサ

ンプルデータのうちの正解数で，平均は楽器

毎の識別率の平均を表す．まず， Aの結果よ

りサプバンド出力特徴が楽器音同定で従来研

究と同等以上の識別精度を持つことがわかっ

たしかし，同じ識別手法でも個体差を考慮

した Bの場合，識別精度が大幅に劣化する

これに対して階層的識別手法を用いた Clで

は，全体の個体差による識別精度の劣化が改

善されている．ただし，楽器種によっては B

の方が良いものも含まれるまた，個体を変

えた C2の結果は Clとは大きく異なるこ

れより個体差の影響が複雑で，少数の個体差

から学習できる傾向が他の個体には当てはま

らない場合が多いことが予想される．

5. 結論

個体差を考慮した楽器音同定について述べた．

今後の課題として，識別精度のさらなる改善

Table 1 実験結果

楽器~ ~」 C1 02 

PF 100. 0 99. 6 92. 9 57. 1 

CG 98. 6 12. 9 14. 8 97. 1 

AG 98. 3 79. 5 69. 0 79. 5 

EG 99. 8 98. 6 87. 1 75. 7 

VN 98. 3 28. 3 56. 1 97. 2 

VL 96. 1 86. 1 87. 8 55. 0 

vc 99. 1 93. 9 84. 4 83. 9 

TR 96. 6 55. 2 36. 2 10. 0 

TB 100. 0 100. 0 90. 0 100. 0 

ss 97. 0 38. 9 61. 1 67. 8 

AS 97. 0 0. 0 52. 2 24. 4 

TS 96. 3 2. 2 30. 0 50. 0 

BA 99. 3 0. 0 24. 4 57. 8 

OB 95. 8 43. 0 60. 0 51. 1 

FG 98. 5 94. 3 83. 8 76. 2 

CL 95. 8 97. 5 87. 5 84. 2 

PC 98. 9 93. 3 98. 9 94. 4 

FL 95. 7 12. 4 17. 1 49. 5 

総合 98. 2 62. 6 65. 3 70. 2 

平均 97. 9 57. 5 63. 0 67. 3 

のために各階層での識別処理の最適化を行う

必要がある． また，楽器音データベースの充

実も含めた，楽器の個体差に関するさらなる

研究が必要である
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[3]川原三嗣他，音響学会講演論文集（春），

2・5・14, 917・918, 2008・3. 
[4]川原三嗣他，音響学会講演論文集（秋），
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携帯を利用したコミュニケーションの影響と教育実践への応用＊

—高校生に対する調査一

l. はじめに

現在では，高校生の日常生活において携帯

電話を用いたコミュニケーションが欠かせな

いものとなっている 1)2). 携帯電話は，いつで

もどこでも特定の人に連絡がとれるという特

性により， 日常生活になくてはならないコミ

ュニケーションツールとなったしかし，こ

の特性により，表面的な人間関係や携帯電話

への依存が促進されるという議論 3)や，携帯

メールの使用が盛んなほど関係が密になると

いったポジティブな報告 4)5)もあり，携帯電話

を利用したコミュニケーションが友人関係及

び精神的健康を計る「社会的適応」に与える

影響についての結果はこれまでのところ一貫

していないまた，携帯電話を利用したコミ

ュニケーションが一大文化といえるほど利用

されているのにもかかわらず，使い方や悪影

響の予防についての教育実践はほとんど行わ

れていない状況にある．

2. 研究目的

こうした状況を踏まえて，本研究では，次

の二点を検討することを目的とする．第一の

目的として，携帯を利用したコミュニケーシ

ョンと社会的適応との関係性について調査を

行い，先行研究の結果との検討を行う（研究 I).

第二の目的として，研究Iで得られた結果

* "The effects of communication by cellular 

木内泰（学籍番号 200721526) 

研究指導教員 薬袋秀樹

副研究指導教員 歳森敦

を踏まえて、携帯を利用したコミュニケーシ

ョンとネガティブな関係が見られた社会的適

応の側面を取り上げ，そのネガテイプな影響

を予防するための効果的な授業を考案し，そ

の授業の効果についての検討を行う．

3. 研究 I

3. 1. 方法

研究Iでは，茨城県内の私立高校 1校の 3

年生 242名を対象に，「携帯電話のメール・

通話の利用」と「社会的適応（親密性，つなが

りの不安，本音友人との行動，友人関係の満

足感）」の関係を検討するための一時点の質問

紙調査を行った

3. 2. 結果・考察

研究 Iでは，主に以下のような結果が示さ

れた．

第一に，「メール数」と「親密性」，「本音友

人との行動」に弱い正の相関が見られ，先行

研究に見られるポジティブな関係性が支持さ

れた．

第二に，メール利用低群において「メール

数」と「つながりの不安」，「親密性」の間に

弱い正の相関が見られ，部分的に先行研究に

見られるネガティブな結果についても支持さ

れた．

phone on interpersonal relationship and 4. 研究 II

application to educational practice : A survey for 4. 1. 方法

high school students" by Hiroshi KIUCHI 研究 IIでは，研究 Iの結果を踏まえ，ネガ
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テイプな影響をもたらし得る「つながりの不

安」に着目し，茨城県内の協力校 3校 18ク

ラス(720名）を実験群（教示のみ，教示とま

とめ），統制群の 3つの条件に分け，「つなが

りの不安」を低減するための教育実践を行い，

「社会的適応（ケータイ依存，つながりの不安，

依存対処項目，ネガテイプな性格）」に関する

3回の質問紙によりその効果を検討した．

4. 2. 結果蒻考察

「事罰の得点」を共変量、「実験条件」と「性

別」を独立変数、「事後の得点」を従属変数と

する共分散分折を行った結果、主に以下のよ

うな結果が示された．

第一に，つながりの不安を含砂ケータイ依

存についての授業を実施した結果，実験群に

おいて，授業の直後には，「依存度」，「ネガテ

ィプな性格」を低減し，「依存対処項目」を増

加する効果が見られた．

第二に，授業の 1か月後には，実験群にお

いて，「依存度」，「つながりの不安」，「携帯電

話の重要性」，「ネガティブな性格」を低減す

る効果が見られた．

第三に，実験群の「教示とまとめ」を実施

した条件において，主に「依存度」，メール利

用低群・つながりの不安の事前得点高群の男

子における「つながりの不安」，「依存対処」

を低減する効果が見られた．

第四に，実験群の「教示とまとめ」を実施

した条件において効果が確認された項目が多

く，教示だけでは十分ではなく，まとめまで

を含めた授業が効果的であった．

5. 総合考察

研究 Iでは，先行研究におけるポジティブ

な結果に加え，部分的にネガティブな結果に

ついても支持する結果となった．

研究 IIでは，主に実験群の「教示とまとめ」

を実施した条件において，今回用いた教示が

つながりの不安を含むケータイ依存に効果的

であった可能性が示唆された．

6. 結論

本研究では，携帯を利用したコミュニケー

ションと社会的適応の間に，ポジティブな関

係もネガティブな関係の両方が見られた．

また，本研究で実施した授業は，携帯電話

が「社会的適応」に及ぼすネガティブな影響

を低減するのにある程度効果的であったこと

が示唆された．今後は，より長期的な影響を

検討することが望まれる．

7. 参考文献
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評判情報の検索における隠語的造語法の応用＊

1 . はじめに

Web上の評判情報は，企業にとっては，自社の

商品やサービスを改善するための参考情報として，

消費者にとっては，商品やサービスの良し悪しを判

断するための参考情報として重要であるそこで，

評判情報を効率良く検索する手法について研究さ

れている．

水口ら[1]は，「対象物，属性，評価表現」の 3つ

組に基づいて評判情報を抽出した．対象物とは，

評価対象の名称，属性とは対象の構成要素，評価

表現とは属性に対する書き手の考えや思いである

例えば，「近所の電気屋は商品が高い」という文で

は，「近所の電気屋」が対象物，「商品」が属性，

「高い」が評価表現である．しかし，評価表現が明

記されていない評判もある例えば，「近所の電気

屋はいまだに定価で商品を売っている」という文は，

「商品が高い」ことを意味する評判であるにも拘わ

らず，「高い」という評価表現はない．

本研究は，評価表現のない評判情報を検索す

る手がかりとして，「隠語」に着目した. Webでは，

評価対象の企業名を隠語で表記することがあり，

同時に企業への批判が書かれることがある．例え

ば，「うちの家族は，どうもソフ0バンクに嫌悪感を

抱いています」というように，「ソフ0バンク」という隠

語を用いて「ソフトバンク」を批判する以上から本

研究は，隠語を用いて批判が書かかれたページを

検索する手法を提案し，システムを実装した

2. 提案する批判検索手法

本研究の手法は，対象の企業名を表す隠語を

自動的に生成し，その隠語を検索質問として Web

を検索することで当該企業の批判である可能性

が高いページを収集する．

2. 1隠語生成

国語学における隠語の研究では，使用者，使用

*、、AnApplication of Jargon-style Word Formation to 

Retrieving Reputations" by Tomoaki KIMURA 

木村友秋（学籍番号 200721528) 

研究指導教員：藤井敦

目的，造語法などに基づいて隠語を分類している．

このうち，本研究の隠語生成と関連するのは造語

法に基づく分類である．しかし，既存の造語法では

Webで使われる隠語すべてを分類することができ

ない．そこで， Webにおける隠語の造語法を特定

するために，「ソフトバンク」に関する種々の隠語を

人手で分析し，批判の検索に有効な造語法8種類

を特定したさらに各造語法について，企業名とそ

の読みを入力として，対象の企業を表す隠語を出

力する隠語生成器を実装した．以下，造語法ごと

に隠語生成の手法について説明する．また，「ソフ

トバンク」から生成される隠語の例を示す．

伏せ字企業名中の1文字を0に置き換える．「ソ

〇トバンク」，「ソフトバ〇ク」

英字化企業名中の 1文字をローマ字の先頭 l文

字に置き換える「Sフトバンク」，「ソフTバンク」

入力誤り企業名が日本語表記の場合は，企業名

の読みをローマ字に変換する．企業名が英語

表記の場合は，ローマ字読みできる文字列を

ひらがなに変換するただし，ローマ字読みで

きない部分はそのまま残す．「sofutobannnku」,

「そftばんk」

字種の変換企業名の読みを平仮名で表記し，さ

らに読みの一部をカタカナに変換する「ソフト

ばんく」，「そフトバンク」

表記の類似企業名の一部を見た目が似た文字

に置き換える．「ンフトバソク」，「ソフトパンク」

変換誤り企業名を任意の数に分割し，各プロック

を読みが同じ漢字や仮名に置き換える「祖父

と万苦」，「祖ふとばんく」

意味の類似企業名を任意の数に分割し，一部の

プロックを意味が類似する別の言菓に置き換え

る意味が類似する言葉はCyclone[2]を用い

て取得する「やわらか銀行」，「ソフト金庫」

発音の類似ある隠語で検索したページには，同

じ対象に対する別の隠語も存在する可能性が

ある．上記 7種類の造語法で生成された隠語
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で検索したページから，元の企業名と発音が似

た文字列を DPマッチングで特定し，隠語として

抽出する．「損フトバンク」，「ソフトバン糞」

2.2批判検索

2.1節の手法で生成した隠語を検索質問として

Webを検索する現在，検索には Yahoo![3]を用

いている. Yahoo! は，フレーズ検索を用いた場合

でも，検索質問が含まれないページを検索すること

がある．そこで，検索されたページのうち，隠語を

含まないページを削除する．

3. 評価実験

「ソフトバンク」，「アマゾン」，「不二家」という企業

名から生成された隠語を用いて Webを検索し，検

索されたページが批判かどうかを人手で判定した

ただし，実装した 8種類の造語法のうち「意味の類

似」と「発音の類似」は予備実験の結果，隠語生成

の精度が低かったため，実験には用いなかった．

また，各企業の英語表記である「SOFTBANK」,

「Amazon」,「FUJIYAJも正式名称なので，日本語

表記と英語表記の両方に対して隠語を生成した．

比較対象として，本文に元の企業名（非隠語）を含

むページを検索し，批判かどうか人手で判定した．

3. 1実験結果

各企業について，隠語で検索したページと非隠

語で検索したページの精度を比較した結果を表 l

に示す．括弧内は，批判文書数と検索文書数であ

る精度は，検索文書数に対する，批判文書数の

割合である．「ソフトバンク」と「アマゾン」では，隠語

を用いた方が批判検索の精度が高かった．「不二

家」では，隠語と非隠語で批判検索の精度に差が

無かった．

表 1:企業ごとの批判検索精度

ソフトバンク アマゾン 不二家

隠語 112.3%(64/522)17.4%(35/474) 16.0%(32/530) 

非隠語 3.1%(15/488) 0.7%(3/428) 6.0%(27/449) 

3.2誤り分析

提案手法で検索されたページのうち，批判では

なかったページを分析したその結果，生成した隠

語が「隠語を意図していない別の言葉」と偶然一致

することが主な原因だった例えば「不二家」から

生成された隠語である「フジ矢」で Webを検索する

と，工具製造業者である「フジ矢」について書かれ

たページが検索されたすなわち，この例では隠

語が元の企業名とは別の実体に偶然一致した

「隠語を意図していない別の言葉」には，「別の

実体」，「企業名の誤字」，「ハンドルネーム(Web

上のニックネーム）」，「中国語」，「語句の一部J,

「誘導目的」があった「語句の一部」とは，隠語が

ある文に書かれた語句と偶然一致する場合で，例

えば「不二家」の隠語である「藤や」が，「この公園

では藤や芭蕉がきれい」という文に一致する場合

である．「誘導目的」とは，企業名を入力誤りした

Webユーザを自分のページに誘導する目的で，意

図的に企業名の入力誤りが書かれる場合である．

「不二家」の隠語が非隠語と比べて精度に差が

無かった原因は，「不二家」から生成される隠語の

多くが「別の実（本」に一致してしまい，批判が検索

されなかった為である．この問題を解決するため，

検索質問分類手法[4]を応用し，「別の実体」に一

致する隠語の一部を分類することに成功した．別

の実体に分類された隠語を消去して「不二家」で再

検索を行ったところ，隠語での精度は 7.4%に向上

し，非隠語の精度 6.0%と比べて高精度で批判を検

索することができた．

4 おわりに

本研究は， Webで用いられる隠語の造語法を特

定し，一部の造語法について隠語生成器を実装し

た．さらに，自動生成した隠語を用いて Webを検

索することにより，企業に対する批判を効率良く検

索した．残された課題は，商品名などの固有名詞

にも提案手法を応用し，評価することである．

文献
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Webサイト閲覧時の注目点の移動とその誘因＊

ー認知心理学的実験による検討ー

1 . はじめに

インターネットはその膨大な情報が高速でやり取

りできるため，現在では重要な情報の媒体のひと

っとなっている.Webサイト制作者は見た目の綺麗

さはもちろん，使いやすさやユーザの関心を高め

るために，色やレイアウトなど独自の工夫をこらし

ている．その一方でユーザは Webサイトから自分

の欲しい情報を速やかに見つけられているのだろ

うか．また，何によって注意をひきつけられている

のだろうか．本研究では Webサイトの構成と Web

サイト閲覧時のユーザの注目点の移動の関係を調

べることにより，注目点の移動の誘因として色，表

記の影響を検討することを目的とする．

2 眼球運動測定による研究

大野(2000)は，ューザが必要とする情報を画面

から探し出す場面を設定し，その間の視線情報を

計測し分析することにより， Webページ上でユーザ

が注目する情報について調べた．その結果，ユー

ザは全体として画面右側よりも画面左側を，画面

下側よりも画面上側を先に見ているという傾向が示

唆されたこのように視線情報の測定により， Web

サイト閲覧中のユーザの注目点についていくつか

の重要な傾向が明らかになってきた

しかし，眼球運動測定だけで Webサイト閲覧中

のユーザの注意の性質について解明できるとは限

らない．そこで，本研究では注意特性をより多角的

* "Attentional shifts and factors guiding them 

on Web pages -Study by a 

cognitive-psychological experiment-" by Kie 

KOSAKA 

小坂貴恵（学籍番号 200721529)

研究指導教員：西岡貞一

副研究指導教員：森田ひろみ

に検討するために，「変化の見落とし現象」という

注意に関係する認知心理学的現象を用いて Web

ページ閲覧中のユーザの注意特性を調べる．

3 注意測定手法

ユーザの注意を測定するために近年心理学分

野で明らかになった「変化の見落とし」現象を利用

した変化の見落としとは，注目していない場所で

変化が起きてもそれには気づかないことを示す現

象であるこの現象を利用して注意を測定するた

めに，フリッカー法という実験パラダイムを用いた

これは画像 Aとそれを一部変化させた A'をグレー

のブランクを挟みながら交互に自動で切り替え，被

験者が変化に気づくまでどのくらい時間を要する

かを調べる実験である．プランクによって画像の切

替時に発生する運動信号が無効になるため，変化

部分に注目している時に画像を切替えないと変化

に気づけないしたがって，実験開始から変化検

出までに要した時間から注意の道筋を推測するこ

とができる．

4. Webサイトを対象とした実験

小坂ら（小坂，森田， 2007)は図 lに示したよう

にWebサイトのトップページの構成要素を，その機

能に基づきサイト ID,セクション，メインコンテンツ，

サプコンテンツ，ユーティリティの 5つに分類した．

トップページを用いたのはWebサイト中で最も構成

が整っているからであるこれら 5ヵ所のうちのどれ

かの要素を変化させ，通常のトップページとその一

部分を変化させたダミーページを刺激とした．そし

て，フリッカー法を用いて変化検出に要した時間を
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要素間で比較した．実験参加者は（セクション），（サ

イト ID),(メインコンテンツ，ユーティリティ），（サプコ

ンテンツ）の順に注意を向けたと考えられる．このグ

ループと注意移動順の関係を説明する要囚として，

構成要素0)位置と特性の 2つの可能性が挙げられ

てしヽる．

図 1 Webページの構成要素の例

5 本研究の目的

ヽ段階で注意を向けられたセクションと遅い段

階で注意を1、,.:i]けられたサブコンテンツを比較したと

ころ，色やコンテンツの表記が大きく異なっていた．

構成要素の位置と特性以外にも，これらの違いが

注意を向けた順に影響を与えたと考えられる．

そこで， VVebサイトの印象を大きく左右する ¥A/eb

サイトの配色，表記の 2つの要因が注意をひきっ

けやすい要囚と仮定し，検証していく．

6 実験

実験では小坂らの先行研究と比較するために，

同じ実験方法， Webページを用いた．

今回色，表記の影響をみるために，トップページ

全体を無彩色にしたもの，モザイクをかけ表記をわ

かりにくくしたものを用意した．実験の結果，もし色

の影響をなくしたにも関わらず先行研究（小坂ら，

2007)と同様にセクションの変化検出が早く，サブコ

ンテンツの変化検出が遅いならば，色は注意をひ

きつけるのに有効な要因ではないということがわか

る．

変化させる方法は先行研究と同様アイテムの消

去もしくは色の変化であるが，色の要囚をみるため

に無彩色にした画像では色相が反転しないため，

コントラストを反転させた．

変化部分の面積に関しては，認知心理学的に

「変化の見落とし」に影欝しないことがわかっている．

しかし今回の実験では念のため最も小さいサイト

IDを基準に，他の変化部分がサイト IDの面積の

80%-120%に収まるように調整した．

7. 結論

変化検出反応時間から，トップページを無彩色も

しくはモザイクにしたにも関わらず，通常のトップペ

ージを使用した時と同様に，ユーザはまずサイト ID

に注意を向けることがわかった．つまり，ユーザは

色や表記以外の要因によってサイト IDに注意を向

けていることが示唆される．そこで位置の影響，つ

まりサイト IDが常に画面の左上に配置されているこ

とが大きく関与していると考えられるこれは ¥A/eb

サイトにおける情報探索の視線情報を調べた研究

結果とも一致する．また，無彩色もしくはモザイク

にした場合のどちらも，通常のトップページを利用

した場合に比べて全体的な変化検出反応時間は

長くなったが，この点に関しては色，表記だけの影

響と限定することは難しく，他の実験操作による影

響の可能性も否定できない．

文献

[l] Ronald A. Rensink, J.Kevin O'Regan & James J 

Clark (1997). To See or Not to See: The Need for 

Attention to Perceive Changes in Scenes. 

Psychological Science, Vol.8, No.5, 368-373 

[2]大野健彦 (2000),¥A./eb画面における情報選択

行動と視線の関係映像情報メディア学会，

HIR2000-l l 8(Vol.24, No.3 8), 31-36 

(3]小坂貴恵，森田ひろみ.Web閲覧時の注目

の移動．日本認知科学会第 24回大会．東京．

2007年 9月．

-50-



視覚運動性手続き系列の記憶に関する心理学的研究＊

1 . 序論

字を書く、自転車に乗る、鍵盤をたたいてヒ°

アノを演奏する。日常生活において、我々は学

習により習得した多種多様な行動を行っている。

このような行動が 1つの単発的な動作から達成

されることはまれで、ある目的のために複数の

動作を決められた順序で組み立てて行うことが

求められる。特に、我々の日常生活においては、

視覚情報に基づいて決められた動作を行い、行

動の目的を達成することが多い。このような行

動に関与する記憶を視覚運動性手続き系列の記

憶と呼ぶ。この視覚運動性手続き系列の記憶に

関する研究手法として、 Hikosakaet al.(1999)は

連続ボタン押し課題を考案したが、まだ十分に

検討されているとはいえない。そこで本研究で

は、ボタン押し課題を利用して、視覚運動性手

続き系列の記憶のメカニズムについて心理学実

験により検討することを目的とする。

2 実験 l

実験 lでは、視覚運動性手続き系列の記憶に

おけるチャンクの存在とその大きさを検討する

ことを目的とした。ここで、本実験で用いたボ

タン押し課題について、 [2X 12]課題を例にした

具体的な手順を図 lで説明する。このような総

行程数 24のボタン押しからなる課題を、 2ボタ

ン押しからなるセット 12個で構成される[2X 

12]課題、以下同様に、 [3X 8]課題 [4X 6]課題、

[6 X 4]課題、 [8X 3]課題の 5種類準備した。それ

らの課題を行ったときの反応時間、特に、ボタ

ン押しタイミングに注目し、ボタン提示パター

ンによりボタン押しがどのようにグルーヒ°ング

* "A Psychological Study on Memory of 

Visuomotor-Procedural Sequences" by Masanobu 

SAKATA 

坂田正伸（学籍番号 200721533) 

研究指導教員：小高和己

副研究指導教員：森田ひろみ

されて記憶されるかを検討した。

実験の結果、 1セット当たりのボタン押し数

が2あるいは 3である場合、複数セットからな

るグループが形成され、 1セット当たりのボタ

ン押し数が 6あるいは 8である場合、動作時間

の分析から、逆に 1セットが複数のグループに

分かれる傾向がみられた。このように、ボタン

提示パターンによりセット間・セット内にグル

ープが形成され、これをボタン押し数に換算す

ると、おおよそ 4~6になることがわかった。こ

れらのことから、このグループはチャンクとみ

なせると考えられ、多くの場合その大きさが 4

~6のボタン押しの範囲内であるように、適当

な大きさを持っていることが示唆された。

-国国国
図I.2xJ2課題の実験手続きの概略：まず、タッチパ

ネルに 4x4行列のボタン枠と開始ボタンが提示され

る。開始ボタンを押すと、第 1セットの 2つのボタ

ンが赤く点灯する（上段の図の白部分）ことにより、最

初の試行（トライアルと呼ぶ）が始まる。 2つのボタン

にはあらかじめ順序が割り当てられている（下段の図

の数字）。この順序は実験協力者には教示されておら

ず、試行錯誤により正しい順序を探す必要がある。

ボタンを押す順序を間違えると、当該トライアルは

その時点で終了し、開始時の画面に戻り、再度開始

ボタンを押すことで第 1セットから次のトライアル

として始める。 2つのボタンを正しい順序で押し終え

ると、瞬時に第 2セットが提示される。どのセット

においても間違えたら開始ボタンからやり直す。実

験協力者はこのようなボタン押しを繰り返し、第 12
セットまで正解することを目標とする。なお、 トラ

イアルは第 12セットまで正解する（正解トライアル）

か、途中のセットで間違えた時点（不正解トライアル）

で 1回と数える。本実験では、正解トライアルを合

計 30回達成することで課題終了とした。
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1セット当たりのボタン押し数が少ない

ボタン提示パターン チャンク

ニ
1セット当たりのボタン押し数が多い

ボタン提示パターン チャンク

ニ
図 2. ボタン提示パターンに依存したチャンク構造

3. 実験 2

実験 2では、複数の系列を記憶したのちに再

生する手法を用いて、実験 lで確認できたチャ

ンクが、手続き系列の記憶および再生において

どのような役割を果たすのかを検討することを

目的とする。まず、 4ボタン押しからなるセッ

ト5個で構成される[4X 5]課題を 5種類用意す

る。実験協力者は視覚刺激ありの条件で通常の

ボタン押し課題を行う（これを原学習とする）。

原学習終了後、全く同じ課題を視覚刺激なしの

条件で行う（これを再学習とする）。 5種類のボタ

ン押し系列の学習が終わったあと、これらの系

列の中からランダムに選ばれたある系列の最初

のセットのみボタンを点灯させて系列全体を再

生させる（これを再実行とする）。このとき、セ

ットに注目して再実行のときのエラーを分析し、

チャンクの役割について検討する。

実験の結果、セットを単位としたエラーが一

定の割合で存在すること、系列間に同一セット

が存在した場合、それに続くセット同士が侵入

するエラーが高い確率で現れること、実行すべ

きセットと同じ実行順序（ステージと呼ぶ）に

ある他系列のセットが侵入するエラーが裔い確

率で現れることがわかった。

これらのことから、視覚運肌性手続き系列の

記憶と再生のメカニズムについて、図 3のよう

なモデルが考えられる。まず、系列は、チャン

クを構成要素として記憶され、このときにチャ

ンクのボタン押し順序とチャンク間の連結関係

の情報、および、チャンクの実行ステージが保

持されていると考えられる。再生時には、チャ

ンク間の連結関係の情報とチャンクの実行ステ

ージの情報にもとづき正しい系列として再生さ

れ、チャンク間の連結関係が十分に学習されて

いないと、チャンクの実行ステージの情報にも

とづき系列が再構成されることが示唆された。

系列Aの
記憶

系列Bの
記憶

冒
図 3.手続き系列の記憶と再生のメカニズム

4. 結論

本研究では、視覚運動性手続き系列の記憶に

関して、そのメカニズムを心理学実験により検

討した。実験 lから、ボタン押し課題において

は、ボタン提示パターンに依存してセット間あ

るいはセット内にチャンクが形成され、そのス

パンは 4,...___6のボタン押しの範囲内であること

が示唆された。実験 2から、手続き系列は、チ

ャンクを構成要素として記憶され、再生時には

その実行ステージの情報が比較的重要な役割を

担っていることが示唆された。このように、視

覚運動性手続き系列の記憶においてはチャンク

が形成され、手続き系列の記憶や再生における

基礎的な構成要素として機能していることが示

唆された。
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回答の根拠を提示するヘルプデスク型質問応答システム＊

1. はじめに

インターネットの普及に伴い、多種多様な情報が

Webに発信されるようになった。大量の Web文書

から有益な情報を抽出する代表的な手法としてキ

ーワード検索がある。しかし、「情報要求によっては

キーワードで表現しにくい」、「文書中のどこに欲し

い情報があるか分かりにくい」という問題があり、こ

れらを解決する手段として質問応答(QA)がある。

QAには、組織化された情報を用いて回答を推

論する「推論型」と、組織化されていない文書集合

から回答を抽出する「抽出型」がある。推論型 QA

は情報の組織化が高価であり、回答できる分野が

限定される。そこで、近年は抽出型 QAが注目され

ている。抽出型 QAは、対象とする回答の種類によ

って手法を分類することができる。名称や数値など

の客観的事実を答える「factoid型」、行動や手順を

答える「how型」、原因や根拠を答える「why型」な

どがある。本研究は how型 QAに焦点を当てる。

how型 QAの研究事例として、三原ら [1]の「ヘ

ルプデスク型 QA」は、行動を問う質問に対して、名

詞句と動詞からなる「行動表現」を回答として出力

する。例えば、「蜂に刺されたらどうすればいい？」と

いう質問には、「針を抜く」や「流水で洗う」などの行

動表現が回答となる。

しかし、三原らのヘルプデスク型 QAは、なぜそ

の行動を取るべきか根拠を提示しないため、ユー

ザは行動の適否を判断することが難しい。渡辺ら

[2]やMoriら[3]も取るべき行動を回答する QAの

手法を提案している。しかし、根拠も共に答える手

法は存在しない。以上より、本研究は、取るべき行

動を根拠と共に答える QAシステムを提案する。

2 提案する QAシステム

「蜂に刺されたらどうすればいい？」という how型

の質問をした人が「流水で洗う」ことの根拠を知りた

* "A Helpdesk-style Question Answering System 
Presenting Grounds for Answers" by Satoru SASAKI 

佐々木智（学籍番号 200721534) 

研究指導教員：藤井敦

い場合、「なぜ蜂に刺されたら流水で洗うのか？」と

いったwhy型の質問をするだろう。そこで、 how型と

why型の QAを組み合わせることで、取るべき行動

を根拠と共に答える QAシステムを提案する。当該

システムの構成を図 1に示す。ユーザが質問を入

力すると、「how型 QA」、「根拠を問う質問文の生

成」、「why型 QA」、「回答の統合」の順に処理を行

う。最終的に、行動表現と根拠を組み合わせた回

答が出力される。

2.1 how型 QA

ユーザが「蜂に刺されたらどうすればいい？」とい

った行動を問う質問を入力すると、その質問をクエ

リとしてWebを検索する。収集されたWeb文書から

「患部を洗う」や「針を抜く」など「名詞＋助詞十動

詞」という係り受け表現を抽出し、回答の候補として

出力する。回答の候補にスコアを付けて順位付け

するために、ヘルプデスク型 QA[l]の手法を用い、

さらに以下の拡張を行った。

• 「他人に聞く」や「情報を集める」などの名詞

が 2文字以下である行動表現はユーザの

情報要求を満たす可能性が低いため、スコ

アを下げる。

• 「トップに戻る」などの Webに頻出する表現

は誤答であるにも拘らず抽出されやすい。

そこで、 Webに頻出する表現のリストを人手

ユーザインタフェース

図 1:本研究で提案する QAシステムの構成
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で作り、登録された表現はスコアを下げる。

• 助詞が「が」や「は」である行動表現は誤答

である場合が多いため、スコアを下げる。

2.2根拠を問う質問文の生成

how型 QAで得られた行動表現に対し、その行

動の根拠を問う why型の質問文を生成する。例え

ば、 how型 QAにおいて、「蜂に刺されたらどうすれ

ばいい？」という質問が入力され、「患部を洗う」とい

う回答が出力された場合、「なぜ蜂に刺されたら患

部を洗うのか？」という why型質問文を生成する。

2.3 why型 QA

why型質問文が生成されると、その質問文をクエ

リとしてWebを検索する。収集されたWeb文書から、

「患部を洗うと毒を洗い流せる」といった根拠を抽

出し、回答の候補として出力する。 why型 QAは、

渋沢ら [4]の手法を拡張して用いた。

2.4回答の統合

how型 QAで得られた行動表現と、 why型QAで

得られた根拠を一つの回答として統合する。ここで、

根拠が得られなかった行動表現は不適切な回答と

してスコアを下げる。

3 実験評価

「2.1節で提案した how型 QAの拡張」と「how

型とwhy型のQAを統合」によって行動表現の順位

付けがどの程度改善されたのかを評価した。評価

尺度は、以下の式で計算される精度を用いた。

上位 N件の正解数
精度＝

N 

回答数 Nによる精度の推移を調べるために、出

力する行動表現を段階的に増やしていき、 Nの値

ごとに精度を計算した。結果を図 2に示す。グラフ

の横軸は行動表現の件数、縦軸は精度を表す。図

2中の系列 A、B、Cは以下の手法に対応する。

A: 三原ら [l]が提案した手法

B: 2.1節に基づいて Aを拡張した手法

C:Aにwhy型 QAを統合した手法

図2のAとBを比較すると、全体的に Bが優位

である。 2.1節で提案した拡張手法は有効であった。

しかし、 AとCを比較すると、全体的に Cは精度が

低い。正解の行動表現に対して、「Web検索にお

いて、根拠が書かれた Web文書が得られない」、
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図2:異なるスコア付け手法の比較

「抽出された根拠のスコアが低い」という why型 QA

固有の誤りによって、精度が下がった。

4. おわりに

従来の how型 QAには、取るべき行動を回答し

てもその行動を取る根拠を提示しないという問題が

あった。そこで本研究は、 how型 QAとwhy型 QA

を統合し、取るべき行動を根拠と共に答える QAシ

ステムを提案した。また、提案手法の有効性を実験

によって部分的に評価した。残された課題は、シス

テムを様々な観点から評価することである。
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語の反復度と共起関係を用いた包括的 Webナビゲーションに関する研究＊

1. 研究背景と目的

一般的な情報検索システムは，利用者からの

検索語の入力を受けて文書を検索する．このた

め，利用者が自らの検索要求を適切な検索語と

して表現できる必要がある． しかし，検索対象

の文書集合に含まれるような適切な検索語を利

用者が必ずしも想起できるとは限らないまた，

検索要求そのものが言語化しにくい場合もある．

このような問題に対応するため，複数の選択

肢を比較しながら所望の項目を選択していき，

最終的に所望の情報に到達する探索的検索

(exploratory search) [ 1]の重要性が高まってい

る．探索的検索においては，単に類似文書のラ

ンキングを表示するのではなく，現在地から複

数の方向への分かれ道を提示するような表示に

より利用者を支援する必要があると考えられる．

本研究では，関連する記事を効果的に提示し，

内容の理解や関係性の把握を支援するためのナ

ビゲーション手法として，包括的 Webナビゲー

ションを提案する．

2. 包括的 Webナビゲーションの提案

探索的検索においては，従来の情報検索や情

報推薦で重視されてきたような，文書を特定す

る能力の高いキーワードだけでなく，周辺的な

文書や異質な文書をつなぐ性質を持つキーワー

ドを提示して，利用者を別の文書が存在する範

囲へ誘導することが重要と考えられる．

提案手法におけるトピック間の遷移モデルを

図 lに示す．関連するトピック間ではキーワー

ドの一部が共有されると考え，キーワードの共

起関係を用いて複数の記事を局所的に関連付け

* "Comprehensive Web Navigation Method using 

both Word Adaptation and Co-occurrences" by 

Satoshi SHIMADA 

島田諭（学籍番号 200721537) 

研究指導教員：佐藤哲司

副研究指導教員：森嶋厚行

トピックを特定する語

,/ 

トピ ック A

I・ピック間をつなぐ話

トビック B

図 1提案手法におけるトヒ゜ック間の遷移モデル

ることにより，利用者がトピック間を渡り歩く

ことができるようにする．

2.1特定性と網羅性

情報検索システムを評価する際の尺度として，

検索結果がどれだけ所望の情報をカバーしてい

るかを示す網羅性(exhaustivity)と，どれだけ所

望の情報に絞った内容を含むかを示す特定性

(specificity)という尺度が知られている[2].従来

の検索では，特定性と網羅性を兼ね備えた語に

大きな重みを与える指標が用いられてきた． し

かし，同じ語であっても文脈によって高い特定

性を示したり，高い網羅性を示したりすると考

えられる．

本研究では，周辺的な文書や異なる文脈に属

する文書をつなぐようなキーワードを「網羅性

を示すキーワード」と呼び，文書を特定する能

カの高いキーワードを「特定性を示すキーワー

ド」と呼ぶ．

2.2社会ネットワーク分析

本研究では，探索的検索におけるナビゲーシ

ョンに求められる性質を，社会ネットワーク分

析[3]の指標であるネットワークのスモールワ

ールド性，および各ノードの次数中心性，媒介

中心性を用いて定義し，評価する．

スモールワールド性とは，短い距離で多くの

ノードに到達できる性質である[4].探索的検索
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図2関連付けによる記事のネットワーク

においては，ナビゲーション経路のネットワー

クがスモールワールド性を有するようにリンク

を生成すれば，利用者を短い距離で多数の情報

へ到達させることができ，多様な情報へのアク

セス性が確保できると考えられる．

また，網羅性を示すキーワードを，共起語の

ネットワークにおける，次数中心性が低い割に

媒介中心性の高いノードとみなすことで，提案

手法により抽出されたキーワードの網羅性を評

価する．

3. 提案手法の概要

提案手法では， トピックを特徴づけるキーワ

ードを利用者が選択することで関連記事が選ば

れ，記事に関連するキーワード集合が再提示さ

れる．利用者が興味を持ったキーワードを次々

に選択していくことにより，情報空間を探索的

に移動することができるようにする．

本手法では，文章を分かち書きするのに有効

とされる反復度[5]を拡張し，抽出されたキーワ

ードの反復度を閾値として「網羅性を示すキー

ワード」と「特定性を示すキーワード」とに分

類する．ある記事と別の記事との間で共起する

キーワードについて，特定性を示すキーワード

に高いスコアを，網羅性を示すキーワードに低

いスコアを与える．ある記事に出現するキーワ

ードが出現する別の記事について，そのキーワ

ードのスコアを用いて関連度を求める．関連度

の高い上位数件の記事を関連記事として提示す

る．提案手法により生成された記事のネットワ

ークの例を図 2に示す．
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4. 評価実験

提案手法の有効性を確認するため，新聞記事

データ，インターネット上に開設されている質

問回答サイトのデータを対象に，特徴語と記事

をノードとするネットワークを生成した社会

ネットワーク分析を用いて，ノード間の平均距

離，平均クラスタ係数の変化を調べ，提案手法

が生成するネットワークがスモールワールド性

を示すことを確認した．

また，語の共起をリンクとするネットワーク

を生成し，各語の次数中心性と媒介中心性を求

め（図 3), 提案手法により抽出した特徴語が，

包括的 Webナビゲーションに適した性質を示

すことを明らかにした[6].

あわせて被験者実験を行ない，提案手法によ

るナビゲーションが探索的検索の支援において

一定の効果を持つことを示した
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高校生を対象としたメディア・リテラシー育成のための授業の開発と評価＊

1. 研究背景

今日のような情報化社会では、メディアは青

少年の日常生活に浸透しており、最も利用時間

の多いテレビを含むメディア利用時間は 1日に

5時間を超える。メディアでは、制作者によっ

て意図的に構成された情報が伝えられるため、

受け手は、メディアから発信された情報をその

まま鵜呑みにせず、偏りなく読み解くことがで

きる力（メディア・リテラシー）を高めておく

必要がある。

日本では、学校教育にメディア・リテラシー

のカリキュラムが導入されていないが、これま

でに熱心な教員、研究者によっていくつかの取

組みが行われてきた。しかし、これらの取組み

では、授業時間数が多く他の学校での実施が難

しい、授業の効果測定及び評価を実施していな

いという課題があった。多くの学校でメディ

ア・リテラシーの育成を目指した授業を行うた

めには、これらの課題を解決できる授業案を開

発することが有用であると考えられる。なお、

現在、メディア・リテラシーの定義にはさまざ

まなものがあるが、本研究では、短時間で実施

する授業の中で扱う内容を絞り込むために特に

「メディアの読み解き」に焦点を当てることと

した。さらに、メディアの読み解きについては、

カナダのオンタリオ州が示している 8つの要素

の中で最も重要な概念である「メディアはすべ

て構成されている」を中心に扱うこととした。

*"Development and evaluation of media literacy 

class for high school students" by Shigeyoshi 

TAKANO 

高野恵義（学籍番号 200721540) 

研究指導教員：薬袋秀樹

副研究指導教員：平久江祐司

2. 研究目的

本研究では、高校生のメディア・リテラシー

を育成するための授業を開発・実践し（研究 1)、

授業による生徒のメディア・リテラシーヘの効

果を検討する（研究 2)。さらに、今後気をつけ

たい点、疑問点などについても尋ね（研究 2:

授業評価）、最終的に授業の改善案を作成する。

3. 研究 1

3-t. 予備調査

まず、授業で使用するメディアを決定するた

め、高校生 77名を対象に予備調査を行った。

その結果、高校生にとってテレビがもっとも

なじみがあり、理解しやすく、信頼度もある程

度高いと捉えられていたことから、テレビのコ

ンテンツを用いた授業案を立てることとした。

3-2. 授業の開発と実施

授業のテーマは、メディア・リテラシーの教

材として有用であると考えられているドキュメ

ンタリー番組が多く存在し、ある事象に対し、

複数の説が存在する「地球温暖化による海水面

の上昇」をテーマとした。授業の流れは、この

テーマにおいてテレビで報道された情報（海水

面の上昇の主な原因は南極である）とその他メ

ディア（インターネット、書籍）で放送されて

いる情報（海水面の上昇の主な原因は海水の熱

膨張である・南極の氷は増加傾向にある）の違

いを提示し、それぞれの資料の提示後、メディ

アによってすべての情報は構成されていること

についての解説を加えるように構成した。この

授業案に基づく実践は、茨城県内の私立高校の
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高校生 6クラス、 238名を対象として行った。

4研究 2

4-1. 授業の効果

高校生 238名を、授業を行ったグループ（実

験群）と、授業を行わなかったグループ（統制

群）に分け、授業を受ける前（事前調査）と受

けた後（事後調査）にメディア・リテラシーの

測定を行った。メディア・リテラシーの測定項

目に対する因子分析の結果、 3つの因子（「メデ

ィアの表現」、「メディアと社会」、「事実とメデ

ィア」）が抽出された。事前調査のメディア・リ

テラシーの因子得点それぞれを共変量、実験条

件および性別を独立変数、事後調査のそれぞれ

の因子得点を従属変数として共分散分折を実施

した結果、実験群において授業後に「メディア

と社会」をより理解している傾向がみられた。

4-2. 授業の評価

授業の評価は、授業に参加した生徒に今後情

報の読み解きの際に『どのような点に気をつけ

て情報を読み解こうと思うか』、『授業で理解す

ることができた点』、『学んだ上で疑問に思った

点』の 3つの質問に自由記述で回答してもらっ

た結果を集計した。自由記述を内容ごとにカテ

ゴリ化した結果、『どのような点に気をつけて情

報を読み解こうと思うか』では、主に「そのま

ま鵜呑みにしない」「他の情報源であわせて調べ

る必要がある」等のカテゴリの意見が多くみら

れた。これらの意見は生徒が「メディアはすべ

て構成されている」ことを理解し、その対処法

を自分なりに設計できるようになったと解釈す

ることができる。また、『授業について理解する

ことができた点』についても、「編集の効果」「鵜

呑みにしない」カテゴリの意見が半数以上の生

徒にみられた。また、「海面上昇について」の理

解もみられ、扱ったコンテンツのテーマについ

ても理解をしていたことが伺えた。一方で、「メ

ディアはなぜ情報を構成するのか」「情報を構成

しない場合どう違うのか」など、疑問点として

挙げられた点もあり、今回の授業では解説が不

十分であった箇所も具体的に示された。

5. まとめ

研究 lと研究2の結果から、開発した授業案は、

短い時時限数で実施可能であること、授業実施

の効果としては 「メディアと社会」因子で得点

が伸びる傾向があったこと、授業の評価からは、

生徒たちが「メディアはすべて構成されている」

の理解が概ねできており、また、コンテンツテ

ーマの理解も高まることからテーマ設定によっ

て他教科でも同様の実践が可能であることが示

唆された。一方で、授業の改善案として今回の

授業に対する疑問点についての解説を行う必要

性も示唆された。そこで、本研究では、生徒の

疑問点を解決することができるように、カナダ

のオンタリオ州によって示されたメディア・リ

テラシーの概念に当たる「メディアを読み解く

8つの要素」を追記するなど、より詳しい解説

付きの授業案（資料）を作成した。

本研究で提案した授業案が今後、高校生への

メディア・リテラシー育成のための授業として

現場で実践されることを期待したい。
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代数方程式のガロア群と折紙による解法について＊

1. はじめに

古代ギリシア時代から、作図は定木とコンパスの

みを用いて行うものとされてきた。定木とコンパスで

作図可能なのは 2次までの代数方程式の解である。

ギリシアの 3大作図問題が作図不可能問題である

ことは、 3次方程式、または超越数を含むことによ

る。

一方、折紙を用いた作図では、 3次以上の代数

方程式の解を折ることが可能である。 3次方程式に

ついては、実数係数による解法が既に示されてい

る[1]。4次方程式については、原理的に可解であ

ることが分かっている[2]が、具体的な折り方は示さ

れていない。

本研究では、 4次以上の代数方程式の折紙によ

る解法について、実数係数による折り方を探るため、

先行研究による解法例と、代数方程式の解の構造

を表すガロア群を基に検酎した。

2 代数方程式の折紙による解法

折紙の作図には、一つの折り目を折る single-fold

と、二つ以上の折り目を同時に折る multi-foldとい

う手法がある。 single-foldについては、 Huzitaの公

理[3]と呼ばれる 6つの折り方と、 Justin、Hatoriが

発見したもう1つの折り方により全ての作固を示せ

ることが知られている。 single-foldでは 4次方程式

までの、 multi-foldではそれ以上の次数の方程式

の解が折れるとされている。

2.1 4次方程式の解法

Edwards & Shurmanは円と放物線の共通接線か

ら4次方程式の解を求めている[4]。与えられた 4

次方程式の係数を基に円と放物線の式を作り、共

通接線の y切片を求めると、それがもとの 4次方程

式の解となる。 Edwards&Shunnanが挙げた具体例

から、実際に円と放物線の式、放物線の焦点と準

線の式を計算した。この方法では、変数変換が複

* "Solving algebraic equations by Origami and Galois 
groups" by Satoko NAKAMURA 

中村怜子（学籍番号 200721546) 

研究指導教員：森継修一

雑なため、実数係数から解の折り方を示すことは困

難であることを確認した。

2.2 5次方程式の解法

Langによる、 two-foldを用いた折紙による 5次

方程式の解法例[5]に対し、初等幾何による証明を

与えた。 Langは角の 5等分から導かれる 5倍角の

公式によって、 5次方程式の解法例としている。証

明により、この方法で導かれるものは 2倍角の公式

までであることが確認されたため、 5次方程式の解

法例としての妥当性には疑問が残る。 5次方程式

については、 Ghourabiらにより fou日oldで解けるこ

とが確認[6]されているが、これも角の 5等分による

ものであり、角度に限定した特殊な例である。

multi-foldによる代数方程式の解法について、

Langらは、代数的に可解な n次方程式については

(n-3)-foldで、代数的に可解でないものについて

は(n-2)-foldで解けることを主張している[7]。これ

は5次以上の代数方程式において証明がなされて

いないが、これが正しければ、折紙の作図によって、

代数的可解性を超えた解法を示すことができると

いうことになる。また、代数方程式の代数的可解性

と折紙による解法の間には何らかの関係があるとい

うことになる。

3 代数方程式のガロア群

ガロア群は、一般の 5次方程式の代数的解法

を求める中で発見されたものである。代数方程

式の代数的可解性は、その方程式のガロア群の

可解性に帰結する。

ここでは解の分類について、ガロア群の利用を

試みた。

3.1 4次方程式のガロア群

3次分解式g(x)のガロア群の位数mによる、有理

数体上既約 4次方程式fな）のガロア群の分類は以

下のとおりである。
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(I)m = 6のときG三ふ

(2)m =3のときG三 44

(3)m = IのときG=V

(4)m = 2のとき

{f(x)がg(x)の最小分解体内で既約のときG叫

f(x)がg(x)の最小分解体内で可約のときG::::Z4

3.2 4次方程式のガロア群と解の個数による分類

折紙による 3次方程式の解法において、実数解

の個数による 2通りの折り方が存在する。 4次方程

式についても解の個数による折り方の違いが存在

すると考えられる。 3次方程式については実質的に、

判別式による解の分類が可能であった。解のパタ

ーンが複雑になる 4次方程式について、解の分類

にガロア群の利用を試みた。 4次方程式を、 §3.1

で示したガロア群と解の個数によって分類し、該当

例を示した。結果は表1の通りである。

ガロア群 m 実数解0個 実数解2個

s、(475) 6(D>O) K4+x'+x+1 

6(D<O) x'-x-1 

A、(4T4) 3 x'+3x+9/4 

V(4n) 1 x4+3x+9 

D、(473) 2(0>0) x'-4x2+5 

2(0<0) x'+x2-1 

み(4n) 2 x'+4x'+2 

4T1-4T5:Mapleの関数galoisが出力するラベル

ー：理論上起こらない組み合わせ

実数解4恒

が-4xZ+x+1

x'-7x2+3x+l 

x'-lOX'+l 

x4-4x2+7/2 

x4-4K'+2 

表 1: 4次方程式のガロア群による分類

判別式との組み合わせにより、実数解 0、4個の

場合と実数解2個の場合が分類できることが分かる。

0個と 4個の場合分けについては、今後の検討課

題である。

4. おわりに

本研究では、 4次方程式と5次方程式の折紙によ

る解法について、先行研究の内容を検討し、一部

に証明を与えた。また、代数方程式の解の構造を

示すガロア群の利用を提案し、ガロア群と実数解

の個数による解の分類を試みた。

4次方程式について、円と放物線の接線から折

り方を求めるには変数変換が複雑であることを確認

した。また、ガロア群と判別式との組み合わせにより、

解のパターンを一部分類できることを示した。ガロ

ア群については、 multi-foldによる代数方程式の解

法について方程式の代数的可解性と折紙による解

法との関係が指摘されているため、今後、更に調

べていく必要があると考えられる。

5次方程式について、 Langのtwo-foldによる角

の 5等分に証明を与えた。この手法では実質的に

2倍角の公式までしか扱っていないことが確かめら

れた。従って、折紙による一般の 5次方程式の解

法については、今後改めて検討していく必要があ

る。
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Promoting the Utilization of Legal Information in Revolutionary and Innovative Times 

Tarnotsu NOMURA (Student Number: 200721551) 

Supervisor: Fumio SHIMPO 

Asst. Supervisor: Nobutaka SUZUK1 

1. Introduction customers'confidence in companies and may often 

trigger bankruptcy. We enter a period of upheaval around the globe, 

especially Japan. lnfocommunication technology has 

spawned a complicated society, diversified values and 3. Find out why Legal Information is needed 

an international community. Government has adapted Why is there a growing need for Legal 

itself to the rapid and drastic global changes: Information and why do we use it? My investigation 

implementing administrative reform and promoting the suggests mutual and organic aspects related to IT 

most thorough overhaul of the nation's judicial system revolution, Administrative Reform, Judicial System 

since the end of World War II. The Japanese Reform and changing Japanese legal awareness as 

government is working toward the introduction of a possible causes of this situation. 

new citizen judge system by May 2009. It brings Promoting the utilization of Legal Information 

justice closer to people and increases the potential to was triggered by the IT revolution. The 1990s has seen 

apply the law. This thesis rethinks the utilization of the IT revolution advance inexorably, sparking 

Legal Information. How should the utilization of Legal economic, industrial and social transformation on a 

Information in Revolutionary and Innovative Times be global scale. As this process progresses, the Japanese 

desirably promoted? people have been forced to discard many long-held 

concepts about government, business management, 

2. Grasp and analyze th I e current s1tuat10n persona economy, social ltves and virt叫 lyevery 

There is a growing social need for Legal other facet of their lives. They were also were called 

Information, in my opinion, for the following reasons: on to accept more clearly defined personal 

People are interested in the law. Recently, justice responsibilities. Therefore, Japan had to establish a 

has received considerable media exposure, while TV new social framework for the nation and the 

and films are increasingly covering legal programs, government implemented both Administrative Reform 

which earn high audience ratings. and Judicial System Reform. 

People hope to use the law. The volume of both Administrative Reform had sought to transform 

f ree and paying legal consuJtat1on has increased. th e excessive advance-control and adjustment type 

People and company want to be aware of the law. society to an after-the-fact review and remedy type 

A growing percentage of businesses are using legal society, in order to reform the bloated administrative 

databases. Some libraries provide specialized system and improve the q叫 ity of governance 

information services for legal applications, which (strategic aspects, integration, mobility) of the political 

represent an opportunity to increase the number of branches (Diet, Cabinet). Efforts to ensure disclosure 

library users. of adm1111strat1ve 111format1on and accountability to the 

People and company are increasingly aware of the public, achieve improvements in policy assessment 

need to abide by the law. More than 80% of companies functions, and establish transparent administration are 

have a compliance strategy(with the law and corporate already in the process of being realized. 

ethics), to which they oblige employees to conform. Judicial System Reform organically relates to 

Malicious violations of laws and ordinances reduce Administrative Reform. In fact, the need for 
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thoroughgoing reform of the judicial system has been 5. Future prospects for IT solutions related 

preached in Administrative Reform. Judicial System to Legal I 
． 

nformatwn 

Reform assumes the people's transformation from Progress in terms of informatization in the field of 

governed objects to governing subjects as a basic justice in Japan is insufficient when compared with 

premise and also seeks to promote such transformation other countries. This is apparent from the budget 

at the same time. One of the specific focal points is allocated for informatization. The budget for the 

encouraging popular participation in justice, known as Supreme Court was 3.7 billion yen, while in contrast, 

the'Saiban-in; (lay judge)'system. there was heavy mvestment 111 111format1zat1on, with 

Japanese legal awareness was changed by Judicial the government committing IO billion yen in public 

System Reform, which includes a new judge system. funds to the U.S. Of course, the Legal Information 

Consequently, justice has become closer to the people systems have improved immeasurably. It is particularly 

and we have the Legal Informatwn we reqmre. worth noting that these system are seamlessly 

connected to many databases or various government 

4. Support system of using Legal I 
． 

nformatwn services. However, m Japan, the Next Generation 

We know there are considerable needs for Legal Electronic Government project team was set up in 

Information. What solutions to meet such needs do we 2008, which has aimed to integrate all service and 

have? There seem to be two prominent types of systems. Unfortunately, it has a long way to go before 

solution: institutional and IT solutions. it approaches the field of justice. 

The institutional solution is the Japan Legal 

Support Center, which we refer to as Houterasu. It 6 
. 

. Constructmn of a new system to promote 

aims to provide information and services that will help the utilization of Legal Information 

resolve legal problems, despite being dysfunctional. Based on these results, I examined the 

About 80% of Japanese do not understand its name or possibilities for constructing a new system to solve 

work contents, while less than 1 % of people have ever issues of the Legal Information database and promote 

used it. the utilization of Legal Information. I constructed the 

The IT solution is a Legal Information database. system on a trial basis and named it LEXiALL. 

The Legal Information database became more LEXiALL can offer information that is relevant to 

accessible to the public as the electronic government legal consultation for general people with a database in 

took shape. E-gov. is designed to enhance individual Houterasu. In addition, LEXiALL connects other 

convenience and promotes the electronic delivery of database or various other government systems and 

administrative information, for example, Current agencies, for example, Current Statutes and 

Statutes and Regulations Database in the Ministry of Regulations Database, Judgments of the Supreme 

Internal Affairs and Communications. However, Legal Court. Besides, LEXiALL also ensures a smooth 

Information database are associated with certain transition between stages of researching, judging and 

problems. These include the fact that the database is using Legal Information because LEXiALL and e-gov. 

for legal professionals, involves hindrances to the free capable of accepting various applications and 

passage between the stages of researching, judging and procedures are linked. 

actually using Legal Information, and 1s not connected Although there 1s room for improvement m this 

to other databases or various government systems and system, it does raise the potential for LEXiALL to be 

agencies. capable of promoting the utilization of Legal 

Information on justice, administration and legislature 

in revolutionary and innovative times. 
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境界音場制御の原理を利用した音場の局所再生および音の指向性制御方法の研究＊

1はじめに

特定の領域のみに音を再生する技術として

「音場の局所再生」や「音の指向性制御」があ

るこの技術を応用すれば，空間を物理的に

遮蔽することなく，不必要な範囲への音の拡

散を防ぐことが可能となるまた，これにより反

射等の未知の影響を受けにくく，再生音の音

質向上への繋がると考えられるこれらの技術

の実現方法の 1つとして境界音場制御の原理

を用いた方法が提案されている[1][2].

そこで，本研究では音場の局所再生と音の

指向性制御のそれぞれについて，従来法の問

題を挙げその解決方法を提案するまた，提

案手法について計算機シミュレーションにより

その有効性を検証した

2 原理

境界音場制御の原理は，対象とする領域を

囲む境界上の音圧と音圧勾配を制御すること

により， 3次元音場内の任意の領域内の音圧

を制御できることを示す[3].この原理を用いた

システムは複数の制御音源を用いて，対象と

する領域を囲む境界上に設定された点“制御

点"の値を制御するこのとき制御音源の出

力を決定する制御フィルタH(w)は制御音源か

ら制御点までの空間の伝達特性G(w)の逆特

性G冗w)と所望の制御点特性A(w)の積により

得ることが出来る．

H(w) = G冗w)A(w) (1) 

* "Sound Field Localization and Direction Control of 

Sound Using Boundary Surface Control Principle" by 

Yasuharu HASHIMOTO 

橋本泰治（学籍番号 200721552) 

研究指導教員：田中和世

副研究指導教員：三河正彦

3. 音場の局所再生

音場の局所再生とは，空間中の局所的な領

域のみに音場を再現することである．

3. 1 従来法の問題点[1]

固定の制御フィルタのため，環境の変化に

より性能が劣化するまた，再生領域の形状毎

に要素配置を設計し直す必要がある音の再

生であり，音場の再生に至っていない．

3. 2 提案手法

適応フィルタ[4]を用い，障害物等による環

境の変化に対して制御フィルタを適応させるこ

と提案するまた，図1に示す制御ユニットを導

入したこれは，一方に目的音を再生し，他方

には音を抑圧する境界を形成する．更に，制

御層という領域を定義する制御層とは一方に

は音場再現を行う領域，他方には抑圧を行う

領域との境界を持つ領域である．任意の形状

の領域に対してこの制御層を設定し，制御ユ

ニットを配置することで容易に音場の局所再生

システムを設計出来る
,... ...................... . ••• 三
: Suppression control zon• • 

ュゲ＼二二二
ロ

費

Non-control zone 
五三デ゚ :t'

図 1. 制御ユニット

3. 3 シミュレーション結果例

提案手法を用いたシステムのシミュレーショ

ンを行った結果を図2に示す.(a)は制御ユニッ

ト3個を用いて直線領域(b)は制御ユニット8個

を用いて円形領域に局所再生を行った場合の

音圧分布である．
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(a)直線領域 (b)円形領域

図2. 音場の局所再生の音圧分布例

4. 音の指向性制御

音の指向性制御とは，音の再生方向毎の特

性を制御することである．

4. 1 従来法の問題点[2]

制御音源の配置として直線アレイを用いてお

り，形成できる指向性は軸対称の形状になると

ぃう制約があるまた，制御境界の形状には半

円を用いているが，検討の余地がある．

-15 

-18 

油

4. 2 提案手法

制御音源の配置として図3に上げるようなニ

次元的アレイ形状を用いることで，直線アレイ

における制約をなくすことが可能となるまた，

制御境界形状として，従来法の直接的拡張で

ある円形境界と楕円境界を提案する．

ロ
ロ ロロ□ ロロロ

ロロロロロロ ロ ロロロ
ロロロ
ロ ロロ ロロロ

(1) Cross (2) Circle (3) Matrix 

図3. 二次元的アレイ形状（口：制御音源）

(a)0 -
図4. 制御境界形状（口：制御音源）

(a)円形境界 (b)楕円境界

4. 3 シミュレーション結果例

提案手法を用いたシステムのシミュレーショ

ンを行った結果を図5に示す．
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図5 : 音源数 25, 目的方向 O[degJ

(a)円形境界(b)楕円境界

5 おわりに

提案手法により音場の局所再生システムでは

特定の領域のみに高い音圧を実現し，音の指

向性では一方向にのみ高い音圧の指向性を

実現できる事をシミュレーションにより示した
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XPath充足可能性問題の多項式時間可解な部分問題に関する研究＊

1 . まえがき

DTD DとXPath式pに対して， pの問合せ

結果が空でなく，かっ Dに関して妥当な XML

データが存在し得るか否かを決定する問題を

XPath充足可能性問題という．充足可能でな

い XPath式は，その問合せ結果が常に空とな

るので，実行を回避することが望ましい．

しかし， XPath充足可能性問題は一般に決

定不能であることが知られている[I]. このた

め，効率よく解くことのできる，同問題ので

きるだけ広い部分問題を発見し，その部分問

題を効率よく解くためのアルゴリズムを構成

することは重要な課題である本研究では，

このような部分問題を発見し，それを解くた

めの多項式時間アルゴリズムを構成する．更

に，アルゴリズムに関する評価実験を行う．

2. 諸定•

本研究では， XPath式として， XPathの仕様

(3]における絶対ロケーションパスで，軸を

child, parent, descendant, following-sibling, 

preceding-siblingの 5種に限定し，ノードテス

トは要素名のみかつ述語を用いないものを考

える.DをDTD,pを XPath式とする. Dに

関して妥当，かつ， p の問合せ結果が空でな

いXMLデータが存在するとき，pはDの下で

充足可能であるという. XPath充足可能性問

題とは， pが Dの下で充足可能であるか否か

を決定する問題のことをいう .Dの各要素の

内容モデルに同じ要素名が 2回以上出現しな

いとき， Dは duplicate-free[2]であるという．

* "A Study on Polynomial Time Solvable Subclass 

ofXPath Satisfiability Problem" 

by Yuji FUKUSHIMA 

福島雄司（学籍番号 200721554)

研究指導教員：阪口哲男

副研究指導教員：鈴木伸崇

3. XPath充足可能性問題のIt算複雑さ

まず， descendant軸を用いない場合における

XPath充足可能性問題の計算複雑さについて，

3SATからの帰着により以下の 2つの結果を

示した

定理 1: XPath充足可能性問題は， XPath式

の軸を childとparentのみに限定しても NP

完全である． ロ
定理 2:XPath充足可能性問題は， XPath式の

軸を child, following-sibling, preceding-sibling 

のみに限定しても NP完全である． ロ
次に， descendant軸を含む場合について考察

し，上と同様 3SATからの帰着により，次の

結果を示した．

定理 3:XPath充足可能性問題は， XPath式の

軸を child, parent, descendantのみに限定し，

かつ DTDをduplicate-freeかつ＊を含まないも

のに限定しても NP完全である． ロ

4. XPath充足可能性問題の検証アルゴリ

ズム

本研究で構成したアルゴリズムは， XPath

式のロケーションステップを前から順に処理

して木を構成しながら，ノードの妥当性を

DTDに照らし合わせて検証していく．ロケー

ションステップの最後まで木を構成すること

ができれば yes, そうでなければ noを返す．

descendant軸は 1つの軸から複数の異なるノ

ードに到達できるので，到達可能なノード数

に応じて木は複数構成される場合がある. D

をDTD,pをXPath式とする．このアルゴリ

ズムの時間計算量は， descendant軸を含まない

場合， Dが duplicate-freeであるとの仮定の下

で O(IPl(IPI+ IDI))であるまた， descendant
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軸を含む場合， Dが duplicazte-free, *を含ま

ず，かつ非再帰であるとの仮定の下で

0(1 I 12・JDl2・IPI)である．ここで， こは D

に出現する要素名の集合を表す．例として，

次の DTD とXPath式pを考える．

<!ELEMENT list (item j list)*> 

<!ELEMENT item (a)> 

<!ELEMENT a (#PCDATA)> 

p = /child:: list/child: :ite111/parent: :list/child:: item 

/parent:: list/descendant::a 

アルゴリズムにより木が構成される過程を図

lに示す．次のロケーションステップの処理

対象となるノードをカレントノードと呼ぶ．

ロケーションステップの最後まで木を構成で

図 1: 木の構成過程

5 評価実験

アルゴリズムを Javaで実装し，評価実験を

行った．まず， XMarkを用いて異なるサイズ

の XMLデータを生成する．次に，充足可能

な XPath式と充足可能でない XPath式をそれ

ぞれ 15個用意し，充足可能な XPath式に対し

て OverheadRatio[4], 充足可能でない XPath

式に対して SavingRatio[4]をそれぞれ求める．

XPath式の充足可能性の検証に要した時間を

c, 検索を実行するのに要した時間を eとする

と， OverheadRatioは(c+ e) / e, SavingRatio 

は(e-c)/eと定義され，いずれも 1に近いほ

ど望ましい

実行環境は CPU: Intel Core2 Duo 1.60GHz, 

メモリ： 2GB, OS : Windows Vista Business, 

使用言語： Java 2 SOK 1.6.0, XPath実行環境：

eXist l .2.2および SAXONb.9.1である

結果を図 2に示す. XPath式の実行にある

程度の時間を要する状況下においては， XPath

式の実行前に充足可能性検証を行うことは有

効であると考えられる．
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図 2: Overhead Ratio, Saving Ratio 

6. むすび

本研究では， XPath充足可能性問題につい

て，時間計算量に関する複雑さについて考察

し，同問題を解くための多項式時間アルゴリ

ズムを構成した．今後の課題として，より多

<. U)軸や OTD以外のスキーマ言語に対応し

たアルゴリズムの構成が挙げられる．

文献

[ 1) M. Benedikt, W. Fan, and F. Geerts, XPath 

satisfiability in the Presence ofDTDs, 

Journal of the ACM, Vol.55, Issue 2, Article 

8, 79 pages, May 2008. 

[2] M. Montazerian, P. T. Wood, and S. R. 

Mousavi, "XPath Query Satisfiability 1s 111 

PTIME for Real-World DTDs," Proc. Xsym 

2007, pp.17-30, 2007. 

[3] J. Clark and S. DeRose, eds., XML Path 

Language (XPath) Version 1.0, 

http://www.w3.org/TRJxpath/. 

[4] L. V. S. Lakshmanan, G. Ramesh, I-I. Wang, 

and Z. Zhao, "On Testing Satisfiability of 

Tree Pattern Queries", Proc. VLDB, 

pp.120-13 l, 2004. 

-66-



場面の連鎖構造を用いた物語の表現＊

1. はじめに

本研究の目的は物語を人間の捉え方に沿った

構造で表現することである．人間は物語を様々

な細かさや観点から捉えているが，ここでは特に

時系列順に出来事が並ぶ連鎖構造としての物

語を扱う．ここで提案するモデルは，物語の展開

や具体的なエピソードなどを場面の連鎖構造で

表すため，物語や物語形式の情報を話の内容

に即した形で表すことができる．

人が記憶している物語の内容には，印象に残

っている部分とそうでない部分の内容が混在して

いる．既存の類似研究には，主に認知科学の分

野で行われている体験やエピソードに関する記

憶物語理解のプロセスに関する研究などがあ

るが，人間が物語の内容をどう記憶しているかに

注目した研究は少ない物語の内容を人の捉え

方を反映した形で表現できれば，時系列を持つ

事象全般を表現することが可能になる．本研究

の応用としては，物語の検索や要約の作成，異

なる記述レベルが混在する時系列事象の記憶

や表現などが考えられる．

2 人の捉える物語の要素

人間の捉え方に沿った物語構造を表現するた

めに，人間の捉える物語に含まれる要素の検討

を目的として，物語に関する記憶についてインタ

ビュー調査とアンケート調査を行ったインタビュ

ー調査によって，物語についての記憶は以下の

7種類に分類できることが判った.(1)舞台情報，

(2)人物情報， (3)出来事情報， (4)時間情報，

(5)印象・感想 (6)ジャンル名， (7)長さ・形態

これらの分類の妥当性を検証するため，実在

する物語に関する記憶を文章で記述し，記述し

た文章に含まれる情報を分類するアンケート調

査を行ったその結果，物語の記憶に含まれる

要素は， (1)舞台情報， (2)人物情報， (3)出来

*・・Narrative representation model based o'n 

structure ot scene connections by Mio FUJII 

藤井美緒（学籍番号 200721556)

研究指導教員：真栄城哲也

事情報 (4)時間情報， (5)印象・感想， (6)ジャ

ンル名， (7)長さ・形態・執筆時期， (8)語りの形

式，に分類されたこのうちジャンル名は (1)~ 
(5)の組み合わせと置き換えることができ，印象・

感想を抱く対象は他の七種類の情報すべてと考

えられるが，その内容には個人差が大きく影響

する．また，語りの形式は物語の内容ではなく，

語られ方について述べる情報であり，長さ・形

態執筆時期は物語そのものではなく，物語の収

録媒体等に関する書誌情報などの付加的なt青

報である．

物語の内容に関する情報も，物語における設

定に関する情報と，物語内で起きる出来事に関

する情報の二つに大きく分けられる．設定に関

する情報には (1)舞台情報と(2)人物情報があり，

出来事に関する情報には (3)出来事情報と複数

の出来事間をつなぐ関係がある．

3 物語の表現モデル

調査結果に基づき考案した物語のモデル化

手法には，解釈による個人差が影響しにくい「動

作（出来事）」「人物」「時間」「舞台」の四種類の

情報を用いる調査結果では，この四種類のうち

の少なくとも一つ以上の情報を含む回答が，全

体の 93.1%を占めていたこのことから，物語の中

で起きる出来事と出来事間をつなぐ関係をもとに，

複数のレベルで定義した「場面」の連鎖構造を用

いて物語の展開や具体的なエピソードを表現す

るモデルを提案した．

3.1場面

場面は以下の定義で物語文から抽出した「ユ

ニット」の組み合わせから成るものとする．

(1)動作ユニット：動作一つを出来事の最小単

位と考え，文を構成する動詞ごとに一つのユニッ

トを割り当てる．

(2)人物ユニット：動作の主体が同じ登場人物
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である間を一ユニットとずる．

(3)時間ユニット：時間の経過を表す単語が現

れず，動作が連続して行われる間を一ユニットと

する．

(4)舞台ユニット：場所等の舞台設定が変化し

ない間を一ユニットとする．

ユニットとして抽出した物語の要素を複数組み

合わせることで，様々な基準の場面が抽出される．

ユニットの組み合わせ方次第で抽出される情報

が異なり，また場面の粒度も変わるため，物語を

複数の視点から階層的に捉えることができる．

3.2場面間の連鎖

場面を抽出した時，物語の特徴を見るには場

面間に現れる連鎖の形態が一つの指標となる．

連鎖は隣接する場面間の接続関係と定義し，飢

作ユニットから構成された場面を基準に関係の

種類によって分類を行う．分類の際に手がかりと

なるのは，場面同士をつなぐ接続語や指示語，

時間を表す特定の単語などである．ここでは日

本語の接続の分類を参考に，場面間に現れる連

鎖を， (1)転換， (2)順接， (3)逆接， (4)並列，

(5)修飾， (6)添加，の六種類に分類した．

4. 結果および考察

グリム童話集の初版から第七版まで収録された

物語から三つの抽象度の異なるレベルで場面を

抽出し，連鎖の構造を解析した．異なる版に収

録された同じ物語を比較することで，本筋が同じ

で細部の異なる類似した物語の構造を比較する

ことができる場面の連鎖構造は版によって形を

変えるが，その変化の傾向は場面の抽出単位ご

とに異なっていることがわかった．上位の階層に

位置し，より大まかに物語の構造を捉えるシーン

単位では，版を変えても場面の連鎖構造はそれ

ほど大きく変化しない．一部に見られた明らかな

構造の変化は，新規のエピソードが追加されるな

ど，物語内容そのものの変化を反映したものであ

った．一方，下位の階層に位置する節単位では，

場面の連鎖構造が版ごとの描写の変化に大きく

影響される．同じ出来事を描写した文章であって

も，文の表現や順庁が異なれば場面の内容や出

現順序にも差異が現れるため，版を変えると連

鎖の構造が細かく複雑に変化する．

次に，国語教科書に掲載されることが多い四作

品の内容に関する記憶とあらすじの記述を求め

るアンケート調査を行った．その結果，どの物語

でも内容記憶よりあらすじで抽出される場面の数

の方が少なくなる傾向が見られた．しかし，グリム

童話集の解析結果で見られたような，場面の抽

象度によって異なる連鎖の偏りは見られなかった．

これはあらすじの場面数が単純に記述の細かさ

を反映しないことを示している．あらすじに記述さ

れた文章は物語の中で被験者が重要と見なした

部分を抜き出した要約であるため，物語の内容

すべてが含まれるわけではない．また，抽出され

た場面の抽象度も様々なレベルが混在している

ため，すべての場面が均ーなレベルで抽出され

たグリム童話と単純に比較できない．

本モデルによって，物語の大まかな流れから細

部の表現内容のつながりまで，様々なレベルと

視点で物語の展開を表すことが可能になる．
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説明に用いられる視点に着目した知識メタデータの構築＊

, . はじめに

知識の流通星の増加は，目的の知識がどこに

も記述されていないという問題が回避されると

いうメリットが得られる一方，本当に欲しい情

報がノイズに埋もれてしまうというデメリット

も発生させてしまう．そのため， より効率的に

知識を得るための方法が求められる．

本研究では，情報の探索におけるメタデータ

や文献探索における構造化抄録を参考に，用語

の検索結果にどのような知識が含まれているか

を明確にし，内容レベルでの絞込みを行うため

の知識メタデータの作成を行う．また，知識メ

タデータに基づいた包括的な記述のためのテン

プレートを作成し，このテンプレートに基づい

た電子百科事典の作成について検討する．

なお，本研究においては，用語を概念として，

概念について記述される個々の説明文を知識，

それらの集合を情報として扱う．

2. 構簗方法

知識メタデータは，まず，国語辞典の説明文

から説明の視点の抽出を行い，その独立性を検

討することにより原版をまとめる．

次に，電子百科事典にその知識メタデータを

付与する作業を行い，問題点の発見を行う．

最後に，それを反映した最終版を作成する．

＊ 
"Construction of knowledge meta data based 

on categorization of explanation" by Hisaki 

HOTTA 

堀田 久貴 （学籍番号 200721557)

研究指導教員：中山 伸一

なお，原版の作成には新潮現代国語辞典第二

版を用いた．知識メタデータ（原版）の付与は

エンカルタキッズ百科の 1470語を対象にして，

スーパーニッポニカ，ポプラディア，マイペデ

ィアを用いて行った．

3. 結果

3. 1知識メタデータの構築

国語辞典から 23の説明の視点を抽出し，「モ

ノ」「コト」「動的表現」「静的表現」の指標を用

いて独立性の検討を行い， 19の項目からなる知

識メタデータ（原版）を作成した（表 2参照）．

電子百科事典の説明文にこの知識メタデータ

の付与を行った結果，「モノ」「コト」の扱いが

実際の説明文にそぐわないこと，及び直感的な

運用が難しいという問題点が明らかになった．

「モノ」「コト」の視点をはずし，場所のよう

な一部の説明の視点が他の説明の視点に従属的

な項目を除いて，表 lに示す 14の項目からなる

知識メタデータ（最終版）を作成した．

表 1 知識メタデータ（最終版）ーの項目
項目区分 項目

本質的特長 外見

性質 構成・成分
発生変化

全体もIEB

性質 性質

出来方
発生変化

変わり方

機能
利用

用途・用法

歴史 変遷

上位概念

概念的関係 下位概念

対比

等価の用語
用語的関係

反対語
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また，運用を直感的に行うためのツールとし

て，エンカルタキッズ百科事典の用語の区分を

基に知識メタデータと用語区分の対応表を作成

した．

3.2電子百科事典の説明文の傾向

電子百科事典マイペディアの説明文に付与し

た知識メタデータの状況を分析した結果，項目

毎の使用回数は表 2, 使用項目数毎の用語頻度

は図 lのように得られた．

表 2 電子百科事典における付与された知識メタデータ
（原版）の項目の傾向
項目 用いられた回数 用いられた割合

出来方 55 42% 

変わり方 54 4.1% 

外見 147 111% 

構成・成分 792 59.9% 

全体 26 2.0% 

機能 102 77% 

変遷 817 618% 

用途 151 114% 

用法 88 6.7% 

性質 421 31 8% 

上位概念 1089 82.4% 

場所 413 312% 

値・量 507 384% 

等価の用語 596 451% 

反対栢 34 2.6% 

対比 109 8.2% 

現象 74 56% 

状態 50 3.8% 

下位概念 52 3.9% 

"〇●鳥
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図 1 電子百科事典の一つの用語に対して付与され
た知識メタデータの項目数

4. 考察

作成した知識メタデータ（最終版）は，フレ

ームや意味ネットワークなどの知識表現法によ

る一般的な知識の表現の形式を全て包含してお

り，変遷等の時系列を扱うような知識表現法で

は扱いにくいタイプの知識の記述も扱えている

ことが確認できた．また，特定の概念について

14全ての項目についての説明文を作成するこ

とができた．以上のことから知識メタデータの

妥当性を示した．

また，知識メタデータ（原版）の項目毎の付

与状態の分析の結果， 4つが特に多く使われて

いる傾向と，電子百科事典に項目のあった 1322

語では， 1語当たりで用いられている説明の視

点が 7個以下の用語が 94.4%に及ぶ傾向が明ら

かになったこのことから，電子百科事典の説

明文は包括的とは言えないことが分かった．こ

の結果を受け，複数の用語について包括的な記

述の為のテンプレートによる説明文の作成を行

い，実際に説明文が作れることの確認と記述の

ためのテンプレートの有効性を確認した．

5. おわりに

知識メタデータを作成し，その有効性の確認

をしたまた，運用のための対応表を作成した．

さらに，知識メタデータをテンプレートとし

て説明文を作成することによる包括的な百科事

典の作成について提案した．

今後の展望としては，限定的で専門性の高い

知識へ知識メタデータが対応できるかの検討が

考えられる．
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青少年とインターネッド

ー違法・有害情報対策に関する近年の動向一

1. はじめに

インターネット上には様々な情報があふれ

ているが、社会規範から逸脱した情報が存在

していることは、もはや当然の事実である。

問題は、大人に限らず、子どもも、これらの

情報に接触してしまう可能性があることであ

る。しかし、ネット上の有害情報は、既存の

各種メディアと違い、違法・有害情報のみを

隔離することは困難である。情報は発信者か

ら受信者へとダイレクトに伝わるため、書籍

やビデオ・DVDの様に、流通段階でそれらの

情報を隔離することは困難である上、情報発

信者が無数に存在するため、「業界による自主

規制」のような自発的な規制が、事実上不可

能なためである。このように、既存のメディ

アで取られてきた青少年への違法・有害情報

対策を用意に応用できない中で、「青少年が安

全に安心してインターネットを利用できる環

境の整備等に関する法律（略称：青少年イン

ターネット環境整備法）」が第 169回国会に

て成立した。

本論文は、青少年とインターネットに関す

る検討会の議事録、各党の法案、その他の意

見文・声明文など、青少年インターネット環

境整備法が成立するまでの経緯を中心に検討

することによって、我が国における青少年の

インターネット利用に関する政策について、

現時点でどのような点が重要視され議論さ

れているのか、論点の整理を行い、考察と問

題提起を行ったものである。

• "Minors and the Internet・A Recent 

Approach to Protecting Minors from Online 

illegal and harmful information-" by Yuko 

MISHI畢

三島侑子（学籍番号 200721559)

研究指導教員：新保史生

2 我が国における青少年に対する違法・有害

情報対策に関する近年の動向

2.1 共通の問題意識

違法・有害情報への接触によって誘発され

る犯罪を防止し、青少年が被害者・加害者に

なることを防ぐため、何らかの措置によって、

青少年が違法・有害情報に接触する機会を減

らす必要があることは、国や地方自治体、教

育関係者、インターネット関連業界など、す

べての関係者が認めているところである。ま

た、その解決策の一つとして、フィルタリン

グを推進していくことが妥当として、議論が

始められた。

また、保護者が青少年のインターネット利

用について、知識や対処法などの情報を、ほ

とんど持っていないことも明らかになった。

2.2有害情報規制全体に関する議論・意見

フィルタリングを実施するにあたり、国が

「有害情報」を定義すべきか、また国により

フィルタリングを義務化すべきかなど、有害

情報規制そのものに関しては様々な観点から

激しい議論がなされている。

2.3モバイルフィルタリングに関する問題につい

ての議論

携帯電話におけるフィルタリングが抱える

問題点に関する議論は、以下の 4点にまとめ

ることができる

1)技術的問題に関する議論

・モバイルフィルタリングに関する技術

的な現状の把握と解決策について

2)法的問題に関する議論

・モバイルフィルタリングに関する法的

な整理の必要性について

3)経済的問題に関する鏃論

・フィルタリングによって起こりうる、

インターネット関係業界、利用者の経

済的損失の可能性について
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4) 運用上の問題に関する議論

・フィルタリングの推進及び実施の際に

起こりうる、運用上の問題について

2.4 第三者機関設立に関する議論

モバイルフィルタリングに関する問題を回

避する方法として、コンテンツの評価・認定

を行う、第三者機関を設立することが望まし

いと提案された。これらの議論については、

以下の 3点にまとめることができる。

1) 「何を認定するのか」という議論

2)「どのようなサイトを対象とするのか」と

いう議論

3) トラブルが起こった際の責任問題に関す

る議論

3. 考察誕今後の課題

近年の違法・有害情報対策についての議論

は、フィルタリングの普及促進の必要性と、

フィ）レタリング導入の際に起こりうる問題に

ついての議論が主であった。これは、インタ

ーネット上の違法・有害情報が、日本国内に

とどまらず、世界中で生産・流通される国際

的な問題であり、緊急に対策を検討しなけれ

ばならなかったからである。

我が国における青少年への違法・有害情報

対策は、各地方自治体が青少年保護育成条例

（青少年健全育成条例）などを制定すること

により、対策が図られていた。

しかし、インターネット上の情報は、雑誌・

本やビデオ ・DVDのような有体物ではなく、

しかも国際的に流通するものである。これら

の情報に関しては青少年保護育成条例で制限

することが不可能であったため、結果的に何

ら実効的な対策を講ずることができないまま、

野放しにされていたのである。これに対し何

らかの対策を打たなければならないという意

識は、国、保護者、インターネット関連業界

全体が共有する危機感であった。

特に、モバイルフィルタリングに関しては、

技術的。法的。経済的解決に向けた議論がな

されている。現在のモバイルフィルタリング

は、ネットワーク上に一律フィルタリングを

かける形になっており、 PCのようにユーザ

が自由に設定管理をすることができない仕様

になっている。そのため、フィルタリング技

術は末だ開発途上の段階にあり、制限しなけ

ればならないすべての違法拳有害情報を完全

に選り分けられるものではないため、これを

一律にネットワーク上に設定するモバイルフ

ィルタリングの仕組みが、インターネット関

連企業に不利益をもたらし、ユーザの利便性

も損なうおそれがあると懸念されている。

全国的に、しかも早急に、青少年に対する

フィルタリングを促進させるため、また運営

上の折り合いをつけるため、インターネット

プロバイダ、携帯電話事業者、コンテンツ業

界が中心となって、これらの技術的・法的・

経済的問題の解決を中心に議論が行われてい

る。

一方、子どもの教育に最も大きな責任を持

つ保護者の大部分が、これら違法・有害情報

対策に関する潮流に乗り遅れていることが明

らかになった。しかし、法案の審議過程にお

ける各委員会。検討会における議論において、

保護者教育の重要性について主張されるも、

以後、それについて発展した議論はされない

まま法律が成立した。少なくとも青少年イン

ターネット環境整備法について議論において、

青少年のインターネット利用と保護者の関係

は、重要視されていなかったと言わざるを得

なし‘。

青少年の問題に関して保護者が無関係であ

ってよいはずが無く、保護者への情報提供及

びサポートについてこそ、法律で何らかの支

援を約束する必要があったのではないだろう

か。これについての議論がほとんど行われな

かったことについては残念である。

いかにして保護者に対し情報提供を行い、

社会全体で支援していくか、具体的な施策を

講じることが今後の課題となるだろう。
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分散ファイル群高度管理のためのミドルウェアの開発＊

l. はじめに

近年，計算機による情報処理が日常のものにな

り，計算機が格納するデータ量は飛躍的に増大して

いるまた，コンピュータネットワークや各種デバ

イスの発達により，これらのデータは複数の機械に

分散して格納されていることが一般的である．例え

ば，大学の小規模な研究室でも，ファイルサーバに

格納されているファイル数が数十万を越える事は珍

しくないまた，それらのファイルのコピーや関連

ファイルはファイルサーバ内に留まらず，研究室の

各構成員のノート PCをはじめとして，様々な機

器に分散して格納されている．その結果例えば，

あるプロジェクトに関連するファイルがどこに散ら

ばっているのか，あるファイルの最新バージョンは

どれか，など，計算機に格納されているファイル群

の管理はますます困難になっている．

このようなファイル群の管理において大きな手

掛かりとなるのが，ファイル間の関連である．ファ

イル空間には，ファイルのコピーや参照関係などと

• いったファイル間の関連が多数存在している．これ

らの関連は， 1つの計算機に格納されているファイ

ル間にとどまらず，ネットワーク内の他の計算機上

のファイルとの間にも存在する．しかし，このよう

な関連に関する情報は既存のファイルシステムでは

明示的に扱われていないため，利用することができ

ない．そのため，ファイル間の関連を利用した既存

のアプリケーション (1](2]では，特定の関連を計算・

利用するための機能を個別に実現しているのが現状

である．関連を利用したこのようなアプリケーショ

ンの開発コストは一般的に大きく，既存の関連を利

用したアプリケーションの上に構築するという方法

も，それら既存のアプリケーションの多くが関連発

見とその応用を一体としているため困難である．

そこで本論文では，このようなファイル間の関連

を容易に利用するための基盤となるミドルウェアの

開発を行う．本ミドルウェアは，分散ファイル環境

において，異なる関連を統一的に発見•利用可能と

* "Development of Middleware for Advanced 

Management of Distributed Files" by Yuichiro 

MITSUMORI 

ご森祐一郎（学籍番号 200721560)

研究指柑教員：森11しり）＇｝行

副研究指導教員：杉本重雄

することで， 1月述を利JIJしたアプリケーションの関

連発見部分の開発コストを低減し，開発を容易にす

ることを目的としている．

2. コミュニティ情報空間ガバナンスプロジェ

クト

本研究で開発するミドルウェアは，コミュニティ

情報空間ガバナンスプロジェクトの一部として推

進したものである．本プロジェクトでは，クライア

ント PCやファイルサーバに格納されている多嶺

のファイル群の管理を行うフレームワークである

InfoSpace Governorの構築を目指している

本フレームワークでは個々のファイルシステ

ムではなく，コミュニティ情報空間 (Community

Information Spaces, CIS)と呼ぶ複数の構成員と

ファイルシステムを含む空間を管理の範囲としてお

り，既存のファイルシステムでは明示的に扱われて

いない，ファイル間の関連といったメタデータを保

持することにより，情報空間の管理を行う具体的

には，各クライアント PC上で InfoSpacePlugと

呼ばれるソフトウェアモジュールを動作させ，情報

空間に含まれる計算機やファイル間の関連を，メタ

データ DBと呼ばれるグラフデータベースに明示的

に保持する。そして，このデータベースを利用する

ことで，コミュニティ情報空間の管理を行う（図 1).

コミュニティ情輯空間(CIS)

図1 InfoSpace Governorのアーキテクチャ

3. 分散ファイル群高度管理のためのミドル

ウェア

本研究では， InfoSapceGovernorにおいて，ファ

イル間の関連発見およびそれを利用した高度ファイ

ル管理機能を提供するミドルウェアの開発を行う・

本ミドルウェアの特徴は次の 3つである.(1)単一
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の PCではなく，複数の PCに分散したファイル群

を対依としている. (2)既{r:O)フレームワークと I1: 

換ttがあり、できるだけその存在を意識させない．

(3)ファイルIIUO)『月辿など， t!1J:(rO)ファイルシステ

ムより嗚'it『なメタデータを利川 11f指．

こv)ミドルウェア丈尉O)ために，次0)4つの此糸

技術の開発を行った. (1)各クライアン 1、PCにお

けるファイル採作のロギング機弁E. (2)拡,Ju可能な

汎用のファイル関連発見エンジン. (3)ファイル群

胃岬0)ためのルール処刑機構. (4)発見した関辿を

利用するためのライブラリ．本論文ではこの中でも

特に，ファイル1及l迎発見エンジンを中心に盈明する

4. ファイル関連発見エンジンの開発

ファイル関連発見エンジンは，ミドルウェアにお

けるファイル間の関連の発見• 利用を汎用的に行う

ための基盤として構築されている．本エンジンは，

InfoSapce Plugにより収集した情報を，関連計算

モジュールと呼ばれるコアモジュールによって処理

し，メタデータ DBに格納して利用することで実現

される．本エンジンの特徴は， (1)プロセスを分け

ることによる効率的な関連の発見， (2)拡張可能な

プログラムインタフェースの提供， (3)分散ファイ

ル環境への対応，である．

4.1 効率的な関連の発見

関連計算モジュールでは，関連の発見を効率的に

行うために，プロセスを関連の候補を生成を行う

Cadidate Generationプロセスと候補の検証を行

うIf1spectionプロセスの 2つに分解する（図 2い
ビロロロJ

ファイルノード鱒

ヽ

図 2 関連発見モジュールのアーキテクチャ

前者のプロセスでは簡単なチェックだけを行い，

厳密な検証は後者のプロセスで行うことにより，実

際に検証を行うファイル群を絞り込みを行うことが

できる．このように関連の検証を効率的に処理する

ことで，関連発見の計算コストの削滅を図っている．

4.2 拡張可能なプログラムインタフェース

本エンジンでは，それぞれのプロセスに対応する

抽象クラスである， CandidateGeneratorクラスと

Inspectorクラスが用意されており，このクラスを

関連の種類ごとに実装してエンジンに登録すること

で，新たな関連が利用できるようになっている．こ

のクラスの文装には， InfoSpacePlugが収止した

情報などを提供するライブラリが利用可椛である

4.3 分散ファイル環境への対応

実際にファイルか分散する環境では．クライアン

卜ば常にサーバと接紐してし＼るわけてはなし、ため，

関連の発見を行うタイミングが巽なってしまうま

た，閲辿発見処刑をすべてクライアント側で行うと

レスポンスに支障がでてしまう．これらの問題を解

決するために，閲迎発見モジュールをクライアント

とサーバに分散配置し，適切に動作するように設計

した

4.4 評価

本ミドルウェアを利川した場合に，閲連の発見機

能の実装に必要とするコード量と，利用しなかった

場合のコード州を比較した．利用しなかった場合の

コード量は， ミドルウェアの関連発見に関するコー

ド行数を加算したものである．図 3は，分敗ファイ

ル環境でコピーの関連を発見するのに必要なコード

量の比較である必桜なコード量が大きく減ってお

り，関連を利用したアプリケーションの開発コスト

を大幅に削減できると考えられる．

I本ミドルウェアの利用 II行数（行） I 

I :~II 
>

図 3 必要なコード行数の比較

5. まとめ

本研究では，分散ファイル群高度管理のためのミ

ドルウェアの開発に取り組んだ．具体的には，既存

のファイルシステムでは明示的に扱われない，ファ

ィル間の関連といったメタデータを利用可能にす

る屈盤を構築した．対象とするのは，複数の叶算機

に分散して格納されたファイル群である．本ミドル

ウェア利用により，分散ファイル群管理のためのア

プリケーションの開発が容易となると考えられる．
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キリルモンゴル語Webページの縦書きモンゴル語への自動変換システム＊

1. はじめに

縦書きモンゴル語の書き方の特殊性のため電子

化が遅れており、 Webでは縦書きモンゴル語で提

供されている情報が少ない。一方、キリルモンゴル

語の Webページは多醤に発信されている。そこで、

本研究では縦書きモンゴル語圏の人々により多く

の Web情報を利用できるように、キリルモンゴル語

Webページの縦書きモンゴル語への自動変換シス

テムを開発する。

2 モンゴル語 Webページとその閲覧

モンゴル語には主に二つの種類がある。一つは

縦響きモンゴル語で、もう一つはキリルモンゴル語

である。現在、キリルモンゴル語は主にモンゴル国

で使用され、縦書きモンゴル語は主に中国の内モ

ンゴル自治区で使われている。

キリルモンゴル語は左から右へ横書きで記述さ

れ、行はKから下へ進む。一方、縦書きモンゴル

語は上から下への縦書きであって、行は左から右

へ進む。従来の縦書きモンゴル語の表示には、ソ

フトウェア毎に独自に文字コードを定義しているた

め互換性に乏しい。 WindowsVistaはUnicodeの

縦書きモンゴル文字に対応している。ただし、特に

レイアウトを指定しなければ文字が横倒しで、横書

きになる。最近、 WindowsVistaが縦書きモンゴル

語の表示に使われ始めたがまだ普及していない。

一方、キリルモンゴル語は、テキストの電子化が進

んでいるので Webページの多くは標準化された文

字コードで提供されている。

縦書きモンゴル語の Webページの数は非常に

少ないがキリルモンゴル語の Webページは多量に

* "A System for Automatic Conversion of Cyrillic 
. Mongolian Web Pages into Vertical Mongolian 
Script" by Hongxia Gao 

高紅霞（学籍番号 200721566)
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ある。ただし、内モンゴル自治区では、ほとんどの

人々はキリIレモンゴル語の読み書きができない。そ

こで本研究では、モンゴル語の Webページの閲覧

を支援するためにキリルモンゴル語 Webページの

縦書きモンゴル語へ変換システムを開発する。

3. キリルモンゴル語から縦書きモンゴル語へ

の文字変換

本研究では、キリJレモンゴル語から縦書きモンゴ

ル語への変換を以下のように行っている。

「伝統的モンゴル語と現代モンゴル語を対象とし

た双方向的な翻字手法」[l]というキリルモンゴル語

から縦書きモンゴル語への変換における先行研究

がある。本研究では、 [l]で提案したキリJレモンゴル

語から縦書きモンゴル語への変換手法を利用す

る。

また、 Webからキリルモンゴル語と縦書きモンゴ

ル語の単語の対照辞書[2]を、 [l]で解決できなか

った不規則な語や固有名詞の問題を解決し、翻字

精度を上げるために利用する。

それらに加えて、キリルモンゴル語から縦書きモ

ンゴル語へ変換する際の複数形の表現問題の解

決のために表 1の対応表を定義した。

キリルモンゴル語から縦書きモンゴル語へ変換

表 lキリルモンゴル語と縦審きモンゴル語の複数形の対応

キリルモンゴル語の複数形 縦書きモンゴル語の複数形

-11 y y ,II. -..,,J、-,wl

~HyyJI -.J 

- {11,H,JI,p} JJ: ~ .,...J、-:,ffi 

~i-f C - -I 、_.,

-Hy  y JJ. ～△4、～△~、～△ -,.,..,,J 
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する際には、キリルモンゴル語に対して縦書きモン

ゴル語の変換候補が複数になる場合がある。その

場合、文章の中でどの意味で使われているかが分

からないと適切な候補を選べないので、本研究で

はユーザが複数の候補から適切な候補を選べるよ

うにした。

4. 縦書きモンゴル語へ変換後のWebページの

レイアウト変換

文字変換後の縦書きモンゴル語 Webページの

レイアウトを変換しないと横倒しで読みにくく、ユー

ザにとって不便である。一方、キリルモンゴル語

Webページの全体のレイアウトが横書きを主体とし

ているので、縦書きに変換するとレイアウトが崩れ

て、かえって読みにくくなる恐れがある。

文字変換後の縦書きモンゴル語 Webページの

レイアウトを縦書きにするために

writing-modeをHTML記述に追加する。本研究で

はその追加対象となる HTML要素と付与方式を定

めた。ただし、現時点では Webプラウザの制約の

ため、縦書きモンゴル語文章の行の進む方向が逆

になり、 Webページの画像が右回りに 90度回転さ

れることがある。

CSS の

5 関連研究

同じ言語における文字変換という点では、「漢字

かな自動変換機能等を備えたインターネット学習

システムの開発」[3]という研究とWeb上の漢字をひ

らがな文字に変換して表示できる Webプラウザ「ひ

らがな・なびぃ」[4]がある。しかし、 [3]と[4]では漢字

をかな文字に置き換えてしまうため、文字数が増え

てレイアウトが変わり、見づらくなることがあるが、そ

の解決には至っていない。

6. システムの実現

本システムはプログラミング言語 Rubyを用いて

開発した。また、 Webアプリケーションフレームワー

ク Rubyon Railsとデータベース管理システム

Mysql を用いた。本システムを利用する際は

Windows VistaとInternetExplorerを用いる必要が

ある。

7. システムの評価

本システムを用いて、 24件のキリルモンゴル語

Webページを縦書きモンゴル語へ変換した。その

結果、 18件は正常に変換でき、 1件は縦書きモン

ゴル語に変換されたが、レイアウトは横倒しになっ

ていた。 3件は変換後の Webページで文字化けが

生じた。 2件は縦書きモンゴル語に変換できなかっ

た。誤った文字コードが指示されている Webペー、

ジが存在し、それらは正常に変換できないことがわ

かった。図 1は正常に変換できた Webページの例

である。
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図 l正常に変換できた Webページの例

8 おわりに

本システムを使用することにより、縦書きモンゴ

ル語圏の人々はキリルモンゴル語が分からなくても、

キリルモンゴル語 Webページを閲覧でき、より多く

の情報を取得できる。残された課題としては、行の

進行方向の対応やより見やすいレイアウトの調整

が上げられる。
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新規プ日セスで作製されたシリコン微細 MOSトランジスタの EDMR分光研究＊

大崎純一（学籍番号 200721523)

研究指導教員：梅田享英

副研究指導教員：磯谷順一

1. はじめに

シリコン(Si)でできた MOS構造）、ランジス

タ(MOSFET)はあらゆる大規模集積回路(LSI)

の基本累子となっている。この MOSFETの微

細化と高性能化は、コンピュータの高速化や‘「青

報記憶媒体の大容鼠化をもたらし、清報通信技

術の著しい発展に寄与してきた。しかし今後、

さらに MOSFETの微細化や高性能化を実現す

るには、 MOSFETの動作に悪影響を及ぼず「結

晶欠陥」の問題を解決しなければならない。

私たちの研究室では、 MOSFET内に含まれ

る結晶欠陥を、電流検出型電子スピン共嗚分光

(EDMR: Electrically Detected Magnetic 

Resonance)法を用いて評価を行っている[1]。

EDMR法とは、半導体デバイス中を流れる電流

から電子スピン共鳴現象を検出する方法であり、

そもそも、電子スピン共鳴分光法(EPR)とは、

半導体などに含まれる結晶欠陥について、その

種類や構造など原子レベルで解析できる強力な

実験手出である。

本研究は、この EDMR法を用いて、以下の

2種類の新型 MOSFET評価し、新規プロセス

によって MOSFET内部の結晶欠陥がどう変化

するのかを調査・考察した。評価試料はエルヒ°

ーダメモリ（掛からご提供頂いたケート長 0.08

~O.lμmの最先端 MOSFET試料である。

2. フッ素注入を行った MOSFETの評価[2]

2.1 フッ素注入プ日セスのねらい

MOSFETを使用した LSI製品の代表に、ダ

イナミック RAM(DRAM)がある o DRAMは揮

発性メモリで、記憶の維持には電力を必要とす

る。電力を必要とする訳は、 MOSFETがOFF

* "Electrically detected magnetic resonance study of 

sub-micron silicon transistors with new fabrication 
processes." by Junichi OHSAK.1 

状態（電流オフ）の時にも流れてしまう「リー

ク電流」と呼ばれる電流にある。フッ素注入プ

ロセスを DRAMの MOSFETに施すと、この

リーク電流を大幅に減らせることが報告されて

いる[1]。その理由として、リーク電流の主因と

される VO欠陥 (Si結晶中の Si空孔程箋素複合

欠陥[1])と呼ばれる結晶欠陥とフッ素が結びつ

いて Si-F結合を作り、 VO欠陥を無能化する効

果があるのではないかと推測されている。

そこで、本研究の 1つ目のテーマとして、フ

ッ素注入によって MOSFET内部の結晶欠陥が

どのように変化するかの評価を行った。

2.2フッ素注入プロセス MOSFET評価結果

フッ素注入 MOSFET(フッ素濃度:::;1018 

/cm3)を EDMR測定したとごろ、 2種類の信号

を翫測した。 1~ 目は従来型 MOSFET(フッ素

注入なし）でも観測されていた VO欠陥の信号

（図 l(a)(b))。2つ目は従来型 MOSFETでは見

られない（図 l(c))、フッ素に関連した荊しい結

晶欠陥の信号である（図 l(d))。

この 2種類の信号について考察すると、まず、

リーク電流の測定で従来型と同様に VO欠陥が

そのまま見えることから、フッ素注入を行って

も依然として無能化されていない VO欠餡が存

在していることが分かった。これは、フッ素が

。
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足りなかったのではなく、逆に、過剰なフッ素

が凝集して新しい欠陥が作り出されたためだと

考えられる。その新しい欠陥が、図 l(d)の pn

接合順バイアスで確認された新しい信号に対応

する。この欠陥は FnVm欠陥 (n個の Si-F結合

が集まった欠陥）ではないかと推測される。 Si

中のフッ素に関連する電子スピン共鳴信号を観

測したのは本研究が初めてである。

以上の結果を総合すると、 VO欠陥の無能化

のためには低濃度(1014-1016 /cm3)のフッ素注

入プロセスが効果的なのではないかと思われる。

3 溝ゲート構造 MOSFETの評価[3]

3.1 溝ゲート構造 MOSFETのねらい

MOSFETの微細化はLSIの著しい高速化や

大容量化を可能にしてきた。しかし従来の 2次

元型 MOSFETでは物理的限界によって微細化

はもはや不可能に近づいている。そこで、 Si基

板に溝を掘り、 3次元的にゲート構造を作り込

むことによって更なる微細化を可能にする「溝

ゲート構造 MOSFET」が考案された[4]。

本研究の 2つ目のテーマとして、この溝ゲー

ト構造 MOSFETにはどのような結晶欠陥が発

生しているのかを評価した。

3.2 溝ゲート構造 MOSFET評価結果

作製プロセスが異なる複数の溝ゲート構造

MOSFETのリーク電流をEDMR測定したとこ

ろ、 3種類の信号が観測された。 1つは従来の 2

次元型 MOSFETでも観測されていた VO欠陥

の信号（図 2(a)(b)(g))。2つ目は溝ゲート構造

MOSFETにのみ共通して見られるブロードな

信号（図 2(d)-(f))。3つ目は作製プロセスによっ

て発生したりしなかったりする超微細分裂信号

である（図 2(b)(り）。

まず 2つ目のブロードな信号は、詳しい解

析の結果、 Si結晶に発生した転位欠陥(KCl欠

陥など）であることが分かった。この転位欠陥は

溝ゲート構造 MOSFET特有の「Siエピ層」に

発生していることが電子顕微鏡観察とエピ層無

し試料の EDMR測定（図 2(g))で確認された。

また、 3つ目の超微細分裂信号は、その信

号の特徴からフッ素または水素が関与している

ことが推測された。これらの元素は 3次元構造
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信号（＝転位欠陥）。 (g)のエピ層除去溝ゲートでは転位欠陥の信号が確認さ

れないことから、転位の発生源はエピ層にあると結論される o (b), ①：溝ゲ

ート A・Cの超微細分裂信号。プロセスの違いによりスペクトルが異なるc

それぞれ 2本に分裂。水素、またはフッ素との関連性が考えられる。

を作製する際のプロセスで混入する可能性のあ

る元素である。

これら 3つの結晶欠陥は、いずれもリーク電

流特性に多大な影響を及ぼしており、溝ゲート

構造 MOSFETの開発を進めるにあたって注視

していかなければならないだろう。

4. まとめ

本研究では新規プロセスで作製された 2種

類の新型 MOSFETの EDMR評価を行った。

その結果、新型 MOSFETには、それぞれ特有

の結晶欠陥が発生していることが判明した。今

後、これらの欠陥の発生を抑えたり、効率的に

無能化するプロセスの開発が望まれる。

文献

[l]梅田享英：先端 DRAMにおけるデータ保持

時間の変動現象のメカニズム．応用物理，

Vol. 76, No.9, p.1037-1040, 2007. 

[2]大崎純一ほか：フッ素注入による欠陥制御を

行った DRAMセルの電子スピン共鳴分光評価．

第 68回応用物理学会，口頭発表(6a-ZE-l),2007.

[3]大崎純一ほか：溝ゲート構造トランジスタの

電流検出電子スピン共鳴分光評価．第 69回応

用物理学会，口頭発表(2a-G-9),2008. 

[4]木村紳一郎ほか：ナノメートル世代のシリコ

ン半導体デバイスの展望．日立評論， Vol.84, 

No. 7, p.459-464, 2004. 

-78-



鹿児島県立図書館長・椋鳩十・

1 . はじめに

椋鳩十（本名・久保田彦穂、 1905-1987)は動

物児童文学のジャンルを確立した一人として広

く知られる文学者であるが、その一方では高女

の教師でもあり、作家としての業績が評価され

て戦後鹿児島県立図書館長に抜擢された経歴も

持つ。一般にはあまり知られていないものの、

図書館の再建をもって荒廃した戦後社会の復興

に寄与し、革新的な図書館システムを構築した

図書館長としての功績は、椋鳩十像を慮る上で

決して看過すべからざるものである。

にもかかわらず、椋鳩十に関する先行研究の

多くは作家論・作品論に偏っている。図書館活

動を取り上げたものも見られるものの、多くは

事績の評価や活動報告に留まるもので、その背

景への言及や人物像の一面としての考察は、未

だ不十分なところがある。

本研究は椋鳩十の図書館長としての姿に主眼

を置くものであるが、その活動について、館長

就任までの経歴や思想といった内的要因、およ

び時代的・社会的背景といった外的要因の双方

から勘案し、それらの不可分的関連性を示すこ

とで、彼の図書館活動の独創性・意義を論じる

ことを試みた。加えて、その過程で椋鳩十の人

物像を網羅的・立体的に描き出すことによって、

椋鳩十がその生涯において展開したあらゆる活

動の根底に一貫して潜在する、源泉とも言うべ

き彼の持論的価値観を探り出すものである。

2. 論文構成

本論は序章から終章まで、字数を約 86,000と

し、正文の部分を6章で構成している。序章で

研究背景・目的、論文構成内容の概略を示し、

終章では椋鳩十の諸活動の根基を成す彼の持論

的価値観について総括的に追求している。正文

． 
‘‘ Muku Hatoju as the director of Kagoshima 

Prefectural Librar/ by Yuko NAKAMURA 

中村裕子（学籍番号 200721547) 

研究指導教員：黒古一夫

の 6章は、内的要因、外的要因、図書館長とし

ての働きの 3部に大別でき、各部について 2章

ずつ考察している。正文各章の概要は以下のと

おりである。

2. 1 内的要因 (1): 椋鳩十その人

内的要因の 1として、故郷を離れるまでの多

感な幼少年期にあった椋鳩十を取り巻いた環境

について、家庭環境、自然環境、師弟関係の 3

点から考察している。幼少年期における体験や

環境は人格形成に大きく影響するもので、いず

れが欠けても今日の椋鳩十は存在しなかったと

言える。この時期における経験は、彼ののちの

全ての活動の土台を形成する重要な要素である。

2.2 内的要因 (2): 児童文学作家・椋鳩十

内的要因の 2として、椋鳩十の文学活動を時

系列的に追い、社会に対する姿勢について論じ

ている。詩人としてスタートした椋の文学活動

は、詩誌同人の共産主義化に伴い、韻文からサ

ンカ（山寓）をテーマとした散文へと舞台を移

す。文壇でも高い評価を得るが、過激な作風が

戦時下の国家主義に抵触し活動が停滞する。や

がて彼のサンカ小説に児童文学の可能性を見出

した『少年倶楽部』編集長の勧めをきっかけに、

児童向け動物文学の創作に着手する。厳しい言

論統制の時代に動物物語の形を借りることで生

命の尊厳を象徴的に訴え続けた自由主義的姿勢

には、図書館長時代における反権威的行動との

関連性を見出すことができる。

2. 3 外的要因 (1): 鹿児島県立図書館史

椋就任までの鹿児島県における図書館界の

動きに注目することで、椋鳩十館長誕生に関わ

る外的要因たる時代背景についてミクロ的に確

認している。 4節構成で、それぞれ主として明

治期、大正期、戦時、戦後の動向を取り上げて

いる。鹿児島県立図書館史を考察する前提とし

て日本図書館史にも触れ、囮書館界を揺り動か

した各時代の姿を包括的に把握するものである。
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2.4 外的要因 (2): 文化人図書館長の登場

鹿児島県の動向に主に注目した前章に対し、

全国的に蔓延した図書館界の風潮に注目するこ

とで、外的要因としての時代の姿をより立体的

に把握することを狙いとする。椋鳩十が鹿児島

県立図書館長に就任したのは戦後間もない

1947 (昭和 22)年のことである。この時期は、

国立国会図書館長はじめ、官界の要職に学者や

文化人を起用する風潮が全国的に広まった。こ

れには敗戦のショックから立ち直るため文化国

家の建設（その要としての図書館への期待）が

叫ばれた背景がある。館長に文化的見識の高い

人物を置き、その監督下で専門司書が実務に当

たることで、図書館が文化復興と知識情報機関

の両役割を担うことが理想とされた。一介の作

家（または教師）に過ぎない椋鳩十の館長就任

もそうした経緯のもと実現したものであり、時

勢を表す最たる例の 1つである。本章では参考

として、椋鳩十同様図書館長に起用された作家

3名一鈴木彦次郎（岩手県立図書館）、中村地平

（宮崎県立図書館）、島尾敏雄（鹿児島県立図書

館奄美分館）を取り上げ、その活動を追った。

2. 5 図書館長 (1): 図書館長としての試み

県立図書館長はほとんどが 2"'3年で転任す

るのが常であった当時の慣行の中、椋鳩十は 19

年もの間在職しており、彼の図書館活動が人々

の期待に答えるものであったことの表れといえ

る。図書館長として展開した活動の中で特徴的

なものについて、 4項目ー戦渦に崩壊した図書

館機能の再建、のちの図書館ネットワークの原

型となった鹿児島方式、地方図書館の人材不足

を補い文化向上に役立てた千手観音方式、鹿児

島県の経済を支える農業の発展とその土台を成

す農民教育に寄与した農業文庫活動ーに分け、

それぞれ確認するものである。

2.6 図書館長 (2): 椋鳩十と読書

図書館長としての椋鳩十の読書活動、読書論

について言及し、彼が「読書」という行為とど

のように関わってきたかを論じる。椋鳩十はそ

の図書館活動の中でも、農業文庫を皮切りとし

た一連の読書活動に特に力を注いでいる。全国

的な反響を呼んだ「母と子の 20分間読書」運

動は、彼の図書館活動の集大成ともいえる。し

かし彼と読書活動の関わりは図書館長としての

ものに留まらない。「読書」という行為が成立す

るには 3つのグループー①図書を生む②図書

と人を仲介する③図書を読むーが必要である

が、椋鳩十はそれぞれの立場を作家時代、図書

館長時代、幼少年期というような形で象徴的に

体験しており、読書行為とは生涯を通して多角

的に深く関わってきた人物である。経験的蓄積

に基づく椋鳩十の集大成的読書論は、それすな

わち彼の人生論とも換言できる。

3. まとめ 一椋鳩十の価値観一

図書館長としての椋鳩十の活動は彼がその

人生で得た全ての体験の集大成であったといえ

るが、幼少年期から作家、図書館長まで椋鳩十

の姿を追うと、彼の全ての活動は余す所なく「心

の炎」という概念を根幹に置いて成立している

ことが浮き彫りになる。「心の炎」とは、例えば

愛や命、絆、感動といったものに象徴される、

あらゆる善の精神的エネルギーの塊を意味する

ものである。幼少期に見た囲炉裏の静かな火の

イメージになぞらえたこの「心の炎」は、彼が

いかなる立場にあっても活動の指針に置いた観

念である。体験の全てを集約するこの価値観は、

より立体的な椋鳩十像を語る上で決して欠くこ

とのできないものといえるだろう。

4. 課題

本研究では文化人図書館長の事例を参考情

報までにとどめているが、椋鳩十館長の独自性

の追求にはそれらの比較検討にまで及ぶ必要が

あったといえる。また図書館活動を分析評価す

る手段が内的要因に偏り、かつ肯定的要素にの

み着目している点は否めない。ゆえに人物像の

立体的描出は完全とは言えず、これを補完する

には批判的視点による考察、および外的要因と

の因果関係への更なる言及が必要である。

文献
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日常的な学習環境を活かしたメディア・リテラシー育成のための

体験型学習モジュールの開発＊

1. はじめに

メディア・リテラシー習得の重要性が指

摘され、様々な育成方法が提案されている

I)。情報化の進展により、メディア・リテラシ

ーの概念そのものが、受け手として、マスメ

ディアにより作り出された映像情報を批判

的に受け止める能力から、自ら情報を発

信する能力を含む様な広がりを見せている

2)。そこで、日常的な学習環境を活かし、

情報発信者として、メディア・リテラシーを

体験的に習得する学習モジュールを開

発・実践し、効果を検討した。

2. 体験型学習モジュールの開発

情報発信者の視点で、メディア・リテラシ

ーを育成する際、作り手として、画像撮影

や画像編集を体験することが重要であると

の考えから、日常的に携行している携帯電

話の動画撮影機能を活用した教材モジュ

ールを開発した。なお、本モジュールは、メ

ディア・リテラシーや情報活用能力を体験

的に学ぶことを意図して設計した。

3 学習モジュールの実践と分析

開発した体験型学習モジュールの有効

性を確認するため、日本大学法学部の教

職科目の 1つである総合科目特論（教職

コンピュータ基礎）において実践し調査し

た。

3.1 大学の講議実習における実践と調査

開発した体験型学習モジュールを 2006

* " Design and Trial on Learning 

Materials for Media Literacy through 

Experience without Special Device" by 

Ran YAMAJI 

山路蘭（学籍番号 200721564)

研究指導教員：波多野和彦

副研究指導教員：川原崎雅敏

年に試行実験、 2007 年に大学の講義実

習においてモデル実践を行った。これを受

けて、さらに学習モジュールを改良し、

2008年に大学の講義実習において 5.5回

(90分1回）の実践および調査を行った。

3.2 学習モジュールの内容

本学習モジュールは、「授業で使えるヒ‘‘

デオクリップ教材の作成方法を学ぶ」であ

る。まず、学生に対して「高校生向けに日

本大学法学部を紹介する動画を作成する」

という課題を与えた。 1班 2~3人として、絵

コンテを作成させ、シナリオ作りをさせた。

次に、各自の携帯電話で動画を撮影させ、

PCにデータを転送後、動画を PCで編集

できるファイルに変換、動画を編集させた。

最後に、各班の動画の特徴をプレゼンさ

せ、動画を放映させる発表会を行い、学

生相互の評価を行った。

3.2携帯電話の利用実態調査

多くの学生にとって、身近な存在となっ

た“携帯電話”の利用にかかわる利用実態

を調査し、日常的な学習環境として妥当

であるかを検討するとともに、‘‘携帯電話”

に対する見方を明らかにした。利用率は

100%であり、 WEB・メール関係もしくは電

源系統のトラブルを体験した学生も多く見

られた。今後期待する機能について、学生

の興味に基づき多様な意見が上がった。

3.3実践の前後における NETS-Sの変容

国 際 教 育 技 術 学 会 (ISTE)によって、生

徒が協働的な社会において、働き•生存

し・貢献する能力を育てるために、「全米教

育技術能力基準•生徒版 (NETS-S) 3>」と

いう能力基準が提言され、多くの国で活用

されている。この基準は、今日の高度情報

化社会の中で成功するために必要な知識、
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技能、および態度の向上といった目標を

設定するのに役に立つ。

この NETS-S をさらに改良し、「現在の

自分の能力」と「これから生まれる子どもに

期待する能力」を、本実践の前後に自己

評価させ、その変容を調査した。図 l は、

実践の前後での「現在の自分の能力」の

変化において、上昇した項目を挙げた。さ

らに、斜体で示した部分は、学習モジュー

ル開発時に設計・意図した能力であり、各

項目とも上昇していた。また、これらの項目

は、「レン・マスターマン“メディア・リテラシー

の 18の基本原則"いのうち、情報発信者

としての 5項目にも当てはまる。

既存知織を活ffJして断しいアイデア、生産物や

手巖を生み出す

モデルやシミュレーションを用いて、複雑なシステム

や事象を探求する

いろいろなメディアや型式を使って、 {,PlflJ. 尊門

家、他人と閤わり、協傷し、表現する

探求法を立案する

いろいろな資頗やメディアからの惰報を佐魔づけ、

檎進化し、分析し、伊僅し、総合し、倫理的に活

朋する

デークを処理し、成果を報告する

解決を推進したりプロジェクトを完成したりするの

に．活動を立案し．運営する

IT の安全、合法、責任ある活用を推奨し、実践

する

協傷、学晋、生産を支捩する技術を活朋する蹟

極的態 度 を 示 す

図 1 実践前後で学生の能力が上がった項目

3.4 相互評価シートの分析

本実習のまとめとしての発表会において、

「相互評価シート」を用いて学生に相互評

価させた。このシートは、評価項目が 5つあ

り、それぞれ 5段階で評価させ、その総評

を数行のコメンドで記述するものである。そ

の結果をテキストマイニングによる分析をす

ると、動画のストーリーについて批判的視

聴能力を用いて比較検討していることが明

らかになった。

3.5 自由記述形式アンケートの分析

この実習で何を学ぶ事ができたのかに

ついて調査するため、自由記述形式のア

ンケート(A4の用紙に 1人 1枚弱）を記述

させた。その記述をテキストマイニングによ

る分析をした。その結果（図 2)、従来の受

け手としてのメディア・リテラシーだけでなく、

情報の発信者としてのメディア・リテラシー

についての気付きが認められ、意図した学

習が達成できていることが分かった。これら

により、日常的な学習環境を活かして短期

間に完結できる体験型の学習モジュール

の有効性が認められた。

')) 

,• _, 

L年二：£::Qェ」

l且塾竺-・」

□玉石［コ

図 2 自由記述形式のアンケートの主麗分析

（デンドログラム、数字は類似度）

4. まとめ

本体験型学習モジュールは、従来の受

け手としてのメディア・リテラシーだけでなく、

情報の発信者としてのメディア・リテラシー

の育成のための Iつの方法として、有効で

あると考えられる。
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